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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序幕









　押し寄せる雑ぞう兵ひようを蹴け散ちらす、戦国武将の気分だった。

　時は現代。世は平穏。

　21世紀に突入して一段落した日本国に、刀を振りかざす兵馬がいるはずもなく。

　駆るは馬ならぬ、高校生活２年間プラス数カ月の登下校で苦楽をともにしたママチャリ。

　戦場である都会を取り囲むのは雑兵ではなく、あらゆる雑音ノイズ。

　たった今、くぐり抜けた高架線からは中央線を走る快速列車の振動が響き、国道を走る自動車はエンジン音とクラクションをかき鳴らして渋滞を作っている。歩道を歩く通行人は携帯電話を相手にお喋しやべりをして、アルバイトの若い男女が宣伝文句を口にしながら道行く人間にポケットティッシュを押しつけている。

　そびえ立つ高層ビルディングが煌きらめき、ママチャリを駆る彼女に向かって容赦なく反射光を浴びせかける。制服のワイシャツはよく風を通したが、背中は竹刀袋と密着しているせいで、じっとりと汗ばんでいた。ガタン、と車輪が段差を踏んだ衝撃で、自転車のカゴに斜めに放り込んでいた鞄かばんが一瞬、浮き上がった。

「はっ……はっ……」

　やや前のめりの体勢で自転車を漕こぐ、自分の息づかいが耳元で聞こえた。身体を傾けて角を曲がり、下り坂でスピードに乗る。

　クラクションの喧けん噪そうが遠のき、代わりにシャワシャワという蟬の鳴き声が降り注いだ。

　新宿中央公園に飛び込んで、ショートカット。たちこめる自然の匂いと、顔を上げれば大きな樹と高層ビルディングが重なってそびえ立つ光景は、嫌いではない。自分の名前に含まれていることもあって、彼女は一年間でこの時期が一番好きだ。

　マウンテンバイクのアクロバットや、ダンスの練習をしている水の広場を、一直線に横切る。〝ナイアガラの滝〟が水みず飛沫しぶきを上げているせいか、ここだけ少し涼しい気がした。

「はあっ」

　公園を飛び出し、大きく息を吸い込む。交差点にさしかかって減速するが、タイミングよく青信号に変わったことで、身を乗り出して再加速。

　都会は、嫌いではない。目まぐるしく変わる日常に翻ほん弄ろうされるのも好きだし、賑にぎやかで忙しいのも性に合っている。一人よりも大勢のほうが楽しいし、一生懸命な人たちに囲まれると血が騒ぐ。──っと、「血が騒ぐ」なんて言ったら、ご先祖自慢ばかりしている親しん戚せきのおじさんに似て、とまた両親に笑われるだろうか？

　ママチャリを漕ぎ続け、セミロングの髪が汗で額に張りついた頃、高層ビルの谷間に見慣れた空間が現れた。

　久く遠おん寺じ高等学校と銘打たれた二つの石柱に挟まれた正門を抜けると、広いキャンパスが眼前に拡がった。この学校には、学寮も含めて六棟が敷地内に散らばっている。

　正門から校舎に繫つながる通りには、制服姿の生徒がまばらに歩いていた。両脇に並ぶ樹々からこぼれる日射しが、駆け抜ける自転車を点滅させる。そのまま自転車置き場に向かうと見せかけ、彼女はハンドルを左に切った。

　段差を乗り越え、グラウンドに進入すると、ソフトボール部の掛け声が聞こえた。ネット前でノックをする小気味良いバットの音が響き渡る。

「っと」

　部室棟に向かって進む彼女のスカートから、軽やかなメロディが響いた。ブレーキに人差し指と中指をかけて減速しながら、携帯電話を取り出す。ペダルを漕ぎながら二つ折りになったそれを開くと、液晶画面に黒い縁取りの円の中に雁かりを描いた家紋が表示された。

「わっ、大おばあちゃん？」

　ボタンを押すと、コンピューターグラフィックで描かれた家紋の中の雁が動き、クチバシで何かを投げつける動作をした。白い長方形が、画面の中で回転しながら拡大する。

『例の人、本当に連れてくるんだろうね？』

　メールだ。差出人は陣じんの内うち栄さかえとある。

　返事を急かすようにクチバシを動かす雁のキャラクター──曾祖母のアバターを見て、自然となつかしい匂いを思い出す。

　濃い緑と山々に囲まれた、本家の屋敷。

「あっ、わっ！　ゴメン！」

　危うくストレッチ中の陸上部員を轢ひきそうになってしまい、振り向いて謝る。バランスを崩しながらも、部室棟の前で自転車を停める。

「だ、い、じょ、う、ぶ、っと……」

　自転車の横で携帯電話を操作する彼女のそばを、「せいっ、おうっ」という掛け声とともに野球部の部員たちが駆け抜けていく。その中の何人かが、前髪を垂らして画面と向き合う彼女のことを振り向いたのが分かった。ぼうっとした顔でこちらを見つめる部員を、先輩がすぐに「よそ見してんな」と小突く。

「よし。送信！」

　携帯電話を掲げ、送信ボタンを押す。

「……もう後に引けないな」

　ぽつりと呟つぶやいて、彼女──篠しの原はら夏なつ希きは部室棟に向かって駆け出した。

　そんな夏希の手の中、携帯電話の液晶画面で、白い封筒をくわえた雁が羽ばたいた。画面の奥に浮かぶロゴマークに向かって飛び立つ。円形と台形が重なった鍵かぎ穴あなのようなデザインとともに描かれた、たった二文字。

〝ＯＺオズ〟と名付けられた巨大電子空間の中へと、雁の翼が吸い込まれていった。
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『ようこそ、ＯＺの世界へ』

　暗闇しかない空間に、女性の声でアナウンスが響いた。

　はるか前方に光る点が生まれた。それは輝くパネルとなり、回転しながら急接近する。パネルには前方後円墳、あるいは鍵穴のようなマークの上に〝ＯＺ〟というスペルが描かれている。

『ＯＺは世界中の人々が集い、楽しむことができる電子ネットワーク上の仮想世界です。アクセスはお手持ちのＰＣ、携帯電話、ＴＶなどから簡単に行えます』

　ロゴマークが点滅した。ＯＺの〝Ｏ〟の文字が入り口となり、その向こうに拡がる世界へ飛び出す。

『それでは、これからＯＺの世界を体験してみましょう』

　現れたのは、パステルカラーに染まった大空。文字通りスカイブルーの青空に、触れれば弾はじけそうな、表面がツルツルの白い雲が浮かぶ。

　視界が雲間をすり抜けていき、やがて巨大なオブジェを発見する。大きさの異なるボールをいくつも積み重ねたような、奇妙な塔だ。塔の中核にあるのは、耳と目がくっついた猫の頭で、上は空の彼方かなたまで、下は底の見えない奈な落らくまでトーテムポールのように球体が連なっている。また塔の周りにはドミノのように板状の建築物が浮かび、ミニチュア模型のような都市を形成していた。

『ここがＯＺの中心地です。中央にそびえているのはＯＺのシステムを統括する場所で、中央タワーといいます。可愛らしい猫のデザインをした管理センターが特徴的ですね』

　中央タワーの周辺には、土星の環のように小粒の何かが漂っていた。それらは魚群のように整然と列を組んで、こちらへと接近し──一つ一つがポップな姿形をしたキャラクターの群れだと分かる。何十本もの触手を動かすタコや、金属の筒を手足としたロボット狼。キャップ帽をかぶり、ケープをまとった鰻うなぎ。紙切れのようにぺらぺらな猿。表面に目と鼻と口を描いた餃ギヨー子ザ。多数のキャラクターを頭の上に載せた骸がい骨こつ。──その姿形は様々で、統一性がまったくない。

『ＯＺを利用するにあたって、まずはあなた自身のアバターを設定しましょう』

　軽やかな電子音とともに、大きなパネルがアップに迫った。中央の枠組みに、コンピューターグラフィックの人形が登場する。人形の周りには小さな枠で、頭や手足など各部位にあたるパーツが揃っていた。

『アバターとは、ＯＺでのあなたの分身です。ヘアスタイル、服、体型など、あなたの思うままに着せ替えできます』

　パーツが、次々と選択された。人形の頭がボール型になったり、鬣たてがみが生えたり、牙きばを生やしたりと次々と移り変わる。

『かわいいアバターができましたね』

　完成したのは、テンガロンハットをかぶり、首にスカーフを巻いた二等身のウサギだった。元気にジャンプし、パネルの外へ躍り出る。

　テンガロンハットのウサギがＯＺの世界を飛ひ翔しようする。中央タワーの外周には、高速道路のようなルートが浮かんでおり、そこに映し出された鍵穴から、次々とアバターがＯＺの世界へと飛び込んでくるのが見えた。

『あなたの個人情報は、高度なセキュリティによって厳重に守られます。リラックスして、この世界を楽しみましょう』

　ウサギが他のアバターとともに、中央タワーの上空を旋回する。

『ショッピングモールでは、世界中の音楽や本──』

　塔の周囲に浮かぶ都市へ、急降下。並び立つ建物の一つへ飛び込むと、広大な面積に本棚がズラリと並んでいた。果ての見えないフロアには無数のアバターが行き交い、本を抱え、ＣＤを頭の上に掲げていた。『ＢＵＹ！』というメッセージを浮かべ、大きな口から吞のみ込んでいるアバターもいる。

『映画、家具』

　ウサギが飛翔し、建物から飛び出す。

　ピラミッドのような形をした建物を覗のぞくと、ミニサイズの車や建物が並んでいた。

『自動車、不動産』

　上昇し、お椀わんのような形をしたエリアを訪れる。企業名のロゴが描かれたお椀の上には、さらに小さなお椀がいくつも浮かんでいた。そのそれぞれに南国風のリゾート施設、ラクダが歩く砂漠、パウダースノーが積もった雪山など、別世界が拡がっている。

『旅行プランなど、ありとあらゆる買い物ができるのです』

　ウサギがショッピング街を抜け、タワーの反対側へグルリと旋回した。無数の球体が浮かんでおり、その中の一つに飛び込む。

　球体の内部は、大勢のアバターで混み合っていた。賑にぎわうアバターたちの頭上でクマが振り返り、口を開く。

『ところで、わたしたちになくてはならないもの』

　ウサギの頭上に現れた楕だ円えんの中に、[image: ]By the way, thing necessary for us[image: ]という文字が浮かんだ。マンガに出てくるセリフ、いわゆるフキダシがクマの口から飛び出す。

『それはコミュニケーションです！』

　楕円形のフキダシがトゲトゲの形に変わり、[image: ]It is communication!![image: ]と表示された。

　フロアにいるアバターの一人から、フキダシが飛び出した。たちまち英語、フランス語、日本語など、あらゆる言語に変換されたものへと分裂する。

『ＯＺではあらゆる言語が一瞬で翻訳されるので、世界中の人々と楽しく会話することができます』

　首のスカーフをはためかせ、ウサギが旋回した。コミュニティエリアを離れ、近代的な高層ビルが立ち並ぶエリアに入る。

『ＯＺでは、ビジネス環境のサポートも万全です。世界中の企業がＯＺに出店しており、利用者個人がオフィスを構えてビジネスを始めることも可能です』

　ビル群を飛び越え、一直線に雲間を抜ける。すると今度は、目まぐるしく文字や数字が躍る板が見えた。何十、何百という情報パネルの列である。

『さらに多くの行政機関や地方自治体が、ここ、ＯＺに窓口を置いています。納税や各種手続きを全てこちらで簡単に行うことができるのです』

『最後に、ＯＺの守り主を紹介しましょう』

　世界各国を模した島が浮かぶエリアの上空を見ると──島よりも大きな〝何か〟が、通り過ぎていくのが見えた。

『ジョンとヨーコです』

　水彩絵具で描いたような、二頭のクジラだ。宙に浮かぶ群島を一吞みにしてしまいそうな巨体を揺らし、水なき大空を泳いでいる。頭の上に円状のビルディング群を戴いただいた姿は、まさに王冠をかぶった王様である。

　ＯＺ全体が、ビリビリと震えた。ジョンとヨーコが、強烈な発射音とともに背中から一条の潮を噴き出したのだ。潮はミサイルのように空に向かって飛び上がり──。

　赤、青、黄、紫、と眩まばゆい輝きを放ちながら、弾ける。

　すると後を追うように、ＯＺ中から花火が上がった。ショッピングエリア、コミュニティエリア、ビジネスエリア、そして行政エリアと、あらゆる場所が花火の明かりと、アバターたちの歓声で包まれる。ウサギのアバターも嬉うれしそうに、空中でクルクルと回った。

『さあ、あなたもＯＺでの快適な生活をはじめましょう──』

　アナウンスの声が、遠のいていく。

　歓声が小さくなっていき、楽しげに踊るウサギの姿が、プツンと消え、暗転した。

　暗闇が拡がる。

　光も音もない空白が訪れ、やがて小さな音が響いた。

　ピッ、ピッ、という小さな電子音が続き、ポーン、という甲高い音に変わる。

『──７月26日、月曜日。正午のニュースをお伝えします』

　真っ暗闇に包まれた世界に光が戻り、楕円形の地球儀が現れた。背景に世界中の標準時間が表示された空間に、大きく『12：00：00：00』という数字が浮かび上がる。

　ワールドクロックと名付けられた時刻表示から、瞬く間に無数の円が飛び出した。あらゆる国の映像を流すそれらの中で、日本語で語る画面がアップになる。

『小惑星探査機〝あらわし〟は今日午前、太陽周回軌道から地球の衛星軌道に乗りました』

　円形の枠の中で、スーツを着た男性アナウンサーがニュースを読み上げる。

『トラブル続きの〝あらわし〟でしたが、今後タイミングを計りながら──』

　ニュース映像が、急速に遠のいていく。

『小惑星マトガワで採取したサンプル入りのカプセルを射出する予定です。それでは、次のニュース……』

　ワールドクロックも頭上に小さくなっていき、その広い空間の全ぜん貌ぼうが明るみになる。

　一本の巨大な支柱の周りに、枝のように板状のフロアが突き出した空間である。各フロアでは何十人というアバターが動き回っている。

「……」

　数あるフロアの一つでニュースを眺めていた彼は、肩を落として前に向き直った。卵型の頭に描かれたラクガキのような眉まゆはハの字に下がり、皿のように大きな耳は力なく垂れ下がっている。コンソールと呼ばれる操作パネルに、手袋を装着した指を走らせる。

「おい、ちゃんと観たか？　ＯＺ初心者向けの案内用プロモーションビデオ、あんな感じでいいだろ？」

　コンソールをいじる彼に、となりにいたアバターが声をかけてきた。のっぺりとした胴体の上に、板チョコのような長方形の頭が乗っかっている。平べったい顔に描かれた二つの四角は、メガネのつもりらしい。キーボードと画面で構成されたこっちのコンソールとは異なり、板チョコメガネは車のハンドルのような操作パネルに改カスタ造マイズしてある。

「ちょっと普通すぎたかな？　案内用のアナウンスをもっとこう、色気のある感じにしたほうが良かったかも……って、聞いてるのかよ？」

　板チョコメガネの頭が胴体から分離し、ふわりと彼のそばに接近した。彼はコンソールを操作しながら、ぽつりと呟つぶやく。

「あと少しで、日本代表になれたんだ」

「はあ、まだションボリしてんの？　いい加減──」

　メガネが顔を下に傾け、ため息をついた。その背後を、作業着を着たペンギンが滑るように通り過ぎていく。

「おい、バイト！　サボってんじゃねえぞ！」

『ＯＺ管理センター主任』という胸章をつけたペンギンを振り返り、メガネが「あーい」と返す。

「あと少しでさ……」

「分かった、分かった。お前の無念さはよく理解したから、いい加減、新しいことに目を向けようぜ？　今年の夏のテーマを決めよう」

　無視して作業を続ける彼の周りを、メガネの頭がからかうように飛び交う。

「女！　女、どう？　夏といえば、スイカと花火と女だろ！」

　女。

　その単語を聞いて思い浮かぶのは、たった一人しかいなかった。しかしその顔を思い出すと、余計に気分が沈んでいくのが自分でも分かった。

「……スイカと花火で、充分だよ」

「薄い人生だな、オイ」

　板チョコに薄いなんて言われたくない。

「せっかくの青春を勉強だけして終わらせちゃうわけ？」

「大体、去年の夏休みだってさ、サクマがそんなこと言って暴走したせいで、恥かいたじゃんか。ナンパなんて、したこともないのに……」

「わーっ！　言うな、ケンジ！　去年のことは！」

「向いてないんだよ、そういうの。……そりゃボクだって、今年こそはと思ってさ」

「え？　なんだって？」

「いや！　な、なんでもない──」

　ケンジと呼ばれた卵頭が、慌てて誤魔化そうとした時だった。

「ん？　なんだ？」

　板チョコメガネこと、サクマが首を傾げた。

　ケンジもすぐに異変に気づいた。バタバタと落ち着きのない音が、近づいてくるのだ。その音が足音だということに気づくと同時に、それは起きた。

　勢いよく扉が開く音がした。

　吹き込む新鮮な風の感触と、舞い上がる埃ほこりの気配を感じる。

「！」

　ケンジとサクマが、同時に左を振り向いた。

　だが視線の先に見えるのは、部下を叱しつ咤たするペンギンの上司だけで──。
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　練習試合中のソフトボール部が、ホームランを打ったのかもしれない。

　グラウンドから響いた小気味良いバットの音で、段ボール箱の上に積んであったマンガが一冊、床に転がり落ちた。

「……」

　ガラクタだらけの狭苦しい室内で、一人の少女と二人の少年が向き合った。

　少女はたった今、自分で開いたばかりの扉のノブに手をかけたまま、動かない。白いシャツと赤いネクタイ、短めのスカートという制服姿に加え、竹刀袋を背負っている。ここまで急いで走ってきたのか、息を切らしていた。

　一方、少年二人のほうも、ビックリした顔で振り向いたまま、動けずにいた。こちらも制服姿で、窓際の机に置かれたパソコンの前に座っている。パソコン以外にも、室内には卒業生が置いていったシンセサイザーやエレキギターが埃をかぶっていたり、机の上で錆さびついた扇風機が首を振っていたりと、安っぽい電子機器には事欠かない。それ以外にも放置された空き缶の山や、誰が持ち込んだのかも分からない古いアニメのフィギュア、去年で日付が止まっているカレンダー、壁際の段ボール箱に詰め込んだでっかい三角定規や何に使うかも分からない紙の筒、床に転がった計算機など。

　冷房などがあるはずもなく、めいっぱい開いた窓や出力の低い扇風機では夏の蒸し暑さを緩和しきれるものではない。パソコンのファンもフル回転、キーボードの横に置いた飲みかけのジュースもすっかり温まってしまっている。

「ねえ、バイトしない!?」

　少女が、何の前置きもなく言った。セミロングの髪が快活に揺れる。

　あまりに突然すぎて、彼──小こ磯いそ健けん二じは、とっさに言葉が出なかった。となりの友人、佐さ久く間ま敬たかしと顔を見合わせる。佐久間の耳までかかる天然パーマの髪はともかく、四角を二つ並べた形の眼鏡は、モニターの中にいるアバターとそっくりだ。

　佐久間がモニター内の分身を指さし、少女に向かって言った。

「今、バイト中ですけど……」

　健二も少女に向かって、頷うなずく。モニターには自分のアバターである卵頭と、それにそっくりな自分の顔が反射して映っていた。ぼさぼさの髪と、少しだけ垂れ気味の目。コンプレックスでもある瘦やせた体つき。自分でも冴さえないとしか言いようがない容姿である。

「えっ？」

　少女が飛び込んで来た扉には、〝物理部〟という札が貼られていた。その下に〝オタク部〟、それを線で打ち消し、さらにその下に〝ＰＣ部〟というラクガキもある。

「なに、ソレ？」

　突然の訪問者、篠原夏希がきょとんとした。必死な顔で参上し、唐突にアルバイトをしないかと申し出たかと思うと、首を傾げる。その目まぐるしい表情の変化がいかにも夏希らしく、目を奪われてしまう。──実際、校内でも人気の高い彼女に見とれる男子は、彼以外にもいくらでもいるはずだ。

　健二は我に返り、答えようとして──。

「ＯＺのシステムの保守点検ですよ。あと宣伝用のビデオの作成も」

　佐久間に、先を越されてしまう。こういう時だけは、物もの怖おじしない友人が羨うらやましい。

　健二たちの前にあるモニターには、仮想世界ＯＺが映し出されていた。管理センターの内部にある部署の一つで働く卵頭と板チョコメガネは、それぞれ、健二と佐久間のアバターである。

「……へー、ＯＺの？　すごーい」

　一拍の間を置いて、夏希が言った。感心したような口調だが、〝ＯＺの点検って何するんだろ？　よく分からないけどスゴイんだろうな。うん、スゴイに違いない〟と書いてある。元々、剣道部に所属する夏希は、パソコン関係に疎い。それでも後学のためと操作を教わるため物理部に出入りするようになったのが、人気者の三年生である夏希と、冴えない後輩にすぎない健二たちの唯一の接点だった。

「いやいや、末端の末端の末端だから、楽チンですよ」

　またしても愛想良く言う、佐久間。

　まずい。まだ何も喋しやべってない──。

　なんだか、焦りのようなものを感じた。そわそわと次のチャンスを待つ。

「そっかあ……バイト中かー」

　夏希が、がっくりと肩を落とし、もう用はないとばかりに背を向けようとした。

「誰かいないかなあ。他にバイトしてくれる人……」

「あの……夏希先輩」

　身体が勝手に動いた。手を挙げ、立ち上がる。

「ボクで良ければ……」

　自分が持つ最大限の勇気を振り絞ったつもりだった。

　こういう時の気持ちを、なんていうんだっけ？　ナントカ寺から飛び降りるとか……ああ、歴史はニガテなんだ。いや、そもそも歴史か？　物理なら得意なんだ。そうだ、こういう時はデュロン＝プティの法則をエネルギー等配分の法則から導き出す計算を──。

「ホントっ？」

　振り返った夏希の笑顔を見て、健二は一世一代の決戦に打ち勝ったことを悟った。

　うん、物理法則なんてどうでもいいや。

「おいっ！　こっち、どうすんだよっ！」

　だが佐久間に袖そでを引っ張られ、味気ない青春を思い出す。縮こまって椅子に座る。

「スミマセン……やっぱり無理です」

「ダメかあー」

　嘆息する夏希。こんな情けない自分は、物理法則を死ぬまで暗唱し続ければいいと思う。

「バイトって言っても、私といっしょに田舎に旅行してくれるだけなんだけどなあ」

「はいっ！　オレ、やります！」

　元気よく手を挙げる佐久間。健二はぎょっとして、再び手を挙げる。

「えっ？　なにそれ！　じ、じゃあ……ボクも、はいっ！」

　何の取り柄もない自分だが、これまで清く正しく生きてきたつもりだった。それがアルバイトをすっぽかすなど、これまた一世一代の大勝負である。

「やった」

　挙手する二人の後輩を見て、夏希が両の拳こぶしを握る。

　……先輩。してやったり、っていう顔に見えたのは、気のせいですよね？

「でも、二人じゃ多いかな」

「えっ？」

「募集人員一名なの」

　人差し指を立て、にっこりと笑う夏希。「……ということは」と顔を見合わせる健二と佐久間に向かって、大おお袈げ裟さな身振りで右手を水平に振り払う。

「いざ、勝負っ！」

「悪く思うなよ、健二」

　袖をまくり、肩を回して準備運動をする佐久間を見て、友人との決闘が避けられないことを悟った健二は──。

　過去、佐久間と交わした58回の真剣勝負の全てのパターンを思い出し、そこから予想される敵の初手で可能性が高いのはチョキであることを冷酷に導き出した。
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　東京駅の鈴。

　八や重え洲す地下中央口にある、それの正式名称を健二は知らない。一抱えもある大きな鈴が、透明の囲いの中にぶら下がっているだけの光景は、やけに奇妙に映った。

　そんな違和感を吹き飛ばしてくれたのは、憧あこがれの先輩の私服姿だった。

「あ、健二くん。こっちこっち」

　鈴の前に立っていた篠原夏希が、こちらに向かって手を振った。

　健二は、小走りで夏希のもとへ駆け寄った。

「遅れて、スミマセン」

「ううん。時間ぴったり。佐久間くんじゃ、こうはいかないわね」

　笑顔で健二を迎えた夏希は、ノースリーブのシャツとホットパンツ、ステッチハットというラフな格好だった。すらりと伸びた長い手足と細い首は、学校で見かけた時よりも眩まぶしく見える。それだけに彼女と向かい合うと緊張も倍増しだ。安物のポロシャツにリュックサックという地味な姿の健二とは、向かい合っているだけで不釣り合いである。

「どうしたの？」

　ぼうっとしたまま動かない健二を見て、夏希が首を傾げた。

　健二は心中で親友に心から謝罪をする。

　ごめんよ、佐久間。夏と言えばスイカと花火と……って言った時、相手にしなくて。今ならお前の気持ちが分かるよ。あと、ジャンケンに負けてくれてありがとう。

「夏！　ですね！」

「ひぇっ!?　そうね……夏休みだもんね」

　ニコニコと笑う健二に対し、なぜか夏希が気味悪そうな顔で身構える。しかし夢見心地の健二は気にしない。

　篠原夏希と、私服姿で待ち合わせ。

　そんな事実が知られたら、彼の通う久遠寺高校はたちまち戦場と化すだろう。

「それで、アルバイトって何するんですか？　何でもやりますから、任せてください」

「なんか今日の健二くん、キモチ悪いくらい元気ね」

「はい！　……え？」

「でも、ありがとう。それじゃ、早速──」

　夏希が笑顔で、視線を下に落とす。さりげなく気持ち悪いと言われた気がしたが、きっと気のせいだろう。うん、気のせい、気のせい。

　夏希の視線を追うと、足元に置かれた荷物があった。大きなバッグだけなら旅行の荷物と言い切れるのだが、なぜかお面やウクレレ、花火らしきものが詰まった紙袋もある。

　その数、紙袋だけでざっと八つ。

「お願いできるかな？」

　満面の笑みとともに言われては、断ることができるはずもなく。

「──長野県上田市？」

　長野新幹線のホームには、健二らが乗る予定の新幹線がすでに停まっていた。

　健二は自分のリュックサックに加え、左右の肩にバッグの紐ひもをかけ、右手に四つの紙袋、左手にも四つの紙袋という重装備で、一年先輩の雇い主を待つ。

「田舎で、大おばあちゃんのお誕生会があるの」

　売店で弁当と茶を受け取りながら、夏希が言う。

「あちこちから親しん戚せき一同が集まるんだけど、全然人手が足りなくて」

　大おばあちゃん、ということは、曾そう祖そ母ぼということだろうか。親戚一同となると、よほどの人数が集まるのだろう。

「じゃあボクは、そのお誕生会のセッティングを手伝えばいいんですね。うん、それならボクにもできると思います」

「うん、そうなんだけど……ええと、それだけってわけでもなくて」

　弁当の袋をぶら下げて戻ってきた夏希が、なぜか健二から目をそらした。

「え？　なんですか？」

「ううん、なんでもない。詳しいことは、現地で話すから」

　午前11時44分、あさま５２１号は東京駅から発車した。上野、大おお宮みやを過ぎ、窓の外を流れる風景に緑が増え始めた頃、健二たちは昼食をとることにした。夏希が買ったのは30品目バランス弁当で、鶏肉、煮物、魚などが所狭しと詰め込んであった。

「ところでさ。何の日本代表になれなかったの？」

「えっ!?」

　炊き込みご飯を口に入れようとしていた健二は、ビックリしてとなりを見た。

　となりといっても、通路を挟んでのことだ。二人席は空いていなかったため、通路を挟んでとなりどうしの席に座ることになった。少々がっかりしたが、肘ひじが触れる緊張感に一時間以上悩まされるよりも、かえって良かったかもしれない。

　通路一本挟んで、となりどうし。

　うん。今のボクには、これくらいでちょうどいいんだ──。

「どうして……」

「佐久間くんが言ってた。あとちょっとだったのに惜しかったって」

　夏希が身を乗り出し、好奇心いっぱいの顔を近づける。

「ねね、何の日本代表なの？　健二くんって、スポーツとかしてたっけ？」

　佐久間のヤツ、余計なことを──心中で毒づく。日本代表になれたならともかく、落選という失敗談を知られるなんてカッコ悪いことこの上ない。

「スポーツじゃないです」

「だよね。健二くん、そういうのニガテそう」

　あっさり言われ、ちょっとショック。それに関しては、返す言葉もない。

「ええと……数学オリンピックって言って……」

　それだけ言うのが精一杯だった。ひじき入りの炊き込みご飯を口に入れる。

「オリンピック？　数学？　なにそれ？　どっち？」

「え？　どっち？　いや、どっちもです。計算力を競うオリンピックで……」

「へえー、そんなのあるんだ」

　はじめて聞いたとばかりに、感心する夏希。興味がない人々からしてみれば初耳だろうし、数学とオリンピックを結びつけるイメージすら湧かないのも当然だ。

「健二くんって数学、得意なの？　あ、でも物理部だもんね。パソコンやるだけの部かと思ってたけど」

　お？　意外と好反応だぞ？

　てっきり夏希のように活発な体育会系からしたら、興味ゼロの話題かと思っていた。そう、〝よほどのこと〟がないかぎり。

　健二は割り箸ばしをくわえたまま、ちらりと夏希の顔を見る。

「得意っていうか、他は何もできないっていうだけなんですけど……」

「へえー。ねえ、何かやってみせて！」

「ええっ？」

　期待に輝く瞳ひとみで見つめられては、「そんな、いきなり言われても」とは言えない。未いまだかつて、夏希にこんなにも熱い視線を向けられたことがあっただろうか？　いや、ここで退ひいては二度と期待の眼まな差ざしで見られることはなくなる。

「ええと……ええと……あ、そうだ、夏希先輩の誕生日って、いつですか？」

「わたし？　７月19日。平成４年」

　健二の頭の中を、数字と記号の羅列が駆け巡った。鶏肉を箸で摑つかみ、それを口に運ぶまでの時間で、与えられた条件を満たす数値が割り出される。

「日曜日です」

「え？」

「１９９２年の７月19日は、日曜日です」

　夏希が、きょとんとした。だがやがて、ひきつった顔で少しだけ身を引く。

「そんなこと知ってるなんて……健二くんって、ストーカー？」

「ちっ！　違いますっ！」

　思わず大声を出してしまった。周りの乗客が眉まゆをひそめ、こちらを睨にらむ。

「わわっ！　冗談だってば！」

「だって……ひどいですよ」

「ゴメンゴメン。健二くんが良い人なのは知ってるから、ね？」

　両手を合わせながらそう言われると、健二としてもちょっと嬉うれしくなる。夏希の中では少なくとも、良い人だと思われているようだ。……ん？　良い人って、誉め言葉だよね？

「ひょっとして、全部憶おぼえてるの？　日付と曜日」

「いえ、モジュロ演算っていうのを使って計算したんです。当たってました？」

　答えには自信があった。得意顔で訊たずねると、夏希がにっこりと微笑んだ。

「分かんない」

　そりゃそうだ。自分が生まれた日の曜日を知ってる人間なんていない。

「……夏希先輩も、剣道部で全国大会に出られそうだって聞きましたけど」

　これ以上、夏希の興味を引ける話題は無理そうだ。話題を変えることにする。

「うーん、私も惜しかった……のかな？」

　食べ終わった弁当を片づけながら、夏希が言った。

　夏希は剣道部の元主将で、つい先日、引退したそうだ。最後の大会では団体戦でインターハイ出場を惜しくも逃したという。また部活以外でも彼女は生徒会長を務めており、任期が残っているそちらでは夏休み中にキャンプを計画しているそうだ。

　容姿が良く、社交的で面倒見が良い。ちょっとばかりアクティブすぎる面があるところも、男子生徒から見れば魅力以外の何物でもない。

　そんなスーパー女子高生の篠原夏希は、恋愛方面でも大活躍──と言いたいところだが、なぜかそういった噂は一つも聞いたことがない。耳にするのは男子生徒の玉砕記録更新だけだ。その理由は不明で、久遠寺高校の七不思議の一つとなっている。

　夏希先輩って、彼氏いるんですか？

　さりげなく訊ねるのは、今をおいて他にない。

「あ、あのっ！　夏！　な、夏！」

「そんでね、生徒会のキャンプには……って、何っ!?　急に、どうしたの？　夏よね、夏休みだし。あれ？　駅でもこんなことしなかったっけ？」

「夏、夏希先輩は！　か、彼っ！　彼……カレーは好きですか？」

　夏希が「う、うん……フツーに好きだけど」と気味悪そうに身を引いた。

　それきり、二人の間でポツポツと話題が少なくなり、やがて完全に途切れてしまった。

　すると夏希は、何の躊ちゆう躇ちよもなく座席で寝入ってしまった。なんとか話題を探そうとしていた健二はがっくりとうなだれ、携帯電話を取り出す。

「……」

　二人揃って眠ってしまい、乗り過ごしてしまうわけにもいかない。暇つぶしになるものを探すべく、二つ折りになった携帯電話を開く。

　液晶画面に丸耳のアバター、ケンジが表示された。

「そうだ、今日は──」

　あることを思い出し、立ち上がってリュックサックに手をかける。中からイヤホンを取り出し、また座席に座って耳につける。

　顔を上げると、他の座席でも携帯電話を覗のぞき込んでいる姿がチラホラ見えた。

　健二はいそいそとボタンを操作し、自らのアバターをＯＺへと旅立たせた。





　＊　log in …　＊






『さあさあさあさあさあ、レディース＆ジェントルメン！　ボーイズ＆ガールズ！　上司に有給休暇の届けは出した？　学校に親の声マネで仮病を伝えた？　ドタキャンした恋人にひっぱたかれた頰の具合はどうだい？　トイレは済んだ？　今日の礼拝も？　ハンバーガーとコークの準備は？　ピザの配達が遅れているのはオレから謝っておくぜ！　きっとそいつも今の君みたいに仕事のことなんて手がつかないのさ！』

　暗闇一面の世界に、ファッションブランドのロゴが浮かんだ。

　さらに米国のＩＴ企業のロゴが現れ、たちまち世界中の有名企業の名前が先を競うように登場する。見慣れた日本の自動車企業やスポーツブランドの名前もある。

『いよいよ始まるぜ、エキシビションゲーム！　タイムリミットは、２分30秒──』

　スポンサー企業のロゴの上に、〝ＥＸＨＩＢＩＴＩＯＮ　ＧＡＭＥ〟と書かれた電光パネルが浮かび上がった。三つの丸──Ｆ１レースそっくりのスタートランプも現れる。

『もちろん主役は、コイツ──おいおい、これじゃ誰か分からないぜ？　ずいぶん地味な格好だな』

　派手な電光パネルが、消えた。

　再び暗闇に包まれた世界で、一つの人影にスポットライトが注がれた。ニット帽とダウンジャケットというアイテムを身につけ、俯うつむいたまま顔を上げようとしない。両手もポケットに突っ込んだまま、その場に突っ立っている。

　明かりが射し、真っ白な壁に囲まれた空間の全ぜん貌ぼうが露あらわになった。中央に立つダウンジャケットの人物を取り囲むように、床にマンホールのような穴が円状に連なっている。

　また電光パネルが表示され、スタートランプが点灯した。

『ようし、時間だ！　エキシビションゲーム、スタートッ！』

　ダウンジャケットの周りに空いた穴から、異様な人影がせり上がった。胴体だけが逆三角形でごついわりに、手足はゴムホースのように細い。顔には白い仮面をかぶっている。

　三十近い数のそれらは、どれも大量生産品のようにそっくり同じ姿格好をしていた。

　ダウンジャケットの人物が、ちらりと一いち瞥べつした。仮面人形たちを冷静に観察する。

　仮面人形たちが、カクリと腰を折っておじぎをした。スピードスケートの選手のような体勢で走り、いっせいにダウンジャケットの人物に襲いかかる。

『あらためて紹介するぜ！　今日のチャレンジャーは、コイツだ！』

　ダウンジャケットが動いた。

　早撃ちのガンマンのように一瞬でポケットから抜いた拳こぶしを、仮面の一つに叩たたき込む。さらに返す刀で、背後から襲いかかった仮面に後ろ回し蹴げりを放つ。回転する勢いを殺さず、体重の乗った肘ひじを右から襲いかかった仮面にめり込ませる。左の正せい拳けん突づき、膝ひざ蹴り、アッパーパンチと、早送り映像のごとき圧倒的速度で、仮面人形たちを返り討ちにする。

　あっという間に、仮面人形たちが一人残らず吹っ飛んだ。

『キィィィィィング、カズマァァァァァッ！』

　人物がかぶっていた帽子が宙を舞い、その顔が露わになる。

　ツンと突き出した長い耳と、突き出た鼻。鋭くも赤く輝く眼、額にかけたゴーグル。白い体毛に覆われたダウンジャケットの内側には、チャンピオンベルトを巻いている。

　二本足で立つウサギ。

　キング・カズマと呼ばれたウサギ戦フア士イターが、倒れた仮面人形たちを飛び越え、広場の奥にある階段に向かった。ウサギ跳びならぬ二段跳びで白い階段を駆け昇る。

　二階に上ると、また大きな広場に出た。一階と変わらない構造だが、中央には場違いに綺き麗れいな日本風の屛びよう風ぶが立てられ、一具の甲かつ冑ちゆうが鎮座している。

『おやおやぁ？　一体、どこのどいつだ、こんなところにジャパニーズ・ヨロイを置き忘れたのは？　責任者を呼べ！　──っと、こいつは失礼！』

　甲冑の般はん若にや面に、青白い眼光が灯ともった。おもむろに立ち上がり、光り輝くサーベルを抜き放つ。

『ショーグン・ノブナガだあっ！　こいつはしょっぱなから強敵だぜ！』

　閃せん光こうが走った。

　鎧よろい武む者しやが素早く接近し、ウサギ戦士に向かってサーベルを振り払ったのだ。あまりに速すぎる刀さばきのせいで、剣筋が光の残像でしか確認できない。ウサギ戦士が両耳をぱたりと折り畳み、紙一重で刃をかわす。

『さすがのキング・カズマも手も足も出ないかっ!?』

　ウサギ戦士は、ギリギリのところで身を引いて攻撃を避ける。さらに斜めに斬きりかかったサーベルを、ブリッジをするようにのけぞってかわす。

　容赦ない連続攻撃に、ウサギ戦士は防戦一方だ。

　とうとうウサギ戦士を壁際まで追いつめた鎧武者が、トドメとばかりに袈け裟さ斬りを放った。ウサギ戦士は、とっさに跳躍し、壁を蹴ける。

　サーベルが空を切った。鎧武者が標的の姿を見失い、きょろきょろと周囲を見回す。

　次の瞬間、鎧武者の背後に、ウサギ戦士が着地した。壁を使った三角跳びで、鎧武者の頭上を跳び越えたのだ。

　ハッとして振り返った般若面に、ウサギ戦士の裏拳がめり込んだ。面が割れ、兜かぶとがひしゃげた鎧武者が吹っ飛ぶ。

『キング・カズマ、渾こん身しんの一撃がヒットォッ！　撃破だッ！』

　ウサギ戦士は地面を蹴り、再びフロアの奥にある昇り階段を上る。

　三階もまた、真っ白な広場だった。ただし壁にはラーメンの器に描かれていそうな渦巻きの模様と龍りゆうが描かれ、広場の真ん前に、いきなり巨漢が立ち塞ふさがっている。

　相撲取りのような巨体は、ウサギ戦士の三倍はあろうかというボリュームだ。両手に反り返る鋭利な刀剣──青竜刀を握っている。

　巨漢が吼ほえ、二本の青竜刀を頭上で振り回した。その風圧に、ウサギ戦士の長い耳が真横になびく。

『さあ、今度の敵も手て強ごわいぜッ！　ダンプカーみたいな見た目も伊達だてじゃない！』

　ウサギ戦士は黙したまま、雄お叫たけびを上げる巨漢を見上げていた。だがやにわに長い耳を揺らして首を左右に傾け、コキコキと鳴らす。

『桁けた違いのパワーから繰り出される一撃は、戦車だって真っ二つさ！　その名も──』

　腕をぐるぐると回し、膝を折って屈伸する。そうやって万端の準備運動を終えたところで、ブーツを履いた片脚を持ち上げた。

『あっ』

　ボスッと布団を力一杯叩いたような音とともに、雄叫びがピタリと止んだ。

　ウサギ戦士の前蹴りが、巨漢の腹にめり込んでいた。

『ちょっ、おいっ、紹介がまだ──』

　前のめりになった巨漢の顎あごに、跳び上がるようにして放ったウサギ戦士の膝蹴りが突き刺さる。

　巨漢がゆっくりと後ろに傾き──地響きとともに倒れ、動かなくなる。

『名もなき不幸な番ゲート人キーパーの冥めい福ふくを祈ってくれ……』

　ウサギ戦士が、また広場奥の昇り階段を駆け上がる。

　次の階に躍り出ようとしたウサギ戦士を、迫り来る砲弾が歓迎した。轟ごう音おんと激しい振動によって、階段から顔を出したばかりのウサギ戦士が宙に弾はじき飛ばされる。

『ようし、いいぞッ！　不意打ちには不意打ちで返してやれっ！　さしものキング・カズマも、ここでお終しまいだッ！』

　ウサギ戦士がクルリと空中で一回転した。器用にバランスをとって着地する。

　爆発の煙をかき分け、真っ赤なロブスターが現れた。

　ただのロブスターではない。一対の大きなハサミには砲台を、脚の代わりには車輪を備えつけた戦車である。分厚い装甲に覆われた巨体は、先ほどの青竜刀使いの比ではない。

　ロブスターの口が光った。

　横っ飛びに回避したウサギ戦士の足元が、大爆発に包まれる。

『最近のロブスターは一味違うぜッ！　おとなしく蒸されて皿に乗ってるだけじゃないっ！　口からレーザーだって出せるんだ！』

　たまらず、ウサギ戦士が逃げる。

　しかしロブスターの口から放つレーザー光線が、執しつ拗ようにウサギ戦士を追いかける。

　風のように疾走するウサギ戦士が、急に進路を変えた。レーザー光線をかいくぐり、一直線にロブスターの懐に飛び込む。

　ウサギ戦士が拳を振りかぶり、渾身の一撃を放った。

　衝撃が振動となり、広場全体を揺るがした。

『ようし、いいぞっ！』

　ロブスターの大きなハサミが、ウサギ戦士の拳を受け止めていた。反撃とばかりに、もう一方のハサミが、ウサギ戦士を押し潰つぶそうと襲いかかる。

　攻撃が効かないならば、とハサミを避けたウサギ戦士がロブスターの真横に回り込んだ。自分の身長と同じくらい大きな車輪に手をかけ、力を込める。

『ああっ！』

　ロブスターの身体が傾いた。車輪を持ち上げられ、横倒しに転倒する。

　ウサギ戦士の反撃は、それだけに留とどまらなかった。露わになったロブスターの腹に両手を突っ込み、関節部分をこじ開けて内部に飛び込む。

　金属がひしゃげる音、折れる音、爆発する音。それらが響くたびに、ロブスターの巨体が揺れる。

『レーザーを撃てても、結局ロブスターはロブスターでしかないのかッ!?　美味おいしくいただかれて──ごちそうさまだッ！』

　ロブスターの口から、ウサギ戦士が飛び出した。動かなくなったロブスターの前で身を屈かがめ、外見通り、兎のように跳躍してその場から離れる。

　戦車の大爆発を背に受け、ウサギ戦士が華麗に着地した。また階段を上っていく。

　またもや広場に出るかと思いきや、そこは屋外だった。

　ウサギ戦士が立っているのは、そびえ立つ塔の屋上。そこから伸びた細い通路の先に、赤いボタンがあるのが見える。

『ゴール地点が見えたぞッ！　タイムには余裕がある！　このまま記録更新か!?』

　ウサギ戦士が突き出た鼻を持ち上げ、空中を見上げる。そこにはカウントダウンを続けるタイマーが浮かんでいた。残り時間は50秒弱である。

　ブーツが勢いよく地面を蹴けった。

『そぉぉんなワケないだろ！　こうなりゃ数で対抗だ！』

　細い通路の先から、仮面人形の大群が現れた。前のめりの体勢で通路を突き進むウサギ戦士に向かって、何百という数の大群がぞろぞろと押し寄せる。

　ウサギ戦士が真っ赤な眼を吊つり上げた。大口を開けて吼えながら、両腕を振りかぶる。

『うああああっ！　デタラメだ！　一体、何なんだ、コイツは！』

　走る勢いはそのままに、ウサギ戦士が両の拳こぶしを突き出した。力任せの連打に弾はじき飛ばされ、仮面人形の大群が次々と通路から放り出される。

　しかし物量作戦の前に、さすがのウサギ戦士も勢いが衰え──たかと思った、次の瞬間だった。

　ウサギ戦士が身を屈め、反動をつけて跳び上がった。

『出たァッ！　キング・カズマ必殺のサマーソルトキックだァ！』

　身体を一回転させて放った蹴りが、仮面人形を捉とらえた。吹っ飛んだ仮面人形が後続を巻き込み、通路の出口まで埋め尽くしていた敵が綺き麗れいに宙を舞う。

　ウサギ戦士はまた地面を蹴って跳び上がり──。

『──ゴォォォォォルッ！』

　一気にゴール地点に着地すると同時に、ボタンを押す。

　派手に噴き出すスモークと、バックに浮かぶ〝ＮＥＷ　ＲＥＣＯＲＤ！〟の文字。

　どこからともなく、爆発的な歓声が降り注いだ。

『参った、降参だ！　３００万人を超える挑戦者の頂点は、揺るがず！　しかも新記録のオマケつきだ！　キングの名前は伊達じゃないぜッ！』

　ゆっくりと身を起こし、ウサギ戦士が空中に浮かぶスポンサーのロゴを見回す。

『ＯＺ最大の公式コンテンツ、〝ＯＺマーシャルアーツチャンピオンシップ〟は、いつでもキミの挑戦を待ってるぜッ！　以上、防衛チャンピオン、キング・カズマによるエキシビションゲームの映像は、35カ国語に自動翻訳されて動画配信され──』

　いっそう沸き上がる歓声をバックに、ウサギ戦士が顔を上げた。

　──〝誰の挑戦でも、受ける〟。

　キング・カズマの堂々と輝く瞳ひとみに、挑発的な文字が重なった。





　＊　log out …　＊






　──〝誰の挑戦でも、受ける〟。

　男なら一度は言ってみたい言葉、トップ10に入る名言だ。

「世界一、か……」

　新幹線のシートの上で、健二はポツリと呟つぶやいた。画面にはＯＺマーシャルアーツチャンピオンシップ、通称ＯＭＣという人気ゲームの画面が表示されている。

　ＯＺでは自分の分身であるアバターを操作するが、ＯＭＣはＯＺ上の限定されたエリアで実際に自分のアバターを戦わせるという形式のバトルゲームだ。数あるＯＺのサービスの中でも最大の人気を誇っていて、現在ではゲームという枠を超えてスポーツとして認識されつつある。

　そんなＯＭＣでも有名なのが、キング・カズマというアバターだった。これまでに何度も世界中の挑戦者を退けているチャンピオンで、スポンサーも多くついている。

　ちなみに健二もＯＭＣに登録しているが、ランキングは下から数えたほうが断然早い。

「──ボクだって」

　イヤホンを外し、携帯電話を折り畳む。

「あと少しだったんだ……本当に……」

　世界一、イコール、カッコいい。

　誰にも覆されることのない、絶対の法則だ。学校で習うド・モルガンの法則なんかよりも、よっぽど簡単な真理。

　そう、たとえば。

　何の取り柄もない、冴さえない高校生でも──世界一という称号さえ手に入れれば、周囲の見方も変わるはずだ。履歴書にだって書けるかも？

　だからこそ、自分は──。

「僕だって……もうちょっとで日本代表になれたのに……」

　そもそも上がり症で目立つことが嫌いな自分が、なぜ数学オリンピックというものに挑戦したのか。

　それには、深い理由があった。

　おいそれと口には出せない、それこそ地底人に会えそうなくらい深く深く地面を掘ってようやく辿たどり着けるような、超深い理由。

　その理由があってこそ、一大決心をしたのに──届かなかった。

「……」

　健二は、ちらりと熟睡している夏希を見た。

　憧あこがれの先輩が無防備に涎よだれを垂らしかけるというショッキングな光景を、目的地を知らせる車内アナウンスが寸前で防いでくれた。

　上田駅は、長野駅から一つ前の駅にあたる。軽装の夏希と全身荷物だらけの健二が新幹線を降りると、駅のホームから大きなガスタンクが見えた。

「ところで大おばあさんは、おいくつなんですか？」

「今度のお誕生日で90歳になるの」

　改札を出るとすぐに、〝平成22年　上田わっしょい〟の文字が目に飛び込んだ。駅の構内に設置された液晶モニターに、法被姿で踊る人々の映像が流れている。この地域で催される夏祭りらしい。

「大正９年生まれかあ。お元気ですね」

「最近、少し疲れてるみたいだって親しん戚せきの人は言ってたけど……本人はすっかり元気だって。今度、薙刀なぎなたの大会とか書道大会に審査員をやるとか、市長さんに頼まれて上田わっしょいの相談役みたいなこともやらされそうって、こないだＯＺのメールで言ってた」

「えっ？　ＯＺを使えるんですか？」

「わたしより詳しいくらいよ」

　コンピューター音痴の夏希と比べるのもどうか、という点は置いても大したものである。

　夏希が携帯電話を取り出した。健二に手招きをする。

　なんだろう、と深く考えずに夏希のそばに近づく健二。

「なんだか、すごい人みたいですね」

「今の市長さんだけじゃなくて、色んなところに知り合いがいるみたい。戦時中とか戦後に色んな連中の面倒を見てやったものさ、って大おばあちゃんは笑ってたけど」

　やにわに夏希が健二に身を寄せた。ビックリする健二と肩を並べて腕を伸ばし、自分たちに向かって携帯電話のカメラを向ける。電子音とともに、上田わっしょいの映像を背にした記念写真の出来上がり。夏希は眩まばゆい笑顔と、ピースサイン。一方の健二は夏希と肩が触れそうになって、耳を真っ赤にしたビックリ顔だ。やり直しを要求したい。

「なんとなくですけど、大おばあさんと夏希先輩って似てそうですね」

　元気で知り合いが多く、頼りにされているというあたりが似ていると言いたかったのだが、携帯電話を操作する夏希の手がピタリと止まったのを見てギクリとする。

　年寄りと似ていると言ったのが、気に障ったのだろうか？　健二の顔から、一気に血の気が引くが──。

「よく言われる！」

　顔を上げた夏希は、心から嬉うれしそうだった。健二は胸をなで下ろすと同時に、彼女が曾そう祖そ母ぼをどれほど慕っているかを察する。

　上機嫌で、歩き出す夏希。思いがけないラッキーパンチが決まった今なら、さっきの記念写真をボクにも送ってくださいと言えそうだ。あくまでメールアドレス目的などという邪よこしまな考えではないことを強調しなければならない。

「あのっ、夏希先輩！　メールアドレスを……！」

「え？　メールアドレス？」

「ああああ、間違った！　そうじゃなくて、ええと……！」

　駅構内の通路で頭を抱えてうずくまる健二に、思わぬところから助け船が入った。

「夏希ちゃん？」

　同時に声のしたほうを振り向く、健二と夏希。

　パーマをかけた髪を二つにしばった女性が、小走りにやって来る。その女性に少し遅れて、小さな男の子と女の子も駆け寄った。

「夏希ちゃん！」

「典のり子こおばさん！」

　夏希が笑顔を浮かべた。健二の前を通り過ぎ、パーマの女性が夏希と両手を合わせる。

「ひさしぶり！」

　五人に増えた旅の道連れは、上田駅の二階にある上田電鉄別べつ所しよ線に乗り込んだ。二車両しかない車内の天井には、ゆっくりと回転する扇風機が設置されている。

　乗客は少なく、窓際のシートに五人並んで座る。荷物の山、健二、夏希、典子、そして典子の子供二人という並び順だ。

「大おばあちゃんはねえ、陣内家の現役16代当主なのよ」

　そう説明してくれる典子は、夏希の親戚だそうだ。９歳の長女、真ま緒おが母を盾にして見知らぬ健二を凝視し、６歳の弟である真しん悟ごは携帯型のゲーム機に夢中になっている。

「16代っ？」

「お墓が室町時代からあるからねー。明治になって始めた生糸商が成功して、おうちがすっごい大きくなるんだけど、亡くなった大おじいちゃんが、これがまたメチャクチャな浪費家で大変だったらしくてね」

　窓の外には、連なる山々を背にした田園が拡がっていた。視界を遮るビルや、せわしなく動く人間もいない。東京生まれの東京育ちである健二にとって、視界一杯の緑色が左から右へ流れていく光景は新鮮だった。

「大おばあちゃんも苦労したんでしょうけど、そこはホラ、あの大おばあちゃんのことだから……ふうん」

　説明に聞き入る健二を見て、ふいに典子が言葉を切った。

「えっ？　なんですか？」

「あなたが夏希ちゃんの……へえー、なるほどお」

「はい？」

「あっ、典子おばさん！　それは、あの、みんなの前であらためて紹介するから、ね？」

　なぜか慌てる夏希に対し、典子が意味ありげにクスリと笑った。健二は首を捻ひねる。

「まあ何はともあれ、よろしくね」

「はあ。がんばります」

「がんばります？」

「あーっ！　もう着くみたいね！　このへん、全然変わってない！　懐かしいなあ！」

　電車を降りて、次はバスだ。豊里局前停留所からバスに乗り込むと、車内にいた先客を見て、夏希が声を上げた。

「あ、由ゆ美みおばさん！」

「夏希ちゃーん！」

　白を基調とした上じよう電でんバスは、どことなく懐かしい感じがした。シートは堅目で、カーブを曲がって身体が傾くたびに、クッションが軋きしんだ。

「──確かに古い家で、それなりにお金持ちだった時もあったらしいけどさ。今じゃもうスッカラカンなんだから！　山も問屋も工場も、もう何も残ってないの」

　そう言って、由美がけらけらと笑った。眼鏡をかけた丸顔で、笑うとお下げにした髪が左右に揺れる。ご近所にいる恰かつ幅ぷくの良いおばさん、といった感じだ。まだ０歳だという三男の恭きよう平へいを腕に抱いている。眼鏡をかけた７歳の次男、祐ゆう平へいは真悟のそばで、やはり携帯ゲームに夢中になっていた。

「それでも毎年、おばあちゃん宛あての年賀状見ると、ビックリよ。有名な企業の社長さんとか政治家とか、そんなのばっかなんだから！」

　夏希も、似たようなことを言っていた。よほどの大人物らしい。

「だから財産とか目当てにしても、ムダよお？」

「財産？」

「あっ！　見て、健二くん！　蟬よ、蟬！　わーっ、生まれてはじめて見た！」

「いや、蟬くらい学校にもいましたけど」

　なんだか夏希の様子がおかしい。視線を感じてチラリと横をみると、典子と由美が小声で何かを囁ささやきあっていた。健二を見て、にやついている。

　陣内前という停留所で降りた一行の足を、三度目の呼び声が止めた。

「夏希ちゃーん！」

「奈な々なさーん！」

　夏希が、道路の反対側に向かって手を振った。見ると、停車したタクシーのそばに一組の母子がいた。こちらの一行を見つけて降りたようだ。

　かくして陣内家に向かうご親しん戚せき一行に、奈々と２歳の娘、加か奈なが加わった。典子や由美よりも、奈々は若く見える。彼女たち三人のおばは皆、陣内家に嫁いできた身で、義理の姉妹にあたるそうだ。後でちゃんと説明するけど、と夏希には言われた。

　陣内家は街から離れた小山のふもとにある。石垣のある坂道を歩く人数は、あれよあれよという間に総勢10人に増えていた。

「もとは武家の出だそうですね、陣内って。そのせいか、大おばあさまってたまに怖いことおっしゃるからビックリするんですよ」

　ベリーショートの髪形にした奈々の額には、玉の汗が浮かんでいた。小柄な身体に加奈を抱いた様は、慣れた様子で恭平を抱く由美とは違って初々しい。まだ新婚だそうだ。

「あはは、戦国時代の血が騒ぐのかしら。気をつけてね、健二くん」

「あ、そっか。がんばりますって、そのことね？」

「え？　はあ……え？」

「あっ、見て、健二くん！　良い天気！」

「痛いっ」

　夏希によって力ずくで向きを変えられた首が、嫌な音を立てた。

　世間話をしながら歩く一同と、荷物の多い健二との距離が次第に大きくなった。追いつこうとして小走りに坂道を上がろうとした健二の足元が、急に平地に変わる。

　顔を上げて、目を見開く。

「うわあ……」

　整地された土の上に、瓦かわら屋根の荘厳な門が構えていた。観音開きの扉は木造で、青々とした苔こけや細かい装飾を施された金具の錆さびを見ただけで歴史を窺うかがい知ることができる。石垣の壁が左右に連なった様相は、仏閣に近い威圧感を放っていた。

　平然と門をくぐっていく先行組についていき、さらに言葉を失う。

　たった今くぐり抜けた立派な門は、敷地の入り口でしかなかった。門の先にはさらに上り坂が続き、屋敷はその先、小高い山のふもとにある。今さらながら、とんでもなく場違いな場所に来てしまった気がする。

　すっかり萎い縮しゆくしつつ、重い荷物を携えて坂道を上っていく。後ろを振り返ると、上田市の街並みを見下ろすことができた。

　体力を振り絞って坂を登り切ると、想像以上に大きな屋敷が健二を出迎えた。

　瓦屋根の平家造りは、いかにも由緒正しい日本家屋である。母屋らしき一際大きな屋根の奥に、離れの屋根がいくつか見える。広い庭には池があり、立派な桜の樹の向こうに駐車場と二つの蔵もあるようだ。

　太い柱によって支えられた玄関口も、賽さい銭せん箱ばこが置いてあれば思わず手を合わせてしまいそうだ。おばらと子供たちが、着物姿の老女の出迎えに応じて屋敷内に入る。「遠いところ、大変だったわね。スイカ冷えてるわよ」という言葉に、子供たちが歓声を上げてドタバタと板敷きの廊下を走っていく。

　夏希に付き添われ、健二はおぼつかない足取りで玄関に向かった。子供たちの背中を見送った老女が振り向き、健二に気づいた。ふくよかな体つきやピンと伸びた背筋は、とても90歳とは思えない。

　いざ噂の人物を前にすると、何と挨あい拶さつをすればいいのか分からなくなった。とりあえずペコリと頭を下げるが、相手からはただの猫背にしか見えなかったかもしれない。

「あの、このたびは、90歳の誕生日、おめでとうございます」

　つっかえながらも挨拶をすると、「えっ」と夏希が顔を強こわばらせた。どうかしたのだろうかと思いつつ、恐る恐る顔を上げると、老女がひきつった笑みを浮かべていた。

「……お祝いは、私の母に言ってあげてね」

　その言葉の意味を理解するまで、３秒86ほどの時間を要した。
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　外から見た時も圧倒されたが、屋敷内も健二にとってはじめて見るものばかりだった。

　庇ひさしのある縁側を歩いていくと、いきなり大きな和室が現れた。手前、中程、そして奥と三つの和室が連なり、それぞれ襖ふすまを開放しているせいで、ひたすら向こうまで畳が連なっている。テレビで見た時代劇みたいだと考えていたら、奥の壁際に甲かつ冑ちゆうが置いてあるのを見つけてギクリと立ち止まる。そんな彼を見て、夏希も足を止めた。

「スゴイでしょ、この大広間。二百畳あるんだって」

「二百畳！」

　つまり百坪で、約３３０㎡で、物理部の部室の27・５倍で、健二の自宅の３・８３７２（以下省略）倍の広さで──と無意識に計算してしまう。

「大おばあちゃんは、書斎にいるって。挨拶しとかないとね」

　健二と夏希は、日よけの簾すだれがかかった縁側を歩いていく。庭には池があり、息継ぎをする鯉が見えた。鹿しし威おどしの尻しりが石を叩たたき、涼しげな音が響く。

「あのね、今頃になって言うのもアレなんだけど」

「はい？」

　前を歩く夏希が、チラリと健二を振り向いた。

「大おばあちゃんの前では、何を訊きかれても、わたしに話を合わせてくれる？」

「話を合わせる……？　どういうことですか？」

「いいから！　それ以上は何も言わないで！」

　健二は「はあ」と曖あい昧まいに頷うなずく。

　数寄すき屋や造りの屋敷を縁側伝いにグルリと半周し、西側の屋敷へ到着する。縁側には鉢がいくつも置かれており、蔓つるが伸びた朝顔が並んでいる。

　障子が開かれた一室の前に着いたところで、夏希が「ここよ」と言った。いよいよ噂の曾そう祖そ母ぼとの対面を前にして、緊張してしまう。

「大おばあちゃん」

　開いた障子の一歩前で夏希が声をかけると、部屋の中からパチンという音がした。続いて、「お入り」というはっきりした返答がある。

「大おばあちゃん！」

「来たかい」

　十畳ほどの書斎に、着物を着た老女が座っていた。老眼鏡を下にずらし、やや上目遣いにした目を細め、夏希を迎える。白髪や深い皺しわ、細い顎あごや猫背程度に曲がった腰などは高齢を感じさせるものの、目つきや声はしっかりとしていて力強い。座布団に座る姿も、書棚に並ぶ擦り切れた古書と合わせて絵になっている。先ほどのパチンという音の正体は、座布団の前に置かれた碁盤だと分かった。詰碁をしていたようだ。

「逢あいたかった！　身体の調子は、どう？」

「見ての通りだ」

　まっすぐに夏希の目を見て、わずかに口元を弛ゆるませる老女。その落ち着いた物腰を見て、映画に出てくる老女役の名女優のようだと健二は感想を抱く。

「最近、元気ないって聞いたから」

「ふふ、ただの夏バテなのに、みんな大おお袈げ裟さなのさ。心配いらないよ」

「ホント？　よかった！」

　再会を喜ぶ二人を邪魔しないよう、健二は入り口の近くでじっとしていた。

「ん？」

　夏希と談笑していた老女が、こちらを見た。ギクリと肩を震わせる健二。夏希に手招きをされ、夏希のとなりに座る。

「この人は、陣内栄。わたしの大おばあちゃん」

「あ……はじめまして。お誕生日、おめ、おめでとうございます」

「おやおや、ありがとう」

　ペコリと頭を下げる健二を見て微笑み、栄が夏希を見る。

「この人が？」

「小磯健二くん。約束通り、ちゃんと連れてきたからね」

「ええと、夏希先輩とは高校の物理部で──」

「わたしの彼氏」

　夏希が平然と、言い放った。そのあまりに自然な口調に、健二は一瞬、言葉の意味を理解できなかった。

「……へっ？」

　間の抜けた声が、口から漏れた。夏希を見ると、ニコニコと笑っている。

　栄が健二の顔を凝視して、呟つぶやく。

「彼氏」

「えっ？」

「そ。わたしのお婿さんになる人」

「おむっ……！」

　栄が「お婿さん」と確認するように呟き、まじまじと健二を見つめた。

「そうかい、この人が」

「ね？　ちゃんと連れてきたでしょ？」

　どこか呆ぼう然ぜんとした栄と、笑顔満面の夏希。しばしの沈黙が書斎を包んだ。

　二人に見つめられ、事態が吞のみ込めない健二は、頭をかいて俯うつむく。ボクが夏希先輩の彼氏で、お婿さん？　そうだったっけ？　意外とやるなあ、ボク。──いやいや、そんな、まさか。なんか、おかしいぞ。

「夏希先輩？　ええと、これは、どういう……」

「健二さん」

「はいっ！」

　夏希に事情を聞こうと腰を浮かせかけたが、栄の低い声によって姿勢を正す。

「この子は世間知らずでワガママなところもあるけれど、本当に良い子なんだ」

　先ほどまでの穏和な表情から一変し、ジロリと厳しい目つきで栄が健二を睨にらんだ。書斎が緊張感に包まれ、気温が三度は下がった気がする。鹿威しの音や蟬の鳴き声が、やけに大きく聞こえた。

「ちゃんと幸せにしてくれるかい？」

「しっ、幸せに……？」

　夏希を見ると、こっそりとウィンクをされた。小さく片手を持ち上げて、「お願い」というようなジェスチャーをされる。

　お願い？　何をお願いされているんだろう？　いや、でも、この状況からすると──。

「覚悟はあるかい、と訊いているんだ」

　膝ひざの上で握りしめた健二の拳こぶしが、かすかに震えた。胸から首、首から顔、耳と体温が上がっていくのを感じる。その様子を見て、夏希が顔を強こわばらせた。

「け、健二くん？　大丈夫？」

　もしかして、健二の気持ちが夏希に気づかれていたのだろうか？　その上で、このような席を設けて、本気かどうか試されているのかもしれない。

「は……い……」

「本当に？　命に代えても？」

　栄に睨みつけられ、健二は奥歯を嚙かんだ。真っ赤な顔で、叫ぶ。

「はいぃっ！　必ず夏希さんを幸せにしますぅっ！」

　あまりの大声に、一瞬、蟬の鳴き声が止まった。我に返って二人を見ると、どちらもビックリした様子で凍りついている。夏希の頰が、かすかに朱に染まったように見えた。

「そうかい……よかった」

　そう言う栄の顔には、晴れ晴れとした笑みが浮かんでいた。厳しい陣内家当主としてではない、ひ孫の幸せを願う年老いた曾祖母のそれだった。

「健二さん、どうぞひ孫をよろしくお願い致します」

　畳に手をついて深々と頭を下げる栄に対し、健二も慌てて彼女に倣う。

「あっ、こっ、こちらこそ、よろしくお願いします！」

　そんな調子で栄との面会を終えて、すぐ。

　健二は夏希によって、屋敷の裏に連れ出された。

　夏希に真剣な顔で見つめられ、健二の胸が最高潮に高まる。

「ごめんっ！」

　夏希が、勢いよく頭を下げた。

「あらためてアルバイトの内容を説明するね。といっても、もう分かってると思うけど」

　高鳴っていた健二の心臓が、一気に萎しぼんでいくのが分かった。普段は計算式しか思いつかないか、誤作動で空回りしかしない脳ミソが、こういう時だけフル回転してくれる。

「大おばあちゃんや親しん戚せきの前で、わたしの恋人のフリをしてほしいの」

　恋人のフリ。つまりは演技で、芝居で、ウソということ。

「事情があって、どうしても彼氏役が必要なの！　お誕生会が終わるまで！」

　健二はハッと現実に返り、勢いよく首を左右に振る。

「むっ、無理ですっ！」

「さっきみたいな感じでいいから！　健二くん、すごく演技うまいよ！」

「いや、あの、あれは……」

　演技じゃありませんでした、とは口が裂けても言えない。不器用な上に上がり症の自分に演技をしろだなんて、地球が上下逆さまになっても有り得ない。

「とにかく、無理です！　無理、無理、無理！　無理無理無理無理！」

「お願い、お願い、お願い！　お願いお願いお願いお願い！」

「ボク、女の子と付き合ったことないですし！」

「大丈夫、わたしもそうだから！」

「夏希先輩が女の子と付き合ったことないなんて、当たり前じゃないですか！」

「へっ？　そういう意味じゃないけど……とにかく、大おばあちゃんをがっかりさせたくないの！　勢いで言っちゃったんだもん！」

　必死の表情で、夏希が健二の手を握った。不意を突かれ、ぎょっとする健二。

「本人は元気だって言うけど、家の人からは最近、具合が悪いみたいだって聞いてたから……私の彼氏、連れてくまで死んじゃダメよ、って思わず約束しちゃったの」

　夏希の手が、自分の手を握っている。その感触はひんやりとしていて、やっぱり温かくて、細くて、柔らかくて、全神経が指先に集中して何も考えられなくなる。一気に体温が上がり、自分の目にも手首から腕へと真っ赤になっていくのが分かった。

「大おばあちゃん、私に彼氏ができるか、ずっと前から心配してたの。自分のせいだって気にしてるみたいで……」

　心臓が破裂しそうだった。でも、できることならこのまま時間が止まってほしい。夏希の言葉も耳に入らなくなっていた。

「そうですか……」

「だから、安心させてあげたいの！　大好きな大おばあちゃんに、いつまでも元気でいてほしいの！」

「はい、ボクも好きです……」

「ホント？　大おばあちゃん、良い人でしょ？　それじゃあ、わたしの気持ちも分かってくれるわよね？」

「わ、わかります……先輩の気持ち」

「やったあ！　ありがとう！」

　夏希がバンザイをして、飛び跳ねる。健二は「あっ」と離れてしまった夏希の手を名残惜しく見上げてから、ハッと我に返った。

　うっかりと、とんでもないことを引き受けてしまった。

「じゃ、これからは先輩じゃなくて、夏希ちゃんって呼んでね。彼氏っぽく」

「ええっ？」

「あと、設定は守ってね」

「設定？」

　先ほどまでの熱意や興奮はどこへやら。夏希が急に冷静になり、指折り数える。

「東大生で、旧家の出で、それとアメリカ留学から帰ってきたばかりなの」

「はあ、誰がですか？」

「わたしの彼氏の健二くん」

「……えええええっ？　そんなの、ボクと正反対じゃないですかっ！　ボクなんか数学と物理以外の成績は悪いし、ただの会社員の子だし、英語なんか喋しやべれませんよ！」

「ちゃんと憶おぼえた？」

　夏希は笑顔だ。こちらの主張は、聞く耳を持たないらしい。

「やっぱ無理ですっ！　無理無理無理！」

「何でもやるって言ったのに……」

　頰を膨らませる夏希を見て、言葉に詰まる。それを言われると、何も言い返せない。

「ね？　たった四日間だけ。あとはタイミングを見て、別れたことにするから！」

　付き合うのはあくまで演技な上に、振られることまで決まっているらしい。ビックリするくらい、良いことがない。

「お願い！」

　両手を合わせる夏希に対し、健二は一言も発することができず──。

　ボク、この旅行が終わってから、立ち直れるかな……？

　礼を言って去っていく夏希を見送りながら、そんな不安が胸を埋め尽くした。
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　今はすることないから、散歩でもしてきたら？

　夏希はそう言い残し、おばらに混じって夕食の準備を始めてしまった。邪魔だから、もしくはボロを出さないように家を追い出されたとしか思えない。

　蟬の鳴き声に包まれる陣内邸を、夕日が照らす。湿気を含んだ暑気は健在だが、屋敷が高台にあるせいか、吹き込む南風が心地良い。

「ホント広いなあ、ここ。──わっ」

　屋敷周辺を散策して玄関先に戻ると、一匹の柴しば犬いぬが足にまとわりついてきた。首輪をしているが、リードはつけていない。はっ、はっ、と舌を出し、彼の顔を見上げている。

「ええと、これ、どうすれば……？　嚙かまない？」

　対処に困っているところへ、車のエンジン音が聞こえた。一台のバンが門をくぐって、屋敷へ近づいてくるのが見えた。玄関前を横切って駐車場に向かう車体には、〝まちのでんきやさん　陣内電気店〟と書かれている。車が停車し、白衣を着た老男性とジャンパー姿の中年男性が降りた。眼鏡をかけた者どうし、「助かったよ」「いいえ、叔父おじさん」と話している。

「……」

　棒立ちで会釈をする健二を見て、二人の男性が「誰？」という顔をした。蛍光灯の箱を抱えたジャンパー姿の男性が、彼の前を素通りして屋敷内に入る。白衣の男性は健二のそばにやって来たかと思うと、やにわにしゃがみ込んだ。柴犬が男にじゃれつく。

「おー、ハヤテ。お前、老けたかあ？」

　両手を柴犬の顎あごにあて、わしわしと手荒に撫なでる。さらに口に指を突っ込み、何やら歯茎を覗のぞき込んだりと、手慣れた扱いを見せた。

「あの、はじめまして」

「んん？　了りよう平へいの友達かな？」

　了平って、誰だっけ？　と心中で首を傾げつつ、しどろもどろに挨あい拶さつをする。

「ええと、ボクは夏希先輩……じゃなくて、夏希さんの、かっ、かっ、彼っ」

「ああ！　君が！」

　ハヤテという柴犬を撫でながら、老男性が眼鏡を直した。目め尻じりの深い皺しわを見るに、70歳前後だろうか、気の良さそうな笑顔を浮かべる。

「いやあ、あの子が連れてくるなら、てっきり男前を連れてくると思ってたよ」

「すみません……」

　第一印象からして、前途多難である。自分でも夏希とは不釣り合いだと思う。

「でも頭が良いそうだし、頭脳派なのか。そう言われると、そんな感じがするな！」

「は、はあ」

　苦笑いしつつ、健二もしゃがんで恐る恐る柴犬の頭に触れる。「違う違う、このへんが気持ちいいんだ」と男性が健二の手を摑つかんで、ハヤテの首に触らせる。

「な？」

「はい」

　こんなに犬に触れるのもはじめてだが、これだけ年上の人物に手をとって何かを教えてもらったのもはじめてだった。数年前に亡くなった祖父と同じくらいの歳に見えるが、祖父は無口で健二に無関心だった。なんとなく気恥ずかしさを憶える。

　またエンジン音が響いた。振り向くと、今度はトラックが門をくぐるのが見えた。先ほどのバンの倍はありそうな速度で坂道を上り、ブレーキ音を響かせて玄関前に停車する。荷台には〝陣内水産〟と書かれていた。

　運転席から降りたのは、ランニング姿の老男性だ。髪を刈り上げ、口くち髭ひげを生やした顔つきは精せい悍かんで、日に焼けた身体も重量感がある。

「おう！」

「よお」

　荷台に手をかけながら、髭の老人がこちらを見た。白衣の男性も手を挙げて応こたえる。

　健二がペコリと頭を下げた時にはもう、髭の男性は顔をそむけて荷台を開けていた。白衣の男性が「兄貴」と声をかけ、健二を指さす。

「こちら、夏希ちゃんの」

「あん？　ほおー」

　大きな発泡スチロールの箱を持ち上げながら、老男性がジロリと健二を見た。

「おう、ぼうっとしてるだけなら、手伝ってくれや」

「あ……はいっ」

　健二は慌てて駆け寄り、一抱えはある発泡スチロールの箱を受け取った。「おいおい、お客さんに手伝わせちゃあいかんだろ？」「何いってんだ、夏希のいい人なら、身内じゃねえか」などと言い合いながら、さらにもう一箱、追加。

「はうっ、ううぅ……」

「なんだあ？　二つは無理か。鍛え方が足んねえな」

　夕方にさしかかった途端、千客万来だ。重量のある箱の持ち方に苦戦する健二の横に、サイドカー付きのオートバイが停まった。エンジンを切り、運転をしていた人物がヘルメットをとる。四十歳前後の渋い男性である。

「どうも、ご無ぶ沙さ汰たしてます、叔父さん方」

　ゴーグルを外して頭を下げる男性に、「おう」「ひさしぶり」と応える老兄弟。

「こんちは」

　サイドカーに乗っていた女性が、立ち上がった。運転役の男性に「拾ってくれて助かったわ」と言い、中庭の方角へ歩き出す。玄関を通らず、庭から上がるつもりらしい。

　次々と増える親しん戚せきの数に、健二の頭はすでに許容量を超えそうだ。あとで夏希に紹介してもらうまで、この調子なのだろう。

「ようし、ついて来な」

　ランニング姿の老男性に従い、屋敷に入る。ひんやりと冷たい箱を健二は一つ、老男性は二つ抱え、通路を歩いていく。

「あん、そこじゃなくて。もっとガッてさあ。──あっ、兄さん、お父さん通るよ」

　通路の先で、先ほどのジャンパー姿の男性が脚立に乗っていた。化粧の濃い中年女性の指示で蛍光灯を取り替えているところだ。箱を抱えた二人が脚立の横をすり抜ける。すれ違いざまに女性がジロジロと健二を見ていたが、気づかないフリをした。

　前方から、〝試合終了ーっ！〟という声が聞こえた。同時に、わっ、と大勢の歓声が屋敷内に響き渡る。

　そこは、居間だった。広い和室には大きなテーブルと大画面の液晶テレビが置かれており、画面の中でガッツポーズをする高校球児の姿が映っていた。

「やったー！」

「勝った！」

「すげーよ、了平兄ちゃん！」

　と、テレビを囲む女性や子供たちが飛び跳ねる。メガホンを持っているのがバスで会った由美で、真悟、真緒、祐平といった子供たちも勢揃いで、庭から「何？　勝ったの？」と顔を出したのが先ほどバイクのサイドカーに乗っていた女性で──とにかく全員、大喜びである。

　縁側を歩く健二たちに、子供らが追いついた。「オレ、知らせてくる！」「あたしも！」「じーちゃん、それナニー？」「うわっはは」と賑にぎやかになった一行が居間を後にする。

「夏希ぃっ！」

　突然に響いた怒鳴り声に、健二はビックリして振り返った。たった今、通り過ぎた居間に、誰かがやって来たようだ。

「どこだ、夏希！　夏希ぃ！」

「ちょっと静かにして、今いいところなんだから！　──なによ、このアナウンサー！　まさかの準決勝進出って、失礼じゃない!?」

「俺は許さねえぞ！　フィアンセって、どういうことだぁ！」

　どうも穏やかではない。健二は聞こえなかったフリをして、先を急ぐ。

　到着したのは、台所だった。

「了平兄ちゃん、また勝った！」

「じゅんけっしょうしんしゅつだって！」

　忙せわしなく夕食の準備をしていた女性陣が、「すごーい！」と声を揃えた。

「前祝いだ！」

　髭の男性が持ち込んだ箱をテーブルに載せ、蓋ふたを開ける。中にぎっしりと詰め込んであったのは、大量のスミイカだった。

「おー！　イカだ！」

　箱を取り囲み、歓声を上げる一同。まだ生きているイカを指先でつつく子供たちの横で、もう一つの箱を開ける。

「おら、もう一つ！」

「またイカ！」

「そんでもって、これだ！」

　健二が持ち込んだ箱を取り上げ、蓋を開ける。

　覗き込む面々が浮かべていた笑みが、ゆっくりと消えていく。子供たちの一人が、ぽつりと言った。

「……イカばっか」

　三箱分のイカを前にして、髭の老男性が「わはははは！」と豪快に笑った。

　新潟港から直送で運ばれたというイカたちは、新鮮なイカ刺しに姿を変えて夕食の主役を飾った。並べてくっつけたテーブルに、大皿に山盛りになったイカが一皿ずつ並ぶ。

　イカ以外にも、親戚が一堂に会した夕飯はごちそうだった。山菜と茸きのこの煮物や馬刺し、漬け物などが所狭しと並び、種類の違う地酒が何本も置かれている。

「──それじゃ、紹介するね」

　夕飯のテーブルにズラリと並んだ面々が、いっせいに健二を見た。緊張で凍りつく健二の鼻に、居間の隅に置かれた蚊取線香の煙がかかる。

「大おばあちゃんは、もう紹介したよね」

　上座に座った栄が微笑み、小さく顎あごを引いた。下座に座る健二と夏希とは、距離を置いて向かい合う形だ。

　そして長方形の食卓の両側に並ぶ人々の紹介が始まる。

「本家の万ま理り子こおばあちゃんに、おばあちゃんちの理り香かさんと理り一いちさん」

　健二が出会い頭に曾そう祖そ母ぼと間違えてしまった万理子は、栄の長女だったらしい。オートバイで見た理香は市役所勤め、運転していた理一は自衛隊員だと後で聞いた。もう四十代の姉弟だが、二人とも独身だそうだ。

「こっちが万まん助すけおじいちゃんに、おじいちゃんところの太た助すけさんと直なお美みさんと──」

　栄の次男でランニング姿の漁師、万助がニヤリと笑んだ。電器屋を営む太助と、歳のわりに派手な化粧をした直美が一礼する。直美さんはバツイチなの、と後で夏希が小声で教えてくれた。

「聖きよ美みさん。となりにいるのは太助さんちの翔しよう太た兄ぃ」

　座椅子に座った女性が身重なのは一目で分かった。膨らんだ腹を撫なでながら会釈をする聖美のとなりで、翔太という青年が仏頂面で頰ほお杖づえをついている。彼は現職の警察官だそうだ。殺気立った目で睨にらまれ、健二は目をそらす。

　万助が聖美に言う。

「おう、聖美。あいつはどうした？」

「それが、あの子。ＯＺでまたデモンストレーション？　とか何とかがあるって」

「ふん、仕事ならしかたねえ。続けてくんな、夏希」

　日焼けした顔を向けられ、夏希が頷うなずいた。

「こちらは万まん作さくおじいちゃん。おじいちゃんちは男三人兄弟で、頼より彦ひこさんのお嫁さんの典子さんと、邦くに彦ひこさんのお嫁さんの奈々さんと」

　栄の三男である万作は、往診帰りの白衣で想像はついたが、内科医をしているそうだ。今はポロシャツ姿に着替えた万作のとなりで、パーマ髪の典子と、娘の加奈を膝ひざに乗せたベリーショートの奈々が一礼する。万作の三人の息子たちは仕事でこの場にいないため、嫁三人がここにいる形だ。

「克かつ彦ひこさんのお嫁さんの由美さん」

　野球中継をメガホンを持って応援していた姿が印象的な由美の膝には、赤ん坊の恭平がいた。眼鏡をかけたゲーム好きの祐平と、遠い地で試合を控えている了平も、由美の子である。典子の子供である真悟と真緒は、祐平の横でジュースの取り合いをしていた。

「加奈ちゃん、祐平、恭平、真悟、真緒」

　最後に子供たちを次々と指さして、居合わせる親戚の紹介を終える。夏希の両親は仕事でまだ来られず、祖父──つまり栄の長男にあたる人物は、すでに他界しているそうだ。

「憶おぼえた？」

「はあ、どうかな……」

　健二は頰をひきつらせた。この場にいるだけで20人近くいる上に、まだまだ増えるという。名前だけはなんとか頭に入れたものの、全員を憶えるには時間がかかりそうだ。

「そっか。数が多いもんね」

　気にした様子もなく笑い、夏希が親族を振り返った。

「この人は、小磯健二くんです」

　食卓を囲む人々が、「よろしく」「よろしくね」「おう」「どうも」とバラバラに挨あい拶さつし、バラバラに頭を下げる。慌てて健二も頭を下げた。

「よ……よろしく、お、お願いします」

　健二の緊張をよそに、待ちきれないとばかりに夕食が始まった。互いにビールや酒を注ぎ合い、料理に手を出す。たちまち賑にぎやかな話し声が居間を飛び交い、醬しよう油ゆ差しが手から手へとリレーされていく。

「……」

　健二はそわそわと落ち着かない気持ちで、自分の番になった醬油を受け取った。しかしすぐに夏希にひったくられ、「はい」と自分の分を注いでもらう。礼を言って、さっそくイカ刺しに手を出す。

　美味うまい。

　口に入れたイカは歯ごたえがあり、ほんのりと甘かった。驚いた顔をする健二に、万助が「どうだ、うめえだろ」と言う。「はい」と頷く。

　こんなに大勢で食事をとるのは、いつ以来だろうか──。

　大勢の話し声が混じり合う食卓は、心地良かった。共働きで親しん戚せきとの交流もほとんどなく、自宅で一人で夕食をとることが多い健二は、ひそかにこんな空間に憧あこがれていたのだ。

　嚙かみしめたイカが甘くて、美味おいしくて、思わず顔が綻ほころんでしまう。

「美味しい、です」

　彼の笑顔を見て、万助が嬉うれしそうに目を輝かせた。「おう、もっと食え！　食って力ぁつけろ！」と大皿を健二に近づける。

「いやー、それにしても、大おばあちゃんがよく認めたわよねえ」

　まじまじと健二を見つめ、市役所勤めの独身、理香が言った。

「私なんて、いまだに苦労してるのに」

「私も私も。連れてくる男、連れてくる男、みーんな追い返されたわよ」

　化粧の濃いバツイチ、直美が同調する。理香が万理子に「アンタは自分で選えり好みしすぎ。歳考えなさい」と肩を叩たたかれ、直美には兄の太助が「お前が連れてくるのはチャラいのばっかりじゃないか」と口を挟む。食卓を包む笑い声に加わってよいのか悩み、健二は太助に長野ワインを注ぐことで誤魔化す。

「だって帰国子女で東大生なんでしょお？」

　長野ワインの注ぎ口が、ギクリと跳ねた。「おっとお」と太助が笑う。

「出来すぎじゃなーい？　そりゃ文句もないわよねえ」

「ホント、ウソみたいな優良物件」

「お前らも見習え、独身コンビども」

　盛り上がる理香と直美に、万助が言い放った。また笑い声が上がる。

「若く見えるね。高校生と間違われないか？」

　地酒を注いだおちょこを手に、理一が言った。オートバイの上でヘルメットを脱いだ時にも思ったが、風格のある男性だ。自衛隊員は皆、こうなのだろうか？

「あ、その……よく間違われます」

「ところで婿殿。二世のほうは、まだ予定なし？」

　理一から目をそらす健二に、万作が詰め寄った。酒に弱いのか、顔がすでに真っ赤だ。白衣も似合っていたが、日本酒の入ったグラスも良く似合っている。

「はい？」

「だから、二、世、よ」

　理香と直美にからまれている夏希に聞かれないよう、万作が小声で言った。子供たちに料理を食べさせていた典子が振り向き、呆あきれた顔をする。

「いきなり何言ってんだか、このエロ親父。まだそんな歳じゃないでしょうが」

「え？　でも、挨拶に来たってことは、そういうことじゃないの？　ボク、夏希ちゃんとやっちゃいましたってことじゃないの？　責任とるって意味で」

　健二は万作の言っている意味を、ようやく理解する。そしてその状況を想像してしまい、あっという間に耳が熱くなるのを感じた。

「バカ言ってんじゃねえ、じいちゃん！　何が身内だ、俺は認めねえぞっ！」

　一同の視線が、翔太に集まった。太助が身を乗り出す。

「じいちゃんに向かってバカとはなんだ！」

「うるせぇ！　てめぇは黙ってろ！」

「親に向かって、てめぇだと！」

「俺はなあ、夏希がこーんなちっちゃい頃から知ってんだ！」

　声を荒らげ、人差し指と親指で何かをつまむような仕草をする翔太。夏希はかつて３ミリほどの大きさだったことがあるらしい。

「それなのに、この又いとこの俺に何の断りもなくなあ！」

「又いとこ。遠いなー」

　膨らんだ腹を揺すり、聖美が笑った。つられて笑い声が上がる。

「ぐむう……とにかく！　だからだなあ！」

「何だっていいの。母さんが認めるなら」

　なおも食い下がろうとした翔太を、万理子の穏やかな声が制止した。

「うちはそうやって回ってるの」

　言い返す者は、誰一人いない。翔太以外の全員が笑みを浮かべ、頷うなずき、納得している顔だ。翔太が上座の栄を振り返る。

「ぐっ……！　ばあちゃんが認めたって、ホントなのかよ！」

「もちろんだよ」

　栄が、頷いた。翔太の剣幕を涼しい顔で受け流し、黒豆を口に運ぶ。

「健二さんは、うちの立派な婿さんだ。私の目に狂いはないよ」

　健二の目を見て、微笑む。

　チクリ、と。

　健二の胸に、小さな痛みが生まれた。

「陣内家の人間に、半端な男はいらない」

　何の取り柄もないのに、誰もが尊敬するような人に認められたことが嬉しい。生まれてはじめてといっていい、大勢の親戚どうしで囲む食卓が楽しい。

　だが健二は、自分を受け入れてくれようとした、そんな人たちを騙だましている……。

「じゃなきゃ、家族や郷土を守れるものかい」

　伝統ある陣内家の16代目当主、陣内栄の言葉が、居間に浸透する。

「そうともよ！　陣内家の男は強くなきゃいけねえ！」

　万助がバンと音を立てて、グラスの底をテーブルに叩きつけた。すっかり酒が回って、日に焼けた顔が赤黒くなっている。となりの直美が「始まった」と苦笑いする。

「もともと我ら陣内家は、最強武たけ田だ軍の一翼を担っていたのよ！　ところが武田氏滅亡で、家臣団がバラバラに離散しちまった！　築いたキャリアがいっぺんに消えてなくなっちまったわけだ！」

　万助が健二に向き直り、拳こぶしを振り上げた。

「で、ここ上田に来てからは、小国ながら郷土を守って、数々の戦を戦い抜いてきた！」

　健二は屋敷に到着した時に見た、床の間の甲かつ冑ちゆうを思い出した。やけに古びた年代物だとは思ったが、ひょっとすると戦国時代から受け継がれた本物なのかもしれないと思う。

「時はァ、天てん正しよう13年８月２日！　徳川の精鋭７０００を相手に、ご先祖様はわずか２０００の兵で立ち向かった！」

「いよっ！　第一次上田合戦！」

　万作の合いの手が入り、ますます万助の調子が上がった。立ち上がり、殺陣たてのように大立ち回りを演じる。

「二の丸まで攻め進む徳川軍！　だがご先祖様はァ怯ひるまなかった！　地の利を活かしてこれを撃退し、逆に神川まで追いやるとォ──」

　大人たちが笑って手を叩き、子供たちは万助の真似をしてはしゃぐ。勢い余って倒した酒を、周りの人間が「あーあ」と拭ふいてやる。

　そんな食卓の一端に加わり、健二はぎこちなく笑いながらも、

「あ、あはは……」

　この一時が純粋に楽しい自分に気づいた。
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　夕食の後、一段落すると、屋敷の東に位置する和室を寝室としてあてがわれた。

『くっそお、なんで俺はジャンケンに負けたんだ。羨うらやましすぎるぞ、夏希先輩の彼氏役なんて！』

　寝室の前の縁側に立ち、健二は携帯電話に向かって毒づく。

「羨ましくなんかないよ。なんていうかもう、色々と無理がありすぎて……」

『ウソつけ。そんなこと言って、ホントは楽しんでるんだろ？』

　電話の相手は、友人の佐久間だ。アルバイトの本当の内容を語ると、東京にいる友人は心の底から悔しそうにしていた。

「知らない人に囲まれるのは、苦手なんだ。緊張するから」

　居間に戻ろうと、縁側を歩き出す。

『ゼータク言ってんな！　あの夏希先輩と一つ屋根の下だろ？　あ！　彼氏役ってことはまさかいっしょの部屋に寝たりするんじゃないだろうな』

「そ、そ、そんなわけ、ないだろ！　ちゃんと別々の部屋だよ！」

『あっそ。まあそれでも、学校の誰かにバレたら殺されるだろうけどな。柔道部と空手部にもけっこういるし、夏希先輩のファン』

「……なんで、ボクなんだろ。夏希先輩なら、男友達なんていくらでもいるのに」

『ボクじゃなくてボクら、な。俺も候補だったんだし』

　健二も所しよ詮せん、夏希に憧あこがれる大勢の中の一人にすぎない。百も承知だ。

　だが健二にとっては、夏希は特別な存在なのだ。

　去年の夏休みに、特別になった。

　──あれ、先輩は？

　はじめて出会った時も、夏希は勢いよく物理部のドアを開いて現れた。夏休みで誰もいない部室でパソコンをいじっていた彼は、心臓が口から飛び出すかと思った。

　驚きつつも事情を聞くと、夏希が当時の部長の名前を口にした。予備校の夏期講習で不在だと教えると、夏希がこの世の終わりのように頭を抱えたのを憶おぼえている。

　──うそーっ！　ＯＺでチケットの予約するやり方、教えてくれる約束だったのに！　今日中に予約しないと完売しちゃう！

　しばらく悶もん絶ぜつしていた夏希だが、戸惑う健二を見て冷静になった。にっこりと微笑み、可愛らしく首を傾げる。

　──ところでキミは、何をしてるのかな？

　ＯＺですけど……と答えたのが運の尽き、もとい幸運の始まりだった。その日から、たまに現れる夏希にＯＺの使い方を教える役になった。コンピューター音痴の夏希だが、健二の教え方を気に入ってくれたようだ。

　実を言うと当時、健二の両親が不仲で家にいるのが苦痛だったのだ。唯一の避難場所だった物理部の部室が、その日から救いの場所に変わった。精神的に参っていた健二だが、夏希の前向きな性格と明るい笑顔に、何度も助けられた。

　夏希が男子生徒に一番人気の有名人だということを知ったのは、夏休みが終わってからだ。その後も二人の師弟関係は続いたが、あくまで健二は夏希の知人の一人でしかないことは分かっていた。並み居るライバルたちは頭が良く、顔が良く、運動ができる男子ばかりで、健二が彼らを出し抜いて夏希の特別な人間になれる可能性はゼロに近い。人並みに悩んでささやかな努力をしたこともあったが、結果は現状が物語っている。

『まあ、無難だからじゃね？　俺ら、草食動物だし。間違ってもカンチガイして襲ったりできないだろ』

「……何も言い返せない」

『つっても、あれだけ人気モノの夏希先輩に彼氏がいないのもナゾだよな。せっかくだから、そのあたりを調査してみたら？』

「調査って……」

『ははは、帰ってきたらちゃんと報告しろよな。まあ、頑張れよ』

　言いたいことを言って、佐久間は電話を切ってしまった。完全に他人ひと事ごと、いや、嫉しつ妬とを含む嫌がらせである。

「あれ……？　ここ、どこだ」

　上の空で歩いていたせいで、いつの間にか見憶えのない廊下に突っ立っていた。

　恥をしのんで携帯電話で夏希に助けを求めようかと考え、諦あきらめる。彼女は今頃、子供たちを風ふ呂ろにいれているはずだ。

「あ」

　ようやく明かりが漏れる部屋を発見し、近づく。居間までの行き方を教えてもらおうと、開けっ放しになった入り口から室内を覗のぞき込む。

「……」

　そこは狭い納戸だった。年季の入った簞たん笥すや衣え紋もん掛かけなどが置かれた部屋の真ん中で、ノートパソコンを操作している小柄な背中があった。線の細い身体は日に焼け、ランニングとハーフパンツというラフな格好をしている。ヘッドフォンをかけて熱心にパソコンをいじっているため、健二には気づいていない。

　かと思いきや、ピクリと頭が持ち上がった。こちらを振り向いて、ヘッドフォンを片耳だけ外す。

「……何か用？」

　十代前半くらいの男の子だ。長い前髪の隙間から、無愛想な顔で健二を睨にらむ。

「えっと……道？　廊下？　に迷っちゃって」

「トイレなら、戻って右」

　そっけなく言い、またパソコンに向き直る少年。細い肩越しに見えたパソコン画面に、ＯＺマーシャルアーツチャンピオンシップの操作パネルが見えた。

「あ、うん……ありがとう」

　迷惑そうだったので、礼を言って立ち去ろうとする。だが遠くから聞こえた万助たちの笑い声を聞いて、振り返る。

「君は、みんなの所へ行かないの……？」

　返答はなかった。

　健二は少年のことが気になったが、その場を後にした。夕食にも顔を出さず一人でゲームをしているとは、何か事情があるのかもしれない。

　トイレで待っていれば、誰かやってくるだろう。そう思って角を曲がると、長い廊下の先に明かりが見えた。たしか、あそこは台所だったはずだ。

　ホッと胸をなで下ろした直後、ドタドタと慌ただしい足音が響いた。台所とは逆の廊下から現れた裸の子供たちが、健二の前を走り抜ける。

「わわっ？」

「あっ、コラ！　まだ拭ふいてないでしょ！」

　廊下に響いた声に、健二は顔を上げる。

　すると──。

「……」

　夏希と目が合った。

　ただの夏希ではない。バスタオルを持ち、一糸纏まとわぬ姿の夏希である。

　両者の顔が、見る見るうちに真っ赤に染まっていく。

「きゃあっ！」

「すっ、すみませっ……！」

　悲鳴を上げて浴室に戻る夏希と、両手で顔を覆う健二。よほど慌てたのか、「わあっ、痛っ！」という声と何かが倒れる音が浴室から響く。

「だ、大丈夫ですか!?」

　と訊たずねてみたものの、現場に駆け寄って良いのか迷う。

「大丈夫。ええと、お風呂空いたから。入っちゃって」

　夏希がひょこっと廊下に顔だけを出し、ひきつった笑みを浮かべた。バスタオルを抱き、濡ぬれた髪から滴った水滴が、床を濡らす。

「はい……」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす健二。夏希が顔をひっこめる。

「……どうしよう。お嫁に行く前なのに、ハダカ見られちゃうなんて……」

「えっ？」

　浴室から、夏希らしからぬ──というか、時代錯誤な呟つぶやきが聞こえた。

　いや、聞き間違いだろう。学校でも飛び抜けてあか抜けている篠原夏希にかぎって、そんな……と自分で納得し、廊下を戻る。

「……」

　だが鮮烈な光景は目に焼きついて、離れなかった。携帯電話を取り出し、登録した番号にかける。

『はいよ、どうした？　何か言い忘れたか？』

「ボク……この夏を一生、忘れないよ……」

『はあ？　いきなり何言ってんだ？　キモッ！　あれ？　泣いてるのか、お前──』

　佐久間との電話を切り、台所の前を通り抜けて居間に戻る。

　すると宴会を続けていたはずの親しん戚せきたちが全員、黙り込んでいた。

　嫌な空気だ。ぴりりと肌を突き刺すような沈黙。健二はその空気を、両親が不仲だった頃に何度も経験した。

「ハヤテ……ひさしぶりだなあ。すっかりお前も爺じいさんだな？」

　聞き覚えのない声が、縁側から響いた。居間にいる親戚たちが見つめる中、長身の男性が柴しば犬いぬの顎あごを撫なでていた。万助が低い声で言う。

「何しに来た？」

「何しに来たって、自分ちに帰ってきただけじゃねえかよ」

「どこがアンタんちだって？」

「シシシッ、あいかわらずキツイな、万理子さん。10年前と変わんねえ」

「変わらんのはお前だ！　いきなり帰ってきたと思ったら、なんだ、その態度は！」

　穏和な万作が眉を吊つり上げ、人差し指を突きつける。

　居間に背を向けてハヤテを撫でていた男が、ゆっくりと立ち上がった。振り返り、おや、という顔をする。

「んん？　なんで勢揃いしてんだ？　──おっ、太助さん、また太った？」

　半はん袖そでのシャツにスラックスというラフな格好に、天然パーマ気味の髪。尖とがった顎に彫りの深い顔。歳の頃は三十代後半くらいに見える。

「シシシッ」

　若い頃はさぞ優男だっただろうし、今でも渋い男前だ。それなのに肩を揺らして笑うと、唇の片方を持ち上げた口元に、かすかな卑屈さが見え隠れするのがもったいない。

　男よりも明らかに年上の太助が、敬語で答える。

「日曜日、お誕生会なんです」

「へえ、誰の？」

　男が、きょろきょろと居間にいる一同を見回す。

「侘わび助すけ」

　食卓の上座に座った栄が、男に向かって声をかけた。

　侘助。それが男の名前らしい。夏希から聞いた親戚の中にはない名である。

「よぉ、ババア。まだ生きてやがったか」

　ニヤリとする侘助を、栄が睨む。

「お互い様だよ。音おと沙さ汰たないものだから、どこぞで野垂れ死んだかと思っていたよ」

「シシシ、ババアもちっとも変わんねえ。こりゃ百までくたばらなそうだ」

「アンタの礼儀知らずだけは、死んでも直りそうにないね」

　張り詰めた緊張感が漂う。

　だが不意に、ふっ、と栄が表情を弛ゆるませた。懐かしそうに目を細める。

「腹は、減ってないかい？　ごはん、食べていきな」

「飯なんざ、いらねえよ」

　息を吐き、侘助が縁側から居間に上がり込んだ。険しい表情をした親戚の中をすり抜け、テーブルの前にあぐらをかく。ビールを乱暴に摑つかみ、空いているグラスに注ぐ。

「やっぱり日本は、ろくでもねえな。ジメジメして蒸し暑いし、道は狭えし、アリンコみたいに人は多いしよ」

　言い、一気にグラスを飲み干す。

「ぶはっ！　ビールだけはうめえ」

　しんと静まり返る一同。

　侘助という男は一体、何者なのか。居間を包む重苦しい空気に押し潰つぶされそうだ。

「おじさん……？」

　後ろから、声がした。振り向くと、風呂上がりの夏希が、弾はじかれたように健二の前を駆け抜ける。

「侘助おじさんっ！」

　駆け寄る少女を見て、侘助が眉をひそめた。だがすぐに目を見開く。

「……夏希か？　でかくなったな、おい──うわっ」

「帰ってきたのね！　嬉うれしい！」

　夏希が飛びつくようにして侘助に抱きついた。勢い余って押し倒されながら、侘助が苦笑いを浮かべる。

　たちまち「こら、夏希！」「夏希、離れな！」「えー、なんで？」と大騒ぎになる居間で、健二は呆然とその場に立ち尽くすことしかできなかった。
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「あの、これで最後です」

「ありがと。ごめんね、お客さんに手伝わせちゃって」

　台所には万理子や夏希のおば一同、女性陣が勢揃いしていた。皿を典子に渡し、健二がその場を離れると、それを待っていたかのように奈々の声が聞こえた。

「あのう、侘助さんって……？」

　健二は、足を止めた。盗み聞きは悪いと思いつつ、好奇心に負けて台所の入り口付近で息を潜める。あくまで彼氏役としてボロを出さないために陣内家の事情を把握する必要があるだけで、決して夏希の侘助に対する態度が気になって仕方ないわけではない。

「そっか。奈々ちゃんは、会ったことないんだっけ」

　と、これは典子の声。由美の声が続く。

「いろいろ複雑なのよ、これが。ねえ、万理子おばさん」

「複雑なもんですか。あれは本家の養子よ、一応」

「簡単に言えば、大おじいちゃんの妾めかけの子？」

　直美の単刀直入な説明に、奈々が「ええっ？」と驚いた。思わず健二も声を出してしまいそうになり、口を押さえる。

「昔は、よくある話だったのよ」

「あいつはね、勝手に大おばあちゃんのなけなしの山を売って、そのお金を持ち逃げしたのよ。そんでもってさっさとアメリカに逃げちゃったの」

　理香が憤慨した口調で言い、バンッとテーブルを叩たたく音が聞こえた。「大おばあちゃんに養子にして育ててもらっといて、ホント、恩知らず！」

　どうも部外者が聞いていて良い話ではなさそうだ。健二は足音を殺し、こっそりと台所から離れる。

　噂の浪費家、大おじいさんは、栄の夫だ。つまり侘助は、万理子、万助、万作の異母弟ということになる。ずいぶん歳の離れた義兄弟だが、それだけ曾そう祖そ父ふの妾が若い女性だったのだろう。夏希から見た侘助の続柄は、祖父の弟だから、大叔父おじか。

「……」

　居間に戻ると、その大叔父と夏希が縁側で花札に興じていた。他の親戚たちは寝室の準備を始めたり、別室で飲み直しているはずである。

　健二はおずおずと二人のそばに腰を下ろした。札のケースの底に、ルールを書いた紙を見つけて取り出す。

「ホントにぃ？　まだ結婚してないの？」

「隠してどうすんだ、そんなもん」

「じゃあ、彼女は？　彼女はいないの？」

「くだらねえこと訊きくなよ」

　座布団の上に並べた札を挟み、楽しげに語り合う夏希と侘助。……とても二十歳くらい離れた者どうしの会話とは思えない。ルール表から顔を上げてチラリと一いち瞥べつする健二の存在など、夏希の目には入っていないようだった。

「今度、アメリカに遊びに行こ！　ディズニーリゾート連れてってよ。最初はカリフォルニアで、次はフロリダ。おじさん、泊めてね？」

「どっちも俺んとこからは遠いよ」

「そうなの？　ねえ、連絡先、教えてよ！」

「勝ったらな」

「えー？」

「そのほうが、おもしろいだろ」

　ニヤリとする侘助に対し、夏希が「よーし」と身を乗り出した。「んー」と念じるようにして、山札にかけた指に力を込めている。

　ちらり、と侘助が健二を見た。とっさに目を逸そらしてしまった健二を見て、侘助が口元を弛ませる。

「三光！　やったね！」

「ガキん頃から、お前は運が良かったよな。ちっちぇえガキのくせに、大人どもに勝ち越してんだもんな」

「えへへ、大おばあちゃん仕込みだもんね」

「シシシ、強えわけだ。上がっとくか？」

「んー、まだまだ！　こいこいよ！」

「あ、そ」

　こいこい？　健二は手元のルールを確認する。

　花札とは48枚の絵札を用い、決められた札のグループを作ることで出来役の点数を競うゲームだ。親と子を決め、互いに８枚、場に８枚を配ることでゲーム開始。先に出来役を揃えたほうが勝利し、役に応じた点数を得ることができる。

〝こいこい〟というのは、出来役が揃った上で、さらに大きな役が期待できる場合は「こいこい」と宣言することで、さらにゲームを続行するというものだ。そうすることで点数を加算することができるが、相手が先に役を揃えてしまった場合は得点が倍返しになってしまう。なるほど、ハイリスクハイリターンなルールというわけだ。

　二人の勝負は続く。「じゃ、俺。よっ！」「あ、もう」「お前、四光狙ってるだろ」「どうかなー？　あ、ザンネン」と楽しげだ。

「カス三文」

　侘助の役が出来たらしい。夏希が「あっ」と声を上げる。

「こいこいは？」

「しません。勝ち逃げは俺の信条」

「ええー？　なに、それ！」

「ガキは歯ァ磨いて寝ろ」

　侘助が立ち上がり、健二の肩を「タッチ」と軽く叩く。

「あっ、ボク、まだルールが……」

「ねえ、いつまでいるの？」

　健二が顔を上げるも、夏希は札を置いて侘助についていってしまう。「さあ」「ずっといなよ」「そうだなあ……」と仲よさそうに縁側を歩いていく二人。

　一人とり残された健二は、その後ろ姿を呆ぼう然ぜんと眺めていたが──ため息をついて、座布団の上の花札を片づけ始めた。





[image: ]






　田舎の夜は消灯が早い。

　夜が深まり、屋敷が、しんと静まりかえっていた。鈴虫の鳴く声と、たまにどこからか風鈴の音が聞こえる。

　健二はパジャマに着替え、布団に横になっていた。生まれてはじめて体験する蚊か帳やの周りを、小さな蛾が飛んでいく。

「……」

　寝返りを打つ。冷房や扇風機がないとはいえ、寝苦しいわけではない。それなのに床についてから、もう何時間も経った気がした。

　目を閉じると、侘助に飛びつく夏希の嬉うれしそうな顔が浮かんでしまう。

「……何で浮かれてたんだろ、ボク」

　彼氏役という無理難題に最初こそ戸惑ったものの、親しん戚せき一同に優しくされ、夏希の知らない一面を見て、いつしか錯覚をしていたのだ。自分は夏希に頼られており、楽しい食卓を囲む一員になれたような──そんな幻を見ていた。

　だが冷静になると結局、健二は夏希にとって都合が良いだけの後輩で、良くしてくれる親族を騙だましている。栄のお誕生会が終われば、元通り。高校の人気者である夏希を遠くから見るだけの冴さえない男で、あんな大勢の家族で食卓を囲むことも二度となくなる。

　だが、それでも。せめて全て終わるまでは、錯覚していたかった。

　我に返ってしまったのは、侘助が現れたからだ。男友達が多い夏希だが、男子の誰かとあれほど親しげにしているところは見たことがない。

「夏希先輩が彼氏作らない理由って……あの人がいるからなのかな」

　二十歳くらいは歳が離れてるじゃないか。あと大叔父さんって、結婚していいんだっけ？

　そんな卑屈な考えばかり浮かぶ自分が情けない。そもそも本当の彼氏でもないのに、そんなことを気にするなんて見当外れも良いところだ。夏希に知られたら「キモチ悪い」と一刀両断されるだろう。それでなくても数学オタクと思われていそうなのに。

「ちくしょう……ボクだって、もう少しで……」

　身体を丸めて、呟つぶやいた時だった。枕元に置いた携帯電話が、メールの着信を知らせた。また佐久間からの冷やかしメールだろうか？

　手を伸ばして携帯電話を摑つかみ、二つ折りになった機体を開く。液晶画面の中で、健二のアバターがメールを開いた。

「……？　なんだ、これ」

　タイトルは、〝Ｓｏｌｖｅ　Ｍｅ〟。──日本語に訳すと、〝私を解いて〟。

　内容は数字の羅列だった。顔文字もなければ、改行もない。ただひたすらに膨大な量の整数が並んでいる。文字化けかとも思ったが、どうも違うようだ。

　送り主は、知らないアドレスだった。普通なら、一目で迷惑メールと判断して削除しているところだ。

　だが、健二は──。

「……」

　画面を見つめる目を、ゆっくりと見開く。全身が鳥肌立つのが分かった。

　蚊帳を出て、鞄かばんからノートとボールペンを取り出す。月明かりが照らす縁側に飛び出し、携帯電話を床板の上に置く。

「乱数……いや、疑似乱数だ」

　ぽつりと呟く。ノートを開き、メールの数字を書き写していく。クセのある数字で埋まるとページを破り、また新しいページに書き写す。

　乱数とは、特定のアルゴリズム──計算方法や条件によって算出された、いわゆるでたらめな数列のことを指す。これを解くのは困難で、暗号に使われることも多い。

　ようやく書き写し終え、携帯電話を放り出す。ノートと向かい合い、気になる部分にアンダーラインを引いて、新しいノートに規則性を書き出す。

　健二は取り憑つかれたように、一心にボールペンを躍らせる。

「──」

　数学の本質は、その自由さにある。

　かつての数学者は、そう語った。まさに同感。

　数字の海で泳ぐ健二は、自由だ。

　憂ゆう鬱うつな家庭事情や、負け戦のような恋愛も、関係ない。あらゆる束縛から解き放たれた別世界を、この目に映すことができる。

「……！」

　電撃のような閃ひらめきに打たれ、ボールペンの速度を速める。そしてまた手を止め、ぼんやりと顔を上げて、頭の中で乱数を組み直していく。

　ほら、空に浮かぶ綺き麗れいな月も──。

　どれほどの時間、そうしていたのか。見開いた健二の瞳ひとみの中で、月がゆっくりと左から右へ流れていく。

　その美しさが、一定の周期で公転することで生まれていることを、誰が感じることができるだろう──。

「……」

　何の前触れもなく、健二はまたノートを見た。彫像のように動かなかったそれまでから一変し、紙を突き破る勢いで計算式を書き連ねていく。

　鹿しし威おどしの音が、空気を震わせた。パシャッという音は、池で鯉が跳ねたのだろう。感覚が研ぎ澄まされた健二の耳が、自然の生み出す音を吸収する。

「……」

　──あの時、健二は順調に好成績を収めていたのだ。

　ある深い、とても深すぎる理由によって参加を決意した、数学オリンピック。

　人生最大の覚悟をもって臨んだだけあって、健二は着実に予選を突破していった。このまま突き進めば、日本代表になれるという確信すらあった。

　だが次の問題を解けば代表、という最大の局面で──迷いが生まれた。

　日本代表になり、さらに世界一となる。

　本当に、それで目的を達したといえるのだろうか？

　世界一になることが、最終目的ではなかった。世界一という最強の武器を手に、あることに挑むことが本来の目的だからだ。

　だが本当に、世界一になったからといって、それが成功するのだろうか？　もしかしたらそこにあるのは輝ける栄光ではなく、果てしない絶望なのでは？　今、自分がやっていることはただの口実作りで、何の意味もないのではなかろうか？

　そう考えると、思考が停まり──敗れた。

　かくして健二は世界一の称号を逃し、去年と同じ夏休みを送ることになったのだ。

　健二は、健二のまま。

　それまでと何一つ変わらない、冴さえない高校生に逆戻りしてしまった。

「……」

　上田の新鮮な空気が、彼の脳を活性化させてくれたのかもしれない。驚くべき速度で計算が進み、自分とは思えない閃きが次々と浮かんだ。

　時間がゆっくりと流れていく。

　だがそれは錯覚で、実は時間軸はフル回転しているようだ。

　視界の端で、早送り映像のように朝顔が花を開いていく。

　今、自分は最高に美しい世界を見ている──。

「はあ──」

　まるで世界そのものを手に入れたかのような達成感が、胸を満たしていく。

　健二は息を吐き、ペンを置く。時間の流れが元に戻り、意識が現実に戻る。

「解けた……」

　破ったノートに囲まれた健二の前に残されたのは、一枚の紙切れ。計算式の下に、短い英文が殴り書きしてある。[image: ]The magic words are[image: ]という文章で始まり、アルファベットの列が並んでいる。

　すでに空は白み、遠くに見える山々の輪郭がはっきりと浮かんでいた。

「一体、誰がこんな暗号を……？　送り主に解答を返せばいいのかな」

　奇跡のような集中力で得た解答を、このままにしておくのがもったいなかった。健二は自分のアバターに解答を書いたメールを持たせ、ＯＺへ旅立たせる。

　大仕事を終えると、力が抜けた。健二はその場にバタリと倒れ、芋虫のように畳の上を這はって、布団に戻ろうとする。

　だがそこへ、携帯電話がメール着信を知らせた。確認すると、先ほど暗号の解答を送り届けた相手からだった。タイトルは[image: ]thank you![image: ]とある。

「……？　うわっ！」

　メールを開くと、パンッと音を立ててビックリ箱が開いた。バイブレーション機能が働き、激しく機体が震える。

「な……なんだよ、もう」

　ワケが分からず、首を傾げながら、布団に戻る。

　ただのイタズラだろう、と結論づけて布団に戻ると、たちまち睡魔が訪れた。畳の匂いに、疲れ切った思考能力が吸い込まれ──。

　深い眠りの底から、重い衝撃によって強制的に覚かく醒せいさせられる。

「起きろ！　起きろ！」

「ほら！　早く！」

　耳に響く高い声とともに、腹の上に何かが乗っかった。健二は「ぐえっ」と呻うめく。

「う……」

　薄目を開けると、朝日が網膜を突き刺した。雀の鳴き声が聞こえる。

　眩まぶしさに目が慣れると、腹の上に真悟と祐平が馬乗りになっていた。枕元の携帯電話を見ると、時刻は７時半。頭が重いのは、寝足りないせいだ。

「起きろってば！」

　真悟と祐平が健二の両腕を摑み、強引に身を起こさせる。

「わっ！　何？　何？」

「いいから！　来いよ！」

　寝起きでふらつく足取りで、子供たちに連行されたのは、屋敷の一角だった。客間の一つだろう。和室の隅にあるテレビの中では、ニュース番組が放送されていた。

「見ろ！　やっぱり、こいつだ！」

「はっ！　間違いありません！」

　テレビの前で真悟が健二を指さし、祐平が警察官の真似をして敬礼する。

「ふあ……こいつって、ボクのこと？　一体、なにが──」

　頭を搔かきながら、健二はテレビを見て、愕がく然ぜんとする。欠伸あくびをした口が、そのままポカンと開きっぱなしになった。

「え……」

　テレビ画面では、特別番組と銘打ち、ある少年の顔写真がアップに表示されていた。

　ぼさぼさの髪に、締まりのない笑顔。制服の白いシャツを着た少年は、誰が見ても冴えない高校生という印象を抱いただろう。

　目を黒いラインで隠しているものの、それが誰であるか一目で分かった。

「……ボク……？」

　自分自身の顔写真の下には──〝ＯＺ大混乱！　犯人は高校生の少年か!?〟という見出しがでかでかと表示されていた。





[image: ]






　報道番組では、アナウンサーとコメンテーターたちが真顔で語り合っていた。

『驚くべきことに、この犯人はＯＺの管理センターに不正アクセスを行い、システムを次々と書き換えているとのことです。明け方に行われたこの犯行は現在も続き、ＯＺは重大な混乱に陥っております』

　映像が移り変わり、〝今朝のＯＺの様子〟と題打ち、仮想都市ＯＺが映し出された。

　中央タワーの中央にある猫頭──管理センターには、ヒゲや眼鏡、アホだのバカだのと小学生レベルのラクガキが描かれ、周囲の建物も同様の状況だ。ボール型の独立空間がひしめいていたコミュニティエリアにいたっては、遊園地のコーヒーカップよろしく激しくボールが回転しているせいで、どのアバターも近づくことすらできない。そのアバターたちが語り合うフキダシも、文字化けだらけだ。

『レベルの低いイタズラだが、モノがＯＺだけに悪質だね。目立ちたがりの愉快犯だろうが、影響は世界中に渡るだろう』

『不具合はまだ一部とはいえ、ＯＺの普及率は携帯電話と同じくらいですからね。私も朝からメールが使えなくて、困ってますよ』

『今やＯＺを利用していない人間のほうが少ないでしょう』

　混乱したＯＺの光景は、なおも続く。ショッピング街、ビジネスエリア、自治体が管理する浮島エリアが、どれもラクガキや文字化け、不安定な動作に支配され尽くしている。

　真悟と祐平が「ユカイハン！　ユカイハン！」とはしゃいでいるが、健二はそれどころではない。あまりに現実離れした状況に、頭がついていかない。

　自分はまだ眠りについたままで、夢を見ているのではないか？

『貿易や公的手続きにＯＺを導入している機関も多いんだ。それもこれもＯＺのセキュリティシステムは世界で最も堅固であると謳うたわれてきたからだが……』

『それが、犯人によって破られたと？』

『本来、そういった重要なシステム部分は高レベルの暗号で守られていて、解読は困難です。にわかには信じられませんが、実際にシステムが乗っ取られているわけで』

『こちらが管理センターに侵入し、実際にハッキングを行ったと思われるアバターです。管理部門の技術者によって撮影された映像です』

　映し出されたのは、見覚えのある丸い耳のアバターだった。

「ああ……」

　ゆっくりと振り返ったソイツは、紛れもない健二のアバター〝ケンジ〟──を微妙に改造したものだった。丸い耳はそのままだが、やはり丸かったはずの目が狐のように切れ長になっている。

「ボクの……アバターだ……」

　あの丸い耳は、ある懸賞で当たったレアアイテムだ。健二以外の利用者で同じものを使っている人間はいない。

「どうして……！」

　慌てて携帯電話を取り出し、ＯＺの認証画面を表示させる。しかしパスワードを入力しても、ログインできない。「ユカイハーン！」「ユカイハンって、なに？」とはしゃぐ真悟と祐平が、健二の周りをぐるぐると走り回る。

「くそっ、くそっ、なんでログインできないんだ……？　そうだ──」

　思い立ち、子供二人をその場に残して廊下に飛び出す。携帯電話が故障しているだけかもしれない。ケータイがダメなら、と昨夜を思い出す。

　こんなのは、何かの間違いだ──。

　高鳴る心臓に衝つき動かされ、台所のそばを通過し、ある部屋を目指す。

「どこだったっけ……あっ！」

　なんとか目的の部屋を見つけ出した。屋敷の奥にある納戸だ。

　簞たん笥すと衣え紋もん掛かけに囲まれた狭い部屋の中央に、一人の少年が座っていた。昨夜、食事もとらずにＯＭＣというゲームをしていた、中学生くらいの少年である。

「あのさ！　パソコン、貸してくれないかな！」

「……これ、お兄さんがやったの？」

　振り返った少年が扱うパソコンには、先ほどの特別報道番組が流れていた。

「うっ……違うんだ。とにかく、お願いだから、それ使わせて！」

「ダメだよ、そんな頼み方じゃ。一般社会じゃ、そんなの通じないよ」

　まさか歳下の少年に、そんなことを言われるとは。健二は焦る気持ちを抑え、正座をして深々と頭を下げる。

「せ、僭せん越えつながら、パソコンをお貸しいただけませんでしょうか」

「……」

　少年が、スッと横に移動した。了承をいただけたようなので、「ありがとう！」と礼を言ってパソコンの前に座る。

「良いノートパソコンだね」

「スポンサーからの賞品」

　なんとなく口にしたお世辞に、少年がそっけなく答えた。懸賞か何かで当たったという意味だろうか？

「ううっ……！　やっぱりＯＺにログインできない！　なんで……？」

「なりすましか。パスワード抜かれるようなことしたんじゃないの」

　少年の冷静な指摘に、「そんな覚えないよ！」と反論してから、ハッとする。携帯電話を取り出し、今朝方に受け取ったメールを確認する。

　ビックリ箱のメールだ。普通は、ただのメールを開いただけでバイブレーション機能まで動くことはない。

「こ、これ……まさか、ウィルス!?　スパイメールだったのか……！」

「怪しいメールは、開く前にウィルスチェック。キホンだよ」

「どうしよう……！」

「サポートセンターに連絡」

「そっ、そうか！」

　歳下の少年のほうが、健二よりもずっと冷静だ。健二は番号をプッシュし、ＯＺのサポートセンターにかける。──しかし返ってきたのは〝認証パスワードが異なっているため、お客様のＯＺアカウントを利用できません〟という自動アナウンスだけだ。

「ダメだ……！　ＯＺが使えないと、ケータイそのものが使えない……！」

「うちの電話使ったら？」

　健二は納戸を飛び出し、洋間にあったコードレスフォンを摑んで駆け戻った。無断借用だが、この際、目をつぶってほしい。

　コードレスフォンを使ってサポートセンターにかけるも、〝現在、回線が大変混み合っております〟という声が返ってきただけだった。

「かっ、かっ、かからないよ！　回線がパンクしてる！」

「まあ、この状況じゃ無理ないか。とにかく落ち着きなよ」

「でも、でも……！　そうだ、佐久間に……！」

　ＯＺの管理センターでアルバイト中の佐久間なら、詳しい事情を知っているかもしれない。コードレスフォンで友人の携帯電話の番号をプッシュする。

　佐久間は、すぐに出た。第一声から健二にくってかかる。

『健二！　なんだよ、コレ！　お前、なんてことしてんだ！』

「ちっ、違う！　ボクが、こんなことするわけないだろ!?」

『まあ、そうだよな。お前にそんな動機も度胸もないだろうし』

「ボクのＯＺアカウントが書き換えられてるみたいなんだ……！　パスワードも変わってて……佐久間、何とかしてくれよ！　まだ管理センターでバイト中だろ？」

『無理。管理センターそのもののパスワードが書き換えられてて、誰も中に入れないようになってる。カンペキ、乗っ取られてるんだ』

　健二はあんぐりと口を開けた。

「ＯＺは世界一、安全じゃなかったのかよ！　バイトで作った紹介ビデオで、そう言ってたじゃんか！」

『昨日、ＯＺ中にヘンなメールがばらまかれたのを知ってるか？　学者やプログラマー、その他にもＯＺで特に有名な人間のアカウントあてにだよ』

「ヘンなメール？」

『２０５６桁けたの暗号さ』

「２０５６桁の……そんなこと、今は関係ないだろ？　それがどうしたんだよ！」

　となりで少年が「ぼくのところにも来た」と呟つぶやいた。

『あれ、関係者しか知らないけど……ＯＺの管理センターの認証パスワードなんだ。俺もバイトの先輩から聞いて、はじめて知ったんだけどさ。そいつをたった一晩で解いちまったヤツがいるらしい』

「バカ言うなよ、２０５６桁なんて、そんな簡単に──」

　言いかけ、目を見開く。昨夜の記憶が蘇よみがえり、コードレスフォンを持つ手が震えた。

「そ、そのメール……タイトルは？」

　電話の向こうにいる佐久間と、となりの少年の声が重なった。

『〝Ｓｏｌｖｅ　Ｍｅ〟』

「〝Ｓｏｌｖｅ　Ｍｅ〟」

　目の前が、真っ白になった。全身の力が抜けていくのが分かった。健二の理性が音を立てて崩れていく。

「それ……ボクだ……」

『はあっ!?　なんだって？』

　おそらく真犯人は、数学オリンピックに参加した人間あてにも、メールをばらまいたのだろう。暗号解読には、うってつけの人材だ。

「何かの問題と思って……なんか調子よくて……まさか管理センターのパスワードだったなんて……す、すみません……」

『解いたのか!?　このバカ！　数学バカ！』

「すげえ……」

　佐久間の叱しつ咤たも、少年の感嘆の声も、耳に入らなかった。

　とんでもないことをしてしまった。悶もん々もんとしていたところに数字を与えられ、つい気を紛らわせるためにやったことが──まさか、こんな事態を引き起こしてしまうなんて。

　知らなかった、で許されるだろうか？　ごめんなさい、で済むだろうか？

「あ、ああ……あああ」

『とりあえず、仮アカウントとっといた。詳しい事情が分かるまで、使っとけ！』

　佐久間からメールで新しいアカウントとパスワードが送られてきた。健二はすぐにパソコンの認証画面に、それを打ち込んでいく。

「これが、ボク……？」

　リスをデフォルメした頭の大きなアバターだ。つぶらな瞳ひとみと小さな前歯を生やした顔は間が抜けていて、いかにもやっつけ仕事によるデザインである。

『贅ぜい沢たく言うな！　こっちでできるだけやってみるから、お前は余計なことするなよ！』

　そう言われても、じっとしていられるワケがない。ＯＺで今、何が起きているのかを、この目で確かめなければ気が済まなかった。

　健二は認証ボタンを押し、リス型のアバター〝ケンジ〟二号をＯＺへ旅立たせた。





　＊　log in …　＊






『ＯＺからのお知らせです。ただ今、一部のサービスが使用できなくなっております。繰り返します……』

　ここは本当に、あの仮想都市ＯＺなのだろうか？

　ログインしてすぐに中央タワーへと飛んだケンジは、その光景を見て息を吞のんだ。

「メチャクチャだ……」

　パステルカラーで彩られた幻想的な光景が、見る影もなくなっていた。中央タワーのラクガキはテレビで見た通りだが、何もない空間にゴミが散らばっている。そのほとんどはショッピング街から流れ着いたディスプレイ商品のようだが、売買機能は失われ、ただのデブリと化していた。

　中央タワーにさらに近づくと、大勢のアバターたちが列をなしているのが見えた。

「……？　なんの列だろう」

　軍隊のように整列したアバターたちを辿たどっていくと、ガラクタの山があった。仮想都市の一部だった建物やインテリアを積み上げた頂点に、見覚えのある輪郭が佇たたずんでいる。その周囲を取り囲むように、大勢のアバターがぐるぐると回っていた。

　ガラクタの頂上に立っていたのは、丸い耳のアバターだった。星形のマークがついたマントを羽織り、魔法使いよろしくアバターたちに向かって両手を振りかざしている。

「あ、あの……！」

　声をかけると、マントを羽織ったアバターがクルリと振り返った。

　思った通り、それはケンジがかつて使っていたアバターだった。ＯＺを大混乱に陥れた張本人は、身を隠すつもりなど微み塵じんもないらしい。

「ボクのアバターを使ってイタズラするのは、やめてください……！」

「シシシシッ！」

　丸い耳を揺らし、偽ケンジが笑った。自分のアバターがギザギザの歯を剝むき出しにして笑う姿は、ひどく気持ちが悪かった。

　ケンジはすがる思いで、周囲を包囲しているアバターたちに呼びかける。

「あっ、あの……！　コイツはボクの偽物なんです！　アカウントを乗っ取られて、勝手にアバターを使われてるんです！　コイツは一体、誰なんですか……!?」

　だが次の瞬間、ケンジの操るアバターがぎょっとした。操作者の健二が息を吞む声を感知したのだろう。アバターは操作する人間の音声から感情を読み取り、アバターに反映する機能を備えている。

「えっ……」

　周囲に浮かぶアバターたちが、いっせいにケンジを振り返ったのだ。偽ケンジそっくりのギザギザな歯を剝き出しにして、「シシシシッ」と機械的な笑い声を大合唱する。

　こいつら、アバターに似せただけの、ただの人形なんだ！

　イタズラもここまでやれば、手が込んでいる。

「なっ、何が面白いんだよっ！　こんなイタズラをして色んな人に迷惑をかけて……！　ボクのアバターを返──」

　ケンジが言い終えるよりも先に、偽ケンジが前のめりに身体を傾けた。そのままマントを翻し、猛然とこちらへ飛んでくる。

「えっ？　えっ？」

　戸惑うケンジに、偽ケンジが迫る。丸い耳にギザギザ歯のアバターが、大きな身振りで左腕を振りかぶり──。

「ぶおっ！」

　勢いにのせた左ストレートが、ケンジの顔面にめり込んだ。リス顔が大きく陥没し、反動ではるか後方まで吹っ飛ばされる。

「なっ……！　ぎゃっ！」

　鼻っ面にバンソウコウを貼りつけたケンジに、さらに偽ケンジが飛びかかった。右に回り込み、強烈なフックが腹に突き刺さる。殴られた腹がひしゃげ、マンガのようなコブが盛り上がる。偽ケンジがさらにキック、頭突きと連続攻撃がケンジを襲う。

「はうっ！　ううっ……！」

　浮島の一つに叩たたきつけられ、呻うめくケンジ。立ち上がろうとするも、ダメージを受けすぎて操作が効かなかった。

「バトルモード!?　限定エリアでもないのに、どうして！」

　倒れたケンジのそばに、見知ったアバターが降り立った。長方形の薄っぺらい顔に、四角のメガネ。友人の佐久間が操るアバター、〝サクマ〟だ。

「あっ！　マズイぞ、ＯＺ全域のエリア情報が書き換えられてる！　全エリアでアバターに対する当たり判定が許可されてるぞ！」

「サクマ……も、もう少し、分かりやすく……」

　ピクピクと弱々しく動くケンジの鼻から、鼻血が滴り落ちた。バンソウコウやタンコブ、鼻血といった効果がアバターに適用されるのは、通常では有り得ないことだ。

「ＯＺの全区域が、ＯＺマーシャルアーツチャンピオンシップのバトルフィールドになっちまったってこと！　ダメージを受けすぎると、アバターを動かせなくなるぞ！」

　ケンジはようやく立ち上がり、偽ケンジに向き直る。

「あの……その……は、話し合いましょう……ね？」

　偽ケンジが、ギザギザ歯で笑った。勢いよく真上に跳び上がり、猛スピードでケンジの頭の上に着地する。──「ひっ！」とサクマが素早く逃げ出すのを、ケンジは見逃さなかった。彼との友情をいつか見直そうと心に固く誓う。

「あうっ！　ううっ！　やめっ……！」

　倒れたケンジの頭や腹の上で、トランポリンのように跳ねて遊ぶ偽ケンジ。いつの間にか周囲には、野次馬らしきアバターが集まりだしていたが、自分のアバターが破壊されることを怖れて手を出すことができずにいた。

　ＯＭＣが大の苦手なケンジに、偽ケンジに抵抗する力などあるはずもなく──。
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　ＯＭＣルールで、健二に勝てるわけがなかった。

「あああ……！」

　なんといっても、ＯＭＣランキングでぶっちぎりの底辺にいるのだ。必死にキーボードを操作するも、アバターが思うように動いてくれない。

　すると、となりにいた少年が突然、身を乗り出した。

　もう見ていられないとばかりに、モニターの前に座る健二を突き飛ばす。

「どいて！」

「えっ……」

「邪魔！　いいから、貸して！」

　健二からキーボードをひったくり、日に焼けた顔で画面を凝視する少年。ずり落ちそうになったランニングの紐ひもを直し、流れるような動作でＯＺのユーザーを切り替える。

「キミ──」

「キミじゃない！」

　健二のアバターが消え、新たに別のアバターが画面に現れた。

　見憶えのあるそのアバターを見て、健二は目を丸くする。

「そっ、そっ、そのアバター……！　う、うそっ！　まさか──」

「僕は、池いけ沢ざわ佳か主ず馬まっていうんだ！」

　声を張り上げ、佳主馬が自らのアバターをＯＺへと飛び立たせた。
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　偽ケンジは、ケンジを一気に壊すつもりはないようだ。「シシシシッ！」と笑いながら、大きな頭のリスを楽しげに踏んづけて弄もてあそぶ。

　だが突然、偽ケンジの横っ面が陥没した。

「ッッッ!?」

　偽ケンジが吹っ飛び、浮島の地面の上を激しくバウンドする。はるか遠くでようやく勢いが止まり、ふらつきながら身を起こす。

　だが偽ケンジが顔を上げる隙を与えず、さらに追撃が襲いかかった。

「シッ……！」

　唸うなりを上げて繰り出された後ろ回し蹴げりが、偽ケンジの脇腹に突き刺さる。身体をくの字に折った偽ケンジの顎あごを、追い打ちの上段蹴りが突き上げた。

　放物線を描き、遠方の地面に叩きつけられる偽ケンジ。

「こんなザコ相手に、やられっぱなしになってるなよ！」

　苛いら立だちの声を上げ、悠然と佇たたずむアバター。ピンと伸びた長い耳と、ツンと突き出た鼻。赤いダウンジャケットと額にかけたゴーグルという姿を見て、ＯＺ全体が震えた。

　爆音のような、大歓声。

　野次馬のアバターたちのフキダシが、仮想都市の空を埋め尽くした。「[image: キ][image: タ]ー ! 」という文字があらゆる世界言語でズラリと並んだ。

　カズマの背後で、ケンジとサクマが声を揃えた。

「キング・カズマ!?」

　カズマの操るウサギ戦士が見つめる中、偽ケンジがよろめきながら立ち上がった。身を沈ませ、飛んで逃げようとするも──。

「逃がすかっ！」

　一瞬で接近したカズマが、偽ケンジの脚を摑つかんだ。力任せに一回転させ、勢いよく丸耳のアバターを地面に叩きつける。

「シシッ……！」

　ダメージを受けながらも、偽ケンジがギザギザの歯で笑った。周囲に浮かんでいたギザギザ歯の人形を、カズマにけしかける。

　だがキング・カズマにとって、多勢に無勢のバトルは慣れたものだ。体重が乗った突きや蹴りを次々と繰り出し、迫り来る人形らをあっという間に駆逐していく。

　ＯＭＣ覇者の活躍に、ＯＺに響く大歓声もピークに達していた。

　またもや偽ケンジが逃げ出そうとするも、ウサギ戦士はそれをさせない。すぐに追いすがり、丸い耳を摑んで投げ飛ばす。地面に叩きつけられて弱った偽ケンジの首を摑み、高々と持ち上げる。

　ＯＺを混乱に陥れた真犯人とはいえ、アバターの操作は人並みのようだ。数々のバトルを勝利してきたカズマの敵ではない。

　弱り切った偽ケンジを見て、その光景を見る誰もが勝利を確信した、その時──。
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「す、すごい……つかまえた！」

　目の前にいる少年がキーボードを操る速度を見て、健二は呆ぼう然ぜんとする。

　同じ人間とは思えない操作速度だった。健二がコードレスフォンのキーを一つ押す間に、佳主馬は十回はキーボードを押しているのではないかと思うほどのスピードである。

「大したことないよ、こんなヤツ」

　佳主馬は冷静だ。偽ケンジを捕まえたまま、こちらを振り向く。

「どうする？　コイツ」

「え、えっと……動けないようにして、誰か運営の人に引き渡し──」

「ああっ！　いたぞおっ！」

　突然に納戸の入り口から聞こえた声に、健二と佳主馬は振り返った。

　真悟だ。「なにー？　どこだ、ユカイハン！」という声とともに、祐平も姿を現した。

「うわっ！」

　やんちゃな男の子コンビが、健二に飛びかかった。「タイホだ！」と彼にまとわりついた巻き添えで、佳主馬もドンと突き飛ばされる。少年の手が、キーボードを離れた。

「バカ、真悟、祐平！　あっち行ってろ！」

　佳主馬が子供たちを叱りつけ、健二が画面を見る。

「ああっ……逃がした!?」

　画面の中で、偽ケンジがキング・カズマの手から逃れ、離れた場所に立っていた。子供たちに操作を邪魔された隙を突かれたようだ。

「まだ大丈夫！　すぐにまた痛めつけて──」

　キング・カズマが偽ケンジに向かってダッシュする。

　だが今度は、彼の自慢の脚も間に合わなかった。偽ケンジがクルリと身体の向きを変え、そばにいた野次馬のアバターに摑みかかる。

　そして──。

「えっ……？」

　偽ケンジがとった思いがけない行動に、健二と佳主馬が揃って目を見張る。

　二人の見ている前で、偽ケンジがギザギザの歯を生やした口を大きく開き──。

「アバターを……食べた……？」
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　先ほどまでキング・カズマに対する歓声で包まれていたＯＺが、一転、飛び交う悲鳴で埋め尽くされていた。

　偽ケンジが逃げ惑うアバターを捕まえては、あんぐりと開けた大口で頭から一ひと吞のみにしている。その光景を見て、ケンジはもちろん、歴戦の勇士であるキング・カズマも呆然と固まっている。

　野次馬がいっせいに偽ケンジから逃げだし、遠巻きに様子を見守る。

　そばに獲物がいなくなると、偽ケンジがこちらを振り返った。

「！」

　偽ケンジの背後に、光り輝く円盤が生まれた。ルーレット盤にも似たそれには、たった今、偽ケンジが吞み込んだアバターたちの顔が描かれていた。

「えっ……？」

「なっ……!?」

　ケンジとカズマの声が重なった。

　突然、偽ケンジの頭部がビリビリと音を立て、真っ二つに裂けたのだ。脱皮をする蛇のように、破れたアバターの中から、大柄の人影が這はい出る。

「形が……」

「変わった……？」

　ケンジ、カズマ、そしてサクマをはじめとする野次馬が凝視する中、偽ケンジの皮を脱ぎ捨てた新しいアバターが立ち上がった。

　仁王のごとき凜り々りしい肉体に袈け裟さをまとった、パステルカラーの仏像──。

　それがボキャブラリーの少ないケンジが抱いた第一印象だった。後光の代わりに光り輝くルーレット盤を背負い、顔にはギザギザなデザインのマスクをしている。先ほどまでの偽ケンジの面影は、微み塵じんも残っていない。

　異様な威圧感を放つ仏像が、地面を蹴った。

「なっ、なんだ、コイツ……！」

　キング・カズマが真正面から迎え撃った。両者の放った拳こぶしがぶつかり合い、衝撃で地面が揺れる。ウサギ戦士と仏像は、頭一つ分は身体の大きさが違う。仏像が振り下ろした拳を肘ひじで受けると、重量差でカズマの身体が後方へ押しやられた。

　激しい攻防が始まった。仏像は偽ケンジだった時とはうって変わり、鋭い攻撃を次々と繰り出す。カズマは敵のパンチや膝ひざ蹴げりをガードし続ける。

　お互いの動きが速すぎて、ケンジの目では両者は互角にしか見えなかった。だが戦っている本人からすると、互角とは言えないようだ。

「くそっ……！　速いっ……！」

　カズマが舌打ちしたことで、彼が苦戦していることが分かる。カズマが仏像の蹴りに弾はじかれ、後退した。だがすぐに反撃とばかりに、反動をつけて飛び上がる。

　仏像が、身を沈ませた。カズマとまったく同じ動きで飛び上がる。

　キング・カズマの得意技、サマーソルトキックが繰り出された。

　しかし──。

「うああっ！」

　先に敵を捉とらえたのは、仏像が放ったサマーソルトキックだった。一瞬の差で競り負けてしまったカズマが、弾き飛ばされる。

「こいつ──」

　得意のスピードで負けたことで、キング・カズマが目つきを変えた。プライドを傷つけられたチャンピオンが受け身を取り、素早く立ち上がろうとした、その時。

　がくん、とカズマの動きが凍りついた。
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　佳主馬の手が、キーボードから離れた。

「それ、ゲーム？　オレにもやらせて！」

　ゲーム好きの真悟が健二の腕から抜け出し、佳主馬に飛びついたのだ。

　あっ、という顔で固まる健二と佳主馬。二人とも仏像とのバトルに集中していたせいで、子供たち二人の存在をすっかり忘れてしまっていた。

「しってるぞ、これ！　ＯＺまーしゃる……なんとかってヤツ！」

「どう動かすの？」

　キーボードをメチャクチャにいじり回す真悟と祐平を見て、二人がハッと我に返る。

「だっ、だめだよっ！」

「触るなっ！」

　健二が子供二人をパソコンから引き離し、佳主馬がキーボードに飛びつく。

　だが。

　時、すでに遅し。
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　仏像のごつい拳が、キング・カズマの顔面に突き刺さっていた。

　さらに膝蹴り、肘打ち、と立て続けに仏像の攻撃がカズマを襲う。ウサギ戦士のゴーグルが割れ、ダウンジャケットが破れ、攻撃を受けるたびに長い耳が激しく揺れる。

　反撃を許さない猛攻が、ついにウサギ戦士を地に沈ませた。

　ＯＭＣ王者、キング・カズマが大の字に地面に身を投げ出し、動かなくなる。

「……」

　ケンジはその様子を、呆ぼう然ぜんと見つめるしかなかった。先ほどまで大歓声を上げていた野次馬たちも、しんと静まりかえる。

『Ｋ・Ｏ！』

　甲高いアナウンスが響いた。文字通り、仁王立ちする仏像の背後に、〝ＣＨＡＬＬＥＮＧＥＲ　ＷＩＮ！〟という文字がでかでかと表示される。同時に、倒れたカズマの腰からチャンピオンベルトが消滅した。

　しかし仏像の行動は、そこで終わらなかった。

「……！」

　バトルに勝利した仏像が、眩まばゆい輝きに包まれた。背負ったルーレットが猛スピードで回転を始める。光はさらに増していき──倒れたカズマの身体が、ふわりと浮かんだ。ゆっくりと仏像に向かって引き寄せられていく。

　なっ、何をする気だ……？

　嫌な予感を憶えると同時に、ケンジはとっさに動いていた。

「ああああああああっ！」

　大声で叫び、ビックリした顔であらぬ方向を指さす。

　仏像の動きが停まった。ジロリとケンジのリス顔を睨にらみ──。

「──」

　ケンジの指さした方角を見る。周囲の野次馬たちも、同時にそちらを向いた。

　その隙にケンジは地面を蹴り、ぐったりと動かないカズマに飛びつく。仏像が振り向く前に、敗れた戦士の身体を抱えて、その場から飛び立つ。

　最高速度で空を飛びながら、後方を振り返る。

　謎の仏像はそんな彼らをじっと見上げていたが、追いかけようとはしなかった。
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　閉ざした納戸の入り口に寄りかかり、健二は大きく息を吐いた。コードレスフォンを手に、ホッと胸をなで下ろす。

「危なかった……」

　扉の向こうから、「開けろ、ユカイハン！」「ゲームやらせろ！」という子供たちの声が聞こえた。言うことを聞かないため、強制的に部屋の外に追い出したのだ。

「あのままだったら、君のアバターまでアイツに食べられちゃってたかも……」

「……」

　佳主馬は、何も答えなかった。わずかにこちらを一いち瞥べつしたものの、またパソコンに向き直って背中を丸める。キーボードの上で握りしめた拳が、かすかに震えていた。

　そんな少年を見て、健二も唇を嚙かんだ。

　ＯＺ混乱の真犯人をあと一歩まで追いつめたのに、結局、返り討ちにされてしまった。健二は困惑するだけで何もできず、頼みのＯＭＣチャンピオン、キング・カズマも完膚無きまでに叩たたきのめされ、その座を奪われてしまった。

　敗北感に沈む少年二人の耳に、コードレスフォンの着信音が飛び込む。

　佐久間からだ。先ほどの着信記録を見て、こちらにかけ直したのだろう。

「……もしもし」

『なんとか逃げ切れたみたいだな、ケンジ。ていうか、お前、キング・カズマと知り合いだったのか？』

「お前はいつの間にか、ちゃっかり逃げてたみたいだけどな」

『あんなバケモンに、真っ正面から立ち向かって勝てるわけねーだろ。情報収集してたんだよ。そのおかげで、どうも真犯人の正体が分かってきた』

「えっ？　正体って……？」

　健二は顔を上げた。佳主馬もピクリと反応し、振り返る。

『ありゃあ、人間じゃないぞ』

「人間じゃ……ない？　はあ？」

『ＡＩだよ、ＡＩ。人工知能ってやつ』

「人工知能……」

『ピッツバーグのロボット研究所から、開発中の実験用ハッキングＡＩが脱走したらしい。あっちの国じゃスクープだって騒ぎになりつつある！　軍が絡んでるとかも噂されてるけど、もうＡＩの名前まで暴露されてるみたいだ』

「なんだよ、それ……」

　人工知能？　あれが？　健二にはイタズラ好きの悪質な人間にしか見えなかった。

『通称、ラブマシーン』

「ラブ……マシーン」

　呟つぶやく健二から顔をそむけ、佳主馬が力任せにキーボードに拳こぶしを叩きつけた。
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　陣内侘助は縁側に座り、タッチパネル型の携帯端末機を操作していた。画面には英文のメールが表示されている。

「侘助おじさんっ」

　夏希が背後から忍び寄った。彼のとなりに腰を下ろし、首を傾げる。

「何を見てるの？」

「巨乳のエロ画像」

「きょっ……！」

　夏希が顔を真っ赤にした。その初々しい反応を見て、侘助は「シシシッ」と笑う。

「お前、もう18だろ？　そんなんで彼氏できんのか？　──っと、彼氏ならもういるんだったっけ」

「もう！　そんなことより、もう朝ごはんだからね！」

　言い、はぐらかすように立ち上がる夏希。侘助は端末を見つめたまま、動かない。

「後で食うさ」

「ダメ！　はい、立って！」

　夏希が、侘助に向かって手を差し出した。

「家族はいっしょにご飯食べるものでしょ？」

　そう言って笑う夏希。

　縁側に座った彼は、手をさしのべる夏希を見上げる格好になり──。

　──家族になるんだよ。

　ずっと昔の記憶が、脳裏に蘇よみがえった。

　家族。

　彼にその言葉が投げかけられるのは、一体いつ以来だったか。

「夏希……お前、ババアに似てきたな」

「へっ？　よく言われるけど……なんか今、言われるのは納得いかないような」

　眉まゆをひそめて唸うなる夏希を見て、侘助はニヤリと笑う。夏希の手を握り返すことなく、再び端末に向き直る。

「ねえ、おじさんってば！」

「……俺は、勝ったのさ」

　侘助は呟く。夏希が眉をひそめた。

　通路の先から、夏希を呼ぶ声が聞こえた。呼びかけに応じて歩き出しながら、夏希が侘助を振り向いた。「ちゃんと来てよね」と言い残す。

「大丈夫だ。心配いらねえよ」

　侘助は一人、縁側に座ったまま、笑う。

　鹿しし威おどしの竹が傾き、軽やかな音を響かせた。














二の陣









　健二くん、どこに行っちゃったんだろう？　トイレかな？

　佳主馬はまたＯＺ？　何かのゲームでスポンサーがつくほどスゴイらしいけど、大変ね。

　侘助おじさん、結局いっしょに食べないつもりかな？　なんでウチの親しん戚せきってみんな、こう意地っ張りなんだろ？

　──そんなことを考えながらの、何気ない朝食の風景だったはずだった。

　しかし居間に置いたテレビを見て、食卓から一切の会話が消えた。

「……」

　夏希の箸はしから、口にいれようとした厚焼き卵がこぼれ落ちた。

　彼女だけではない。味噌みそ汁しるをすすっていた万助が、太助に白飯のお代わりをよそおうとしていた万理子が、離れた皿をとろうとしていた由美が、加奈におひたしを食べさせようとしていた奈々が──とにかくその場にいる全員が、テレビを見て、凍りついていた。

「えっ？」

　夏希は、カクリと首を傾げた。

　画面の中では、〝ＯＺ大混乱！〟という見出しで、司会役とコメンテーターが激しく議論していた。スタジオの中央には、大パネルで〝真犯人と思われるアバターの持ち主、少年Ａ〟として巨大な顔写真が貼り出されている。目線に黒いラインが引いてあるとはいえ、その顔は紛れもなく──。

「この顔……どっかで見たことない？」

　朝からバッチリ厚化粧の直美が、たくわんを一ひと齧かじりした。

　庭から、自転車の甲高いブレーキ音が響いた。食卓を囲む一同が、いっせいに庭を振り返る。市役所勤めの理香が、中庭に自転車で乗り込んでいた。

「夏希！　アンタ、ちょっと説明してもらうわよ！」

「はい？」

　さらに──。

「夏希！　アイツと別れろ！」

　理香に続いて、警察官の制服を着た翔太が居間に現れた。息を切らせて夏希を睨にらむ青年の手には、一枚の紙切れが握られている。

「へ？」

　さらにタイミングが悪いことに、そこへ健二がひょっこりと姿を現した。

「おはようございます……」

　佳主馬もいっしょだ。二人ともなぜか暗い顔をしているが、居間に流れる重苦しい雰囲気を感じて、眉をひそめる。

「あの……？　あっ──」

　自分の顔写真が映ったテレビを見て、しまったという顔をする健二。夏希は直感的に危険を感じ取り、健二を振り返る。

「逃げて！　健二くん！」

「ええっ？」

「逃がすか、この指名手配野郎！」

　戸惑う健二に、翔太が飛びかかった。二人がもつれあって転がり、テーブルをひっくり返した。さらに障子を突き破り、地震のような震動が屋敷を揺るがす。

　突然の大捕物に、「バカ野郎！　危ねえだろうが！」「ちょっと、怪我してない!?」「おいおい、私は外科は専門外だぞ」「ああもう、加奈ちゃん泣いてるじゃない！」と居間が阿あ鼻び叫きよう喚かんに染まった。

『さて、次のニュースです。小惑星探査機〝あらわし〟は予定されていたカプセルの切り離しに失敗し……』

　テレビのほうは、さっさと次の話題に切り替わっていた。夏希が顔を覆った両手の隙間から、チラリとテレビの横にいる栄を見ると──。

「……」

　栄もまた、夏希を一いち瞥べつし、やれやれというようにため息をついた。

　とりあえず、散らかった居間を片づけてからだ──。

　陣内家16代目当主の鶴の一声で、たちまち混乱は収拾した。背を丸めて縮こまる夏希と健二の背後で、親戚一同による息の合った作業で食卓が撤収される。

　そして、親族会議という名の尋問が始まった。

「だからぁ！　ウソついてたのよ、この子らは！　聞いてる？　大おばあちゃん！」

　夏希と健二は肩を並べ、畳の上で正座をしていた。その向かいに敷いた座布団には栄が座り、静かな顔で食後の茶をすすっている。

　向かい合う三人の周りを取り囲むのは言わずもがな。証拠を持ち込んだ理香と翔太をはじめとする、親戚一同である。

　ただし由美や子供たちは、離れた場所に円卓を置き、テレビに夢中だ。

『準決勝に臨む上うえ田だ高校のキャプテン、陣内了平さんに話を聞いてみましょう』

「市役所の住民基本データ、内緒で検索したのよ！　そしたら、旧家の出なんて真っ赤なウソ！　ただのサラリーマンの息子じゃない！　しかも高校生よ！　17歳！　──ちょっと、由美さん！　テレビのボリューム下げてくれない!?」

「ちょっと待って！　今、いいところなの！　了平ー！」

　由美が興奮した様子で、メガホンを振り回した。健二の正体など、息子の勇姿に比べれば気にもならないらしい。テレビに緊張した面持ちの了平が映し出され、『ええと、次の対っ、対戦相手の佐さ久く長ちよう聖せい高校は超手て強ごわいですけど……！　絶対に優勝旗を持ちっ、持ち帰りたいと思います！』と落ち着きなく受け答えしている。

「どこが東大よ！　どこがアメリカ留学よ！」

「あ……あの……そ、それは……」

　夏希は俯うつむき、しどろもどろに呟つぶやく。頭が真っ白で、上手い言い訳が思いつかない。そんな彼女を見て、健二が膝ひざの上に置いた拳こぶしを握りしめるのが見えた。

「そんなこたぁ、どうでもいいんだよ！　それより、こっちだ！　派出所に出向したら、ファックスでこんなモンが！」

　翔太が、夏希たちと栄の間に、一枚の紙を叩たたきつけた。

「手配書だ！　小磯健二、17歳！　まだテレビじゃ実名は出てないが、ＯＺハッキングの重要参考人だってよ！」

　夏希は、「えっ」ととなりの健二を見た。健二が慌てる。

「ちっ！　違うんです！　それは、ボクじゃなくて……アカウントが盗まれて……でも、暗号は、その……」

「ＯＺを乗っ取ったのは、その人じゃないよ」

　佳主馬が、健二をかばった。大勢で話しているところに口を挟むなんて、無口な彼にしては珍しいことだ。夏希はちょっと驚く。

「でも知らなかったとはいえ、無関係じゃないから……ちゃんと警察で説明します」

　うなだれる健二。

　一同が沈黙し、テレビの音声だけが居間に響く。

「ＯＺなんかより、まずは家のことです」

　栄の斜め後ろに座った万理子が、夏希を睨んだ。

「なんでこんなウソをついたの？」

「……」

「……あの、夏希先輩は、大おばあさんを喜ばせようとして──うっ」

　黙秘権を行使しようとした夏希に代わり、健二が説明しようとした。すかさず彼の脇腹を殴り、制裁する。

「はあ、そういうこと……ねえ、夏希。そんなウソまでついて母さんが喜ぶと思う？」

「プロフィール聞いた時から、怪しいと思ってたのよねえ。出来すぎだもん」

　理香が自分の手柄を誇るように、腕組みをして何度も頷うなずく。

　そこへ、新たな人物が現れた。ふらりと顔を出した侘助が、居間に漂う険悪な空気を感じ取って、薄笑いを浮かべる。

「なに、取り込み中？」

　夏希たちを尋問していた人々が、侘助の顔を凝視して黙り込んだ。

　ヤバイ。この流れは、ヤバイ──。

　夏希の全身が、急速に熱を帯びていく。

「ねえ、アンタ……どこの大学出たんだっけ？」

　訊たずねたのは、直美だった。メイクで描いた眉まゆを寄せる。

「あん？　東大だけど」

「旧家の出、で」

「このしみったれた家が旧家っつーなら」

「アメリカ帰り」

「だったら、なに？」

　何を今さら、といった顔の侘助。

　全員の視線が夏希に集まった。夏希は自分の顔に血が上っていくのを感じる。

「そういや、アンタの初恋の相手って……」

「いやー！」

　納得顔で頷き合う親しん戚せきたち。耐えきれず、夏希は両耳を押さえて悲鳴を上げる。「えっ」と驚いた声を上げる健二の顔を見ることができない。

「そうそう、翔太よりも侘助にべったりなついちゃって」

「あああー！」

　ダンゴムシのように身体を丸め、大声で誤魔化そうとする。だが直美と理香の独身コンビによる暴露は、止まらない。

「幼稚園児のくせに、恋占いなんかしちゃったりしてさ」

「ひいー！」

　ゴロゴロと畳の上を転がる、夏希。

「おじさんと私、って作文書いたこともあったわよね」

「きゃー！　もうやめてえー！」

　襖ふすまにぶつかって止まり、顔を真っ赤にして首を振る。

「全部、忘れてえー！　昔のことだから！　若気の至りなの！」

「ほら、夏希。いいから、ここに来て座りなさい」

　万理子に促され、再び健二のとなりに正座する。先ほどから嫌というほど彼の視線を感じるが、見返すことができなかった。こんな形で後輩に自分の過去を並べ立てられるなど、生き恥もいいところだ。

　夏希を見つめる理香と直美の表情が、怒りから同情に変わった。

「アンタねえ。いい加減、こんなろくでなしになつくの、やめなさいよ」

「いくら経歴が良くったって、こんな最低野郎は相手にするだけ時間のムダよ？」

　酷ひどい言い様だが、壁によりかかった侘助は「シシシシッ」とまるで他人ひと事ごとだ。

「そ……そういうワケじゃ──」

「あたしのせいだねえ」

　栄が茶をすすり、嘆息した。

「あんまり昔話を聞きたがるもんだから、あたしも嬉うれしくてね。ついでにうちの人の愚痴を聞かせすぎた。やれ甲斐かい性しよう無なしだの、金遣いが荒いだの、子供に聞かせる話じゃなかったよ。おかげで色恋に関しちゃすっかり臆おく病びようになって、普通に触れ合えるのが親戚の男だけなんてことになったもんだから、余計にべったりくっつくようになって……」

　夏希は俯き、唇を引き締める。

　違う。彼女はただ、曾そう祖そ母ぼの武勇伝を聞くのが大好きだっただけだ。戦時中や戦後を生き抜いてきた栄の人生は、まるで数々の戦場をくぐり抜ける武将のように勇ましかった。生きるだけで大変な時代を、栄は家族を守り抜き、こうして何の不安もなく食卓を囲めるまでに導いてくれたのだ。

　夏希が今、こうして田舎が好きで、親戚や家族という絆きずなが何よりも大切だと思えるようになったのは、曾祖母のおかげだ。

　だからこそ、自分のせいだとしきりに後悔する栄を安心させてあげたかった。

「ホント、すっかり潔癖症になっちゃって。せっかく美人なのに」

　理香と直美が顔を見合わせる。

「今時、珍しいわよね。親戚以外の男の子とは、手を繫つなぐこともできないって」

「……ええっ！」

　突然、健二が大声を上げた。よっぽど驚いたのか、諸もろ手てを挙げ、大おお袈げ裟さなリアクションでのけぞる。

「なっ、夏希先輩が彼氏作らない理由って……ええっ？」

　健二の驚きように、親戚一同もまた驚いたようだ。理香と直美が目を丸くする。

「知らなかったの？　その夏希が恋人を連れてきたから、ビックリしたのに」

「ホントにただのお芝居だったんだ。まあ、ただの友達程度のつきあいなら誰にでも愛想良いし、分からないかもねえ」

「……なによ」

　健二を睨にらみ、唇を尖とがらせる夏希。頰が熱くなっているのが、自分でも分かる。「えっ、でも、あれ？」と言って、健二が自分の手と夏希の顔を見比べた。恋人役を頼んだ時に手を握ったことを不可解に思っているのだろう。あの時の夏希は必死で、すぐに我に返ったために早々とその場を離れたのだ。

「そりゃ大おばあちゃんも心配するわよ。へんなところだけ、お嬢様なんだもの」

「お嬢様っていうか、恋愛観が昭和……大正時代？　本人は隠してるみたいだけど」

「──だああっ！　そんなこたぁ、どうでもいいんだよっ！」

　ここぞとばかりに夏希を攻撃するおばたちを押しのけ、翔太が健二の胸ぐらを摑つかんだ。

「問題は、この野郎が犯罪者ってことだ！　そんなヤツを家に置いといていいのかよ！」

「確かに、ちょっと困るねえ」

　何も言わない栄に代わり、万理子が唸うなった。

「ようし、この野郎を追い出すことに異存ないな、みんな！」

「追い出してどうすんのよ。アンタ、警察でしょ。身柄確保とかじゃないの？」

「あっ、そうか」

　かくして親族会議は、健二追放という結論に達した。

「おらっ、手ぇ出せ」

　皆が見つめる中、翔太が健二の手首に手錠を振り下ろした。冷たい金属音が響く。

　ちゃぶ台の前でテレビを見ていた子供たちも、「すげー」「リアル逮捕だ！」とはしゃいでいる。「コラ、見るな」と由美がたしなめる。

「じゃあ、10時30分。罪状は……ええと……あれ？　参考人って手錠かけていいんだっけか？」

　健二は抵抗しなかった。彼の細い手首に巻かれた鉄の塊は、やけに重そうに見えた。

「健二くん……」

「お騒がせしちゃって、すみませんでした。夏希先輩」

　先に謝られてしまった。弱々しく笑う健二を見て、夏希の胸がズキリと痛む。

「テレビで言ってることは、本当にお前さんの仕業なのかい？」

　黙って様子を見守っていた栄が、健二に訊たずねた。

「あれを見ても、何が起こって、誰が困っているのやら、あたしにはよく分からない」

「……ボクは、無実です。少なくとも誰かに迷惑をかけるつもりなんて……」

　健二が苦しげに言った。翔太が手錠を引っ張る。

「言い訳は署で聞いてやるよ！　立て！　──おい、コラ！」

「あの！　こんなことになってアレですけど……ここに来られて、楽しかったです！」

　健二が急に翔太に抵抗し、栄に向き直った。

「ああっ!?」

「おだまり、翔太」

「うちは父が単身赴任だし、母も仕事が忙しくて……そもそも、あんまり仲が良くなくて……家ではいつも一人でした」

　栄は黙って健二の目を見つめ、彼の話に耳を傾ける。

「だから、その、大勢でごはんを食べたり、花札やったり……こんなに賑にぎやかなのは初めてで……なんていうか、うまく言えないけど……」

　こんな状況に置かれて、本人も困惑しているのだろう。もどかしそうに話す健二を、夏希はただ見守る。栄はじめ、親戚一同もそんな彼をじっと見つめていた。

「その……ご飯、美味おいしかったです」

　健二が、心から嬉しそうに笑った。

　夏希は唇を嚙かみしめる。

「お世話になりました」

　深々と栄に向かって頭を下げ、健二が立ち上がった。自分を見つめる人々に向かって、またペコリと頭を下げる。

「みなさんも、お世話になりました」

　つられたように、一同が小さく頭を下げる。

　翔太に腕を引かれ、健二が背を向けた。

「お前さんが悪い人間とは思えねえ。ちゃんと説明してきな」

　厳しい顔で黙り込んでいた男性陣を代表して、万助が言った。夕飯でイカを褒められて以来、彼を気に入っていたようだ。「はい」と嬉しそうに頷うなずき、健二が居間を去る。

「……」

　居間に落ちた重苦しい沈黙を、意外な人物が破った。

「シシシッ。あいつは悪くねえよ」

　侘助だ。なぜ彼が、そう断言できるのだろう？

「アメリカじゃ、とっくに真犯人の目星がついてるらしいんだ。すぐに釈放されるよ」

　佳主馬も、健二の無実を信じているらしい。

　やがて居間が、元の平和を取り戻した。テレビの視聴に加わったり、思い思いの場所へ移動したりと、騒がしくなる。

　夏希はしばし、その場に佇たたずんでいたが──。

「……！」

　畳を蹴けって、廊下を走る。

　玄関から屋敷の外へ飛び出すと、ちょうど健二を乗せたＲＸ─７が走り出したところだった。夏希は走って追いすがる。

「健二くん！」

　後部座席に座った健二が、こちらを振り返った。

　運転席の翔太は車を止めようとしなかった。坂道を下って走る車と、夏希の距離が開いていく。こちらを見る健二は、何かを言いたそうだった。

　夏希は遠ざかる車を、呆ぼう然ぜんと見送ることしかできない。

「……ごめん……」

　居間で言えなかったことを呟つぶやき、夏希は目元を拭ぬぐった。
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　ラブマシーンの拳こぶしが、巨大な熊のアバターに突き刺さった。八本の腕を持つ熊が前のめりに傾き、地響きとともに倒れて動かなくなる。

『Ｋ・Ｏ！』

　疑似リゾートエリアである南国の海岸。

　ラブマシーンは倒れた熊に向かって、腕を伸ばした。背中のルーレットが回転し、溢あふれ出した光が目の前のアバターを包み込む。熊の輪郭が弾はじけて光の塊となり、ラブマシーンの身体に吸収された。

　回転が止まったルーレットに、たった今倒したばかりの熊のアイコンが加わった。また一つ、新たなアバターがラブマシーンの支配下に置かれる。

「……」

　ラブマシーンは、ギザギザのマスクを持ち上げ、頭上を見上げた。何百、何千という数の野次馬アバターが、慌てて遠ざかっていく。

　ラブマシーンはその場に佇んでいたが、新たな挑戦者は現れなかった。キング・カズマから始まり、すでに数々のアバターがラブマシーンに挑んできたが、全て返り討ちにした。最大の強敵とのバトルを最初に経験し、学習することができたため、どれも彼の敵とは言い難いザコばかりだった。

　これでは、ダメだ。

　これでは、足りない。

　ラブマシーンは自らの思考ルーティンに従い、次のフェイズへ移ることとした。

　人工知能として開発された彼には、最大の使命が与えられている。

　それは──〝進化〟すること。

　その目的を達するために、三つの手アルゴ順リズムに従って行動することを命令づけられていた。すでにその三つのアルゴリズムを経て、強いアバターを手に入れたものの、ラブマシーンに〝停止する〟という概念は与えられていない。

　さらなる進化を果たすために、また三つのアルゴリズムを繰り返す。

　ただの繰り返しではない。

　次は、もっと大規模な範囲で、それを行う必要があった。

　さらなる、進化のために。

「……」

　ラブマシーンがやって来たのは、ラクガキだらけの中央タワーだった。さらに接近し、猫型の管理センターの前に浮かんで、腰にぶら下げた鍵かぎの束から一つを外す。

　南京錠の鍵のようなそれが、ラブマシーンの手を離れ、管理センターに近づいた。猫の鼻にあたる部分に鍵穴を模したＯＺのロゴマークがあり、見る見るうちに巨大化した鍵が突き刺さる。パスワードを視覚化した鍵がグルリと半回転し、カチリと音を立てた。

　管理センターの壁に、ぽっかりと空洞が生まれた。ラブマシーンは空洞をくぐり、センター内部へ飛び込む。周囲を囲んでいたアバターたちが「管理センターのパスワードだ！」「今のうちに中へ！」とラブマシーンを追いかけるが、彼らが内部に入る直前で、猫型の壁に空いた空洞は元の壁に戻ってしまった。

　管理センターの内部に侵入したラブマシーンは、猛スピードで最深部を目指す。通路を折れ曲がり、奥へ奥へと突き進み、やがて真っ白な空間に降り立った。

　上も下もない、ただ純白の世界。

　ラブマシーンはまた一つ鍵をとり、空中に差し込む。

　鍵先に、〝ＯＺ〟という文字が浮かび上がった。次の瞬間、光が弾け、[image: ]infrastructure[image: ]というパネルの周囲に、次々と樹の枝状のディレクトリが展開した。

　ＯＺを利用した公共機関の管理パネルだ。ここからネットワークを通じ、あらゆる施設のシステムを根本から操作することができる。

　ＯＺ内部を混乱に陥れることで、ラブマシーンは進化することができた。

　さらなる進化を果たすには、もっと大きな混乱が必要だ。

　次の標的。

　それは──ＯＺの外にあった。
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　夏希が居間に戻ると、高校野球は準決勝が始まっていた。ちゃぶ台でおやきを頰張る由美や子供たちが見守る中、ピッチャーの了平が自信に満ちた笑みを浮かべていた。

『２回表、１回をきっちり三者凡退で抑えた上田、陣内！　この回も四番を三球三振で切って捨て、絶好調です！』

「きゃー、了平！　ノーヒットノーランやっちゃえ！」

　長男の勇姿に、由美の応援も熱を帯びていた。「了平兄ちゃん、すげー！」と子供たちも大興奮である。

『さあ、このまま投手戦になるのでしょうか！　ピッチャー陣内、振りかぶって──あっ、えー、野球中継の途中ですが、ここで緊急ニュースです』

「ええぇぇえー！」

　由美や子供たちが、ガクリと肩を落とした。投球モーションに入った了平の姿がテレビ画面から消え、代わりに人工衛星と地上のアンテナ基地の映像が映し出される。

『地球に接近する〝あらわし〟との通信が途絶え、位置が特定できない状況に陥っているとのことです。宇宙開発機構ＪＡＸＡでは調査中としていますが、今のところ原因は分かっておりません。〝あらわし〟は過去にも機器のトラブルがあったことから……』

「〝あらわし〟は、もういいってば！　早く了平出してよ！」

　メガホンでちゃぶ台を叩たたく由美に、通りかかった万理子が声をかける。

「由美ちゃん。今日もいっぱいお客さんが来るの。そっちが終わったらお手伝いしてね」

「あっ、はい！」

「夏希もね」

　恋人偽装の件がある夏希に対しては、強めの口調だ。無駄な騒ぎを起こしたぶんを挽ばん回かいしろということだろう。まだ健二のことが気がかりだったが、口答えできる立場ではないため、「うん」と素直に頷く。

　そういえば今日、夏希の母もやって来るはずだ。──と、思い出すのを待っていたかのように、夏希の携帯電話が鳴った。母からである。

「お母さん？　今、どこ？」

『それが、まだ埼玉なのよ』

　雪ゆき子こは今日から事務職の有給休暇をとり、朝一で家を出たはずだ。

「えっ、まだ埼玉？」

『ナビが壊れたみたいで、迷っちゃって。やっと高速に入ったけど、標識には大宮って書いてあるのに、ナビじゃ北海道の五ご稜りよう郭かくの上。あは』

　のんびり屋な母の口調は、内容の割に困っているようには聞こえない。

『しかも、すっごい渋滞。今日中に着くのは無理そうねえ』

「ええー？　万理子おばあちゃん、お母さん、今日中に着けるか分かんないって！」

「わからないって……誕生日は明後日あさつてよ？」

　ニュースが終わり、野球中継が復活した。

『一塁、セーフ！　佐久長聖高校、陣内から初のヒットをもぎ取りました！』

「打たれてるぅー！」

『さて、次のバッターは──あっ、ここでまた緊急ニュースが入りました。現在、交通機関が原因不明の機能停止状態に陥っているとのことです』

　由美たちが「またニュース！」と頭を抱える。

　テレビに各地の国道や高速道路の状況が映し出された。全国のあちらこちらで信号が停止し、ぎっしりと渋滞になっている状態だ。

『なお、高速道路も各出口の料金所が通過できない状況に陥っており──』

「あっ、お母さん！　料金所通れないって！」

『そうなの？　困ったわねえ。まあ、お父さんが夜には新幹線で行くから。万理子おばさんたちにも、そう言っておいて』

　いまいち緊張感のない母との通話を切り、夏希は万理子を振り返る。

「お父さんは今夜の新幹線で来る、だって」

「もう、雪子ったら……少しでも人手が欲しいのに」

　緊急ニュースが終わり、再び野球中継が映し出される。

『ヒットが続いて、一、二塁となりました。次のバッターは……』

「また打たれてるぅー！」

『──と、ここでまたニュースです』

「またぁ!?　もう、どうなってんのよっ！」

　由美たちの悲鳴に、携帯電話の着信音が重なった。今度は父からだ。

「お父さん」

『あのな……今日、東京を出られそうもないんだ』

　仕事中にこっそり電話しているのか、父の声は小声だった。55歳の父、和かず雄おは水道局に勤めている。

「万理子おばあちゃん。お父さんも今日はダメだって」

「和雄さんも!?　どうして！」

『誰かが勝手に制御システムを操作してるみたいでな。大声じゃ言えないが、外部の人間にハッキングされたかもしれない。なるべく問題にならないうちに処理しないと……』

『東京の上下水道処理施設が、原因不明の操作不能状態に陥っているとのことです。ご覧のように、都の各所で高々と水柱が発生している状態で、電力線などへの影響も──』

「お父さん……もうニュースでやってる」

『ええっ!?　参ったな、とにかく陣内の家の人には、明日には必ず行きますからと伝えといてくれ。──あっ、ああ、なんでもない。早く管理ソフトのバックアップを』

　部下への指示らしき声を最後に、父との通話が切れた。

「ええっ、帰れない？　なんで？」

　掃除機を引き連れた典子が、居間に現れた。肩と顎あごで携帯電話を挟み、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす万理子に向かって言う。

「松本市中で、在宅ケア用の緊急ボタンが押されまくって、救急車が全部出動してる状態なんだって。どれもイタズラばかりだけど、向かわないわけにはいかないって」

　典子の夫、頼彦は万作の三人息子の長男だ。救急救命士の仕事に就いている。

「あの……諏訪すわもみたいです」

　携帯電話の通話口を押さえながら、奈々も姿を現した。次男、邦彦は諏訪市の消防署で消防士長をしている。万理子が額を押さえた。

「邦彦も？」

「今朝からずっとウソの通報が入りっぱなしで、消防車で街中を走り回ってるって……」

『現在、全国で電話回線や通信回線も混乱している模様です。非常回線も同様で、救急車や消防車が緊急出動をしても、現場には何もないという状況が──』

「そんなのどーでもいいから了平を映して！　了平ー！　──あら、うちの人からだわ」

　ちゃぶ台に置いた携帯電話が振動した。メガホンを手放すつもりはないらしく、おやきを携帯電話に持ち変える。

「夜勤明けじゃなかったの？　うん、うん」

　由美が振り返る。

「克彦さんも帰ってこられないって」

　三男、克彦は上田市の消防署に勤める、レスキュー隊員だ。理由を聞かずとも、上田の街がある方角から聞こえるサイレンの音で事情を察する。

「いやあ、参っちまった」

　縁側に、野菜を入れたカゴを抱えた万助が現れた。裏庭の家庭菜園で夕飯用の食材を採とりに行っていたはずだが、渋面で携帯電話を閉じる。

「ウチの船が別の港に着いちまったってよ。追加のイカ、誕生会に間に合うかどうか」

　妊婦の聖美が、おやきのおかわりを持って現れる。

「まったくもう、うちの旦だん那な、名古屋から出られないって。佳主馬も待ってるのに……あれ？　みんな、どうしたの？」

「ねーえ、松山のおじさんがさあ──」

「引き返した？　名古屋にですか？　トイレ？　はは、そりゃ無理しないほうがいい」

　直美と、万作も居間にやって来た。

　屋敷にいるほとんどの人間が集合してしまい、互いの顔を見合わせる。

「どうなってるの、もう！」

　万理子が頭を抱える中、テレビがまた野球中継に戻った。滝のような汗をかいて今にも泣き出しそうな了平の顔がアップで映る。

『──ついに、満塁！　ピッチャー陣内、このピンチを凌しのげるでしょうかっ!?』

　由美が「了平ー！」と画面に摑つかみかかる。

　一体、何が起こってるの……？

　夏希は携帯電話を握りしめる。ただごとではないことだけは分かるが、同時に色々なことが起こりすぎて、夏希の理解の範はん疇ちゆうを超えている。

「夏希」

　自衛隊員の理一が現れた。ヘルメットを抱えている。

「翔太が渋滞につかまってるらしい。助けに行くけど、いっしょに行くか？」

「うん！」

　屋敷を出て、理一のオートバイに飛び乗る。夏希はサイドカーだ。

「ありがとう、理一さん」

「健二くんのことが心配そうだったからな」

　精せい悍かんな顔で笑う理一。夏希は赤くなった顔を見られないよう、ヘルメットをかぶる。

　田舎の一本道は、やたらと長い。国道18号線をびっしりと埋め尽くす車を、理一の駆るバイクがすり抜けていく。

　ＲＸー７は、すぐに見つかった。ピクリとも動かない車の横にバイクを停めると、パワーウィンドウが開いた。

「健二くん！」

「えっ、夏希先輩？」

「戻れ、翔太。この先、60キロ渋滞だそうだ」

　理一の言葉に、翔太は渋々と従った。車を路肩に乗り捨て、サイドカーに翔太と健二がもつれ合うようにして座る。夏希は理一の背中に移動である。

「翔太兄ぃ！　健二くんの手錠、外してあげて！　今はそれどころじゃないんだから！」

「くそっ、あとでまた連行する時にかけるからな」

　渋滞で並ぶ自動車の中では、誰もが携帯電話に向かって叫んでいた。皆、混乱しきっているのが一目で分かる。

「一体、どうなってるの……？」

「テロかもね」

　ぽつりと理一が呟つぶやいた言葉に、夏希の胸中に小さな恐怖が生まれた。

　テロ？　一体、何をどうしたら、こんなことができるの……？

　夏希たちが帰宅すると、屋敷のあちらこちらから苛いら立だつ声が聞こえた。

「頼彦たち、はしご乗りしてくれるんじゃなかったの!?」

「それどころじゃないだろうな」

「お祝いの紅白まんじゅう、人数分頼んじゃったわよ」

「まんじゅうが届くかどうかも分からないわね……」

　理一は「駐屯地に状況を確認してみる」と言って、自分の寝室に向かった。夏希と健二、翔太の三人は、「ネットのほうが詳しい状況が分かるかも」という健二の提案に従い、納戸に向かった。途中、舞い戻った健二を見た人々が驚いたが、渋滞のことを説明して強引に納得させた。

　佳主馬に頼み、皆でノートパソコンを使わせてもらう。

『ラブマシーンの仕業に決まってんだろ。例のパスワードで管理センターに居座って、生活基盤インフラのシステムを勝手にいじくり倒してるんだ』

　ニュースサイトや掲示板といっしょに開いたウィンドウの中で、眼鏡をかけた少年が言った。テレビカメラを通じ、久遠寺高校の物理部にいる佐久間が言う。

『その他にも、力尽くで倒した利用者のアカウントを奪い回ってるみたいだし……やりたい放題だよ』

「アカウントって、なんだっけ？」

「ＯＺでの身分証明」

　首を傾げる夏希に、佳主馬が教えてくれる。

　画面の中で、いつもは陽気な佐久間が、珍しく真剣な顔で説明を始めた。

『ＯＺで何でもできる今、コンピューターを使う施設のほとんどがＯＺを導入してるんです。だから水道局員のアカウントを盗めば、水道局の管理システムを好きにできるし、ＪＲ職員のアカウントを盗めばＪＲのダイヤも好きに変更できる。なにせ、登録者が世界中で10億人を超えるんです。先進国の公共機関でＯＺを使っていないところはないくらいですよ。システムそのものを修正しようにも、肝心の管理センターが乗っ取られちゃったわけですし……』

　佳主馬が眉まゆをひそめた。

「ＯＺの高いセキュリティが裏目に出てるんだ。管理センターのパスワードを盗んでしまえば、そいつがＯＺで神様になったも同然……」

『その通り。だからこそ今まで誰も解けないと言われてたんだけど──』

　夏希の横で、健二が唇を嚙かみしめた。納戸にやって来た時に、彼がパスワードを解いてしまった経緯は聞いている。

『ラブマシーンがどっかの大統領のアカウントを盗めば、核ミサイルだって撃てるかも』

「……」

　事の重大さが、ゆっくりとその場にいる夏希たちに浸透していく。

「ボクのせいだ……」

　健二がうなだれ、肩を震わせた。顔が真っ青になっている。

「ボクが……暗号を解いたせいで、こんなことに……」

「や、やっぱり逮捕だ、この野郎！」

「やめてってば、翔太兄ぃ！」

　健二に飛びかかろうとする翔太を、夏希が慌てて引き止める。

「──これは、あれだね。敵に攻め込まれているみたいじゃないか」

　納戸の入り口から聞こえた声に、夏希たちが揃って振り返る。

　いつからそこにいたのか、厳しい顔つきをした栄が立っていた。

「下手したら、死人が出るかもしれないってことなんだね？」

「……」

「そんな顔するんじゃないよ。慌てたら、敵の思うつぼさ」

　威厳のある低い声で言い放ち、栄が身を翻した。入り口に殺到する夏希たち。

「大おばあちゃん！」

「こういう時は、一人一人ができることをすればいいのさ。慌てふためいてる情けない連中を、落ち着かせてやらなきゃね」

　一体、何をするつもりだろう──。

　栄が向かったのは、自分の寝室だった。夏希たちが障子の隙間から覗のぞき込むと、栄が棚から何か束を引っ張り出すのが見えた。畳の上にばらまいたそれらの中から手帳を拾いあげ、机の上に置かれた黒電話に手を伸ばす。

　ジーコ、ジーコ、というレトロな音とともにダイヤルを回し、受話器を耳に当てる。

「頼彦かい」

　栄が笑う。

「専用回線にかけたくらいで、ビックリするんじゃないよ。いいかい。どんなに無駄になったっていい、くじけずに一人でも多くのお年寄りを訪問するんだ。いいね！」

　ピシャリと言い放ち、受話器を戻す。だがすぐに手帳を見て、別の番号をダイヤルする。

「邦彦！　なんだい、その情けない声は！　意地を見せな！　お前以上に困っている人は大勢いるんだ！」

　受話器を置き、ダイヤルを回し、また受話器を耳にあてる。

「いいかい、克彦！　へこたれるんじゃない、こういう時こそ人様のお役に立つんだよ！」

　身内を叱りつけた後も、栄は手帳をめくり続けた。

「勘かんちゃん、ひさしぶりね、栄です。まあまあ、忙しいだろうけど、同じ武田家家臣団のよしみで聞かせてくれないかい。国土交通省は今、どんな手を打ってるんだい？　──なに？　ＯＺが混乱して情報が集まらない？　バカいうんじゃないよ！　その足は何のためについてるんだい！　伝令でも何でも走らせるなりして、まずは動くんだよ！」

　手帳を放り出し、手紙の束から一枚の年賀状を引っ張り出す栄。

「曾そ根ねやん。今の状況、分かってるかい？　消防庁に協力してほしいんだ。人手が足りないのは知ってるさ。でもアンタなら、引退した医療関係者に知り合いも多いだろう。頼み込んで、一人でも多く協力してもらいなさいな。なあに、皆、手伝ってくれるはずだ」

　留とどまるところを知らない栄の叱しつ咤た激励を、夏希たちは呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　電話をかけ続ける栄の周りは、数え切れない知人友人からの便りや、色あせた写真で埋め尽くされている。

「何千、何万って人が困ってるんだ。ああ、アンタと浩ひろしさんが仲が悪いのは知ってるよ。だが今は管轄だの何だの言ってる場合じゃないんだ。あっちにはこれから、あたしが叱りつけといてやるから」

　写真の中には、若き日の栄らしきものもあった。夏希に似た目鼻立ちをした女性が、背筋を伸ばした姿がモノクロで写っている。

「先生はよしてくださいな。ただの年寄りのお願いと思って、聞いてください」

　写真の量は、膨大だった。夫とともに写ったもの。息子や娘たちと写ったもの。そして孫、ひ孫と写ったものと、家族の写真だけでも数え切れない。

「昔のことは言いっこなしだよ。アンタをぶん殴ったのは半世紀も前のことじゃないか」

　見知らぬ人々といっしょに写った写真は、家族の写真の比ではなかった。そこに映る服装や、色あせ方が、時代を感じさせる。

「落ち着きなさいな、飯いい富とみさん。アンタが苛立ってるようじゃ、部下まで不安がるよ。落ち着いて、冷静に、一つ一つできることをやるんだ。大将がでんと構えていないようじゃ、勝てる戦も勝てないよ！」

　翔太が頰をひきつらせた。

「今の番号で、飯富って……まさか、警視総監の？」

「大おばあちゃんが、みんなを励ましてるんだ……」

　夏希の呟く声が、かすかに震えた。思わず目頭が熱くなる。

　栄が口にした名前を全て、夏希は知っている。誰も彼も、小さい頃から栄の昔話で聞いた人々である。夏希は田舎に帰るたびに栄に張りつき、その時代で栄とともに苦難を乗り越えてきた彼らの武勇伝を聞いて育ったのだ。

「大おばあちゃんって、やっぱりすごい……」

　栄の叱咤激励は、止まらない。

　全国にいる人々を一人一人、叱りつけ、励まし、勇気づけ続ける。

「……」

　様子をじっと凝視していた健二が、急に身を翻した。夏希は慌てて追いかける。

「健二くん？　どうしたの？」

「……ボクも」

「えっ？」

「ボクも、自分にできることをやらなきゃ……」

　健二の横顔は、普段の彼からは想像もつかないような真剣な顔つきをしていた。

　足早に戻ったのは、佳主馬のいる納戸だった。再びノートパソコンを取り囲む。

「佐久間。ラブマシーンはまだ管理センターに？」

　ＯＺの様子が、画面に表示されていた。中央タワーの周りを、大勢の作業着姿のアバターたちが取り囲んでいる。

『ああ。いくらＯＺのエンジニアが集まっても、管理センターに入れない。ラブマシーンがパスワードを設定し直してロックしちまったんだ。中に入れさえすれば、人数に物を言わせてラブマシーンから管理システムを奪い返せるかもしれないけど……』

「鍵かぎの暗号は？」

『これだ。間違ったパスワードを入力すれば警告といっしょに出てくる。緊急用認証フレーズってやつだな。──って、まさかお前、やるつもりか!?』

「やるって、何を？」

　夏希の問いかけに、佳主馬が生なま唾つばを吞のみ込んで答える。

「解読……つまり、ハッキングってこと」

「ええっ？」

　目を見開く夏希をよそに、健二が立ち上がった。弾はじかれたように納戸を飛び出したかと思うと、ノートとボールペンを持って戻ってくる。

　健二の戦いが、始まった。

　画面に表示された数字の列をノートに書き写し、ガリガリと音を立てて線や数式を書き加えていく。

　夏希たちが見守る中、健二の手が止まった。計算に詰まったようだ。

「ううっ……！」

　玉の汗が、ノートに落ちた。止まったペンが再び動き出し、加速していく。

　翔太が、呆然と夏希の顔を見た。

「コイツ、何者……？」

「数学オリンピックの日本代表」

『の、なりそこね』

　夏希の説明に、佐久間が付け足す。周りの人間の会話など耳に入らない様子で、健二がひたすらに計算を続ける。

　必死に数字と戦う健二の姿を見て、夏希は居ても立ってもいられなくなった。納戸を飛び出し、栄の寝室に向かう。

　大おばあちゃんに、健二くんを励ましてもらおう──。

　そう思って駆けつけると、曾そう祖そ母ぼの声が聞こえた。

「アンタなら、できる！」

　障子を開けようとした夏希の手が、ピタリと止まった。栄はまた別の人間に電話をかけ、力強い声で励まし続ける。

「できる！」

　夏希は唇を嚙かんだ。栄に背を向け、廊下を戻る。

「できるって！」

　背後から、また栄の声が聞こえた。

　栄は栄にできることをしている最中なのだ。

　今、健二を励ますことができるのは、他の誰でもない──。

「がんばって！」

　納戸に飛び込み、また計算が止まってしまった健二に声をかける。彼のとなりに膝ひざをつき、ボールペンを握りしめる手に自分の手を乗せる。

「がんばれ、健二くん！」

「……！」

　奥歯を嚙みしめ、健二が計算を再開した。夏希は慌てて手を離す。

　今度こそ、健二の手が止まることはなかった。

　書く。

　書く。

　もの凄すごい勢いで、数字で埋まったノートが増えていく。そこに書かれている数字の意味は、夏希にはまったく理解できないものだ。

　そして、ついに──。

　健二がアルファベットの一文をノートに書き、勢いよくボールペンを机に叩たたきつけた。

「……解けたっ！」

『はあ!?　ウソだろ!?』

「この英文だよね。匿名メールでサポートセンターに知らせる！」

　天井を仰いで荒い息をつく健二に代わって、佳主馬がキーボードに指を走らせた。
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　管理センターの最深部に佇たたずむラブマシーンの視界は、混迷を極めていた。

　交通網を管理するパネル上では、標識という標識がピンボールゲームのように跳ね回り、水道局の制御システムは全弁開放、緊急用の医療ネットワークや公共機関のホットラインを示すパネルも、ドミノゲームのように互いにぶつかり、次々と倒れていく。

　ラブマシーンは自らの起こした成果を、満足げに眺めていたが──。

「……！」

　ピクリ、とギザギザのマスクをした顎あごを持ち上げた。

　混乱が混乱を呼び、すでにラブマシーンが手を出すまでもなく、状況は悪化する一方だったはずだ。

　それなのに、ある時を境に、パニック状態だったパネルたちが動きを止めたのだ。

　それだけではない。

　混乱が止まるどころか──元の統率のとれた動きを取り戻しつつあった。

「……!?」

　ラブマシーンの思考ルーティンでは、予測しえなかった状況だ。

　今、間違いなく、管理センターはラブマシーンの支配下にあるはずだ。この場所以外に、ＯＺの混乱を止められる場所はない。

　ＯＺ以外の場所で、人間どうしのネットワークを繫つなぎ止めようとしている者がいる!?

　一体、何がラブマシーンの邪魔を──。

「！」

　あらゆる可能性を計算しようとしたラブマシーンの目が、ある一つのマークを捉とらえた。

　マーク？　いや、ただのマークではない。

　黒い縁取りの円の中に、雁かりの紋所。これは──家紋だ。

　その家紋はアナログ回線を通じて、ありとあらゆるインフラの中を飛び交っているようだ。インフラの基盤を握る国土交通省をはじめ、警察庁など各省庁から、各地方の実権を担う者のアカウントへ、ずかずかと乗り込んでは次へと飛び立っていく。

　まさに、天下御免の渡り鳥。

　電子ネットワークも、パスワードも関係ない。電話線によるアナログ回線を通じて、雁の家紋が国の重要機関の中枢を渡り歩くたびに、飛び立ったパネルの混乱が修正されていくのだ。ＯＺ管理下のシステムそのものは変わらないものの、停滞していた人々の流れや経済に関する数字が、目に見えて動きを取り戻していく。

　そこに至ってようやく、ラブマシーンは事の真相を導き出した。

　ＯＺを使っていない──。

　電子ネットワークなどという仮想現実空間ではなく、現実世界で人と人が接し、会話をして、力を合わせているのだ。

　人間たちにそれをさせているのは、疑うべくもない。

　雁の家紋の主である。

「……」

　このままでは、ラブマシーンは正しい手順を踏むことが不可能になる。アナログ回線ならば、逆探知は容易だ。

　だが反撃に転じようとしたところで、ラブマシーンは物音に気づいて振り返った。

「……！」

　はるか遠方に、光の点が生まれた。

　重い何かが軋きしむ音とともに、光点が次第に大きくなっていく。光は穴となり、一段、また一段、と段階を踏んで開いていき──。

　その光景を見て、ラブマシーンは一歩後あと退ずさる。

　光とともに生まれた穴から、いっせいにアバターが姿を現したのだ。作業衣いを着たエンジニアのアバターたちが、怒ど濤とうのごとく管理室になだれ込む。

　ラブマシーンが事態を理解するのは、早かった。雁の家紋に気を取られている間に、管理センターのパスワードが打ち破られてしまったのだろう。

　ラブマシーンの思考ルーティンは、冷静に判断を下した。腰から鍵かぎを一つ取り出し、足元に突き刺す。

　すると、足元に新たな出入り口が生まれた。穴に身を投じる寸前、ラブマシーンは雁の家紋を見上げる。

「……」

　一体、何者がラブマシーンの引き起こす混乱を阻止したのだろう？　できることなら家紋の主と対決したかったが、今はその時ではないようだ。

　ＯＺすら凌りよう駕がしうる力を持つ、最強のライバルに背を向け──。

　ラブマシーンは、足元に生み出した緊急の脱出口に身を投じた。
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　埼玉。

「お」

　高速道路で立ち往生していた篠原雪子は、動き出した前方の自動車を見て微笑した。

「ふう」

　東京、水道局管理センター。ようやくコントロールを取り戻した管理パネルを見上げ、篠原和雄は大きく息を吐いた。

「どうやら……」

「やっと……」

「おさまったみたいだな」

　救急車の中で頼彦が、消防署に戻ってボンベを降ろしながら邦彦が、停車した消防車によりかかった克彦が、本部からの吉報を受けて安あん堵どの笑みを浮かべた。

『──開いたぞ！　エンジニアたちが中に入っていった！』

　そして陣内家の納戸に、佐久間の歓声が響いた。

「すげぇ」

「よぉっし！」

「やったぁ！」

　画面内で早くも中央タワーのラクガキが消えていくのを見て、夏希と佳主馬、翔太も喜びの声を上げた。

『よくやった、健二！　これで昨日のミスは取り戻したな！』

　しかし健二は黙ったまま、動かない。信じられないものでも見るかのような顔つきで、元の姿を取り戻していくＯＺを見つめる。

「やったね、健二くんっ！」

　夏希が健二の手を握りしめると、健二が彼女の顔を見た。ようやく実感が湧いたのか、ひきつった笑みを浮かべ、涙ぐむ。

「……はい……」

　鼻をすすり、頷うなずく健二。

　その様子を見て、佳主馬が思い出したように言った。

「夏希姉ちゃん、男に触れるようになったんだ」

　夏希と健二が同時に佳主馬を見て──また二人で見つめ合い、にっこりと笑い合う。

　次の瞬間、突き飛ばされた健二が簞たん笥すにぶつかる振動が、屋敷を揺さぶった。
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　その日の夕飯は、昨日の面子メンツに頼彦、邦彦、克彦という万作の三人息子が加わった面子となった。本当はもっと増える予定だったのだが、結局、日中の混乱で足止めをくらった他県組の到着は明日ということになった。

『全国が大混乱に陥った一日でしたが、これによる死傷者は奇跡的におらず──』

　テレビでは今日の騒動が流れていた。だが食卓を囲む親しん戚せき一同はテレビそっちのけで、大皿に盛られたコロッケや餃ギヨー子ザを頰張る。万助や万作はすでに出来上がっており、赤い顔で息子たちの背中を叩たたいて労をねぎらっていた。

「……」

　炊きたての白米を口に入れながら、夏希は上座を見た。人知れず騒動の沈静化に貢献した功労者は、いつも通り、上品な手つきで料理を味わっているだけだ。その奥ゆかしさがいかにも栄らしくて、夏希はクスリと笑う。

『官房長官は記者会見で、世界各地で起こったトラブルの原因を、同一アカウントの偶然の発生によるシステム障害と発表しました。しかし一部報道にあるＯＺアカウントの意図的な不正使用の可能性については、技術的に不可能との認識を繰り返し示し──』

　居間の縁側から見える庭は、夕日で真っ赤に染まっていた。食卓の笑い声に反応したように池で鯉が水面に顔を出し、鹿しし威おどしの軽やかな音が響く。

　吉報も舞い込んだ。

　健二の身柄については、あくまで任意同行であり、折を見て事情を説明しに出頭すれば良いとの連絡が入ったのだ。現職の警察官である翔太が責任を持つという条件付きだが。

　──真犯人はラブマシーンだって、警察もとっくに摑つかんでるんだろ。

　佳主馬は、そう言っていた。胸をなで下ろす健二とは逆に、重要参考人を押しつけられた翔太はあいかわらず不機嫌である。

『さて、次のニュースです。高校野球、長野大会10日目』

「ちょっとみんな、静かに！」

　由美が叫んだ。一同がテレビに注目する。

『準決勝第一試合は乱打戦の末、上田が辛くも佐久長聖に勝ち越し、明日の決勝にコマを進めました』

「やったぁー！」

　バンザイをして喜ぶ一同。テレビでも11対10というスコアとともに、諸もろ手てを挙げて勝利を喜ぶ了平の姿が映っている。

「ヒット30本も打たれて、よく勝てたな」

　真悟を膝ひざの上に乗せた頼彦が、となりにいる邦彦に笑いかけた。同じように加奈を膝に乗せた邦彦が大笑いする。

「奇跡だな！」

「あいつ、負けそうになると、顔に出るからなあ」

　照れ隠しか、自分の息子の勇姿を見て苦笑いを浮かべる克彦。消防署に勤める三人は皆、髪が短く、さすがに体つきもがっしりしている。「親に似たんだろ」「そうそう」と兄二人に冷やかされ、克彦が「ええー？」と了平そっくりの顔をした。

「夏希。お父さんとお母さんは？」

　頼彦に訊きかれ、夏希は漬け物を飲み込んでから答える。

「お父さんは水道管の修理で徹夜。お母さんはまだ埼玉。疲れたからビジネスホテルに泊まるって」

「そっか。無事でよかった」

「栄ばあちゃんが関係各所にビシッ！　と指示を出してくれなかったら、こんなに早く収まらなかったな」

「な、ばあちゃん！」

　邦彦が笑い、克彦が栄のグラスにビールを注ぐ。

「あたしゃ、指示なんか出しちゃいないよ」

「上から、嫌味を言われたよ。お前のばあちゃんのせいで、物資輸送用のヘリを総動員させて大赤字だって。おかげで被害なし、批判を受けずに済んだんだから今頃、唸うなってるだろうけど」

「うちの市役所でも噂よお。市長が今度、感謝状を出すって！」

　理一と理香の言葉にも、「そんなもん書くヒマあったら、今日の後始末に精出しゃいいのに」と栄は平然としている。

「さすがはウチのばあちゃん！」

「日本一だよな！」

「バカだね！」

　笑う栄につられ、食卓が笑い声に包まれた。

「健二さん。あんたも今日は、頑張ってくれたんだってね」

　笑いが収まると、栄が健二を見た。夏希のとなりで、健二が背筋を伸ばす。

「いっ、いえ……ボクは、何も……」

「夏希の彼氏だって？」

　頼彦に言われ、思わず夏希と健二は顔を見合わせた。なんとなくお互いに頰を赤らめ、目をそらしてしまう。

「彼氏じゃねーよ！」

「なんで翔太が言うんだよ」

　また、笑い声。「ＯＺのトラブルを直しちゃったんだって！」「まだ高校生なのによ？」「大したもんだ」「やるなあ、彼氏」「だから、彼氏じゃねえって！」とたちまち話題の中心となり、健二が恐縮する。だがその顔は嬉うれしそうだ。

　──ご飯、美お味いしかったです。

　そう言って笑った健二が、こうしてまた食卓に戻って来られて良かった。夏希は今日、そのことに何よりも安心した。

『ＯＺアカウント不正使用事件の続報です。システムが復旧したにもかかわらず、現在も日本国内だけで２００万人以上のアカウントが使用できない状態になっております』

　ニュース番組は、そのまま特別報道番組に移行した。神妙な顔で、アナウンサーが今日の事件について詳細を語り出す。

『原因は今のところ分かっておらず、総務省ではＯＺアカウントの使用および管理に注意を呼びかけています』

　食卓を包む笑い声が収束し、全員の視線がテレビに釘くぎ付づけになった。こうしてひっきりなしにニュースを放送されると、今日の事件が大事だったのだという実感が湧く。

「でもまだ、ラブマシーンを倒せたわけじゃない」

「うん……」

　佳主馬が呟つぶやき、健二が不安そうに頷うなずいた。コンピューター音痴の夏希は首を傾げる。

「そういえばよく言ってたけど、それ、なに？　モー娘？」

「アカウントを盗むＡＩ。健二さんのアバターを乗っ取って暴れてるんだ」

　佳主馬が説明してくれた。ＡＩって、何？　と誰かが質問してくれると思ったのに、そうはならなかった。夏希は「へえ」と分かったフリをしておく。

「ネットの世界は広いし、アメリカじゃもう話題になってる。そうじゃなくても気づいてる人は、もう行動を起こしてると思うよ。大勢で力を合わせれば、そのうち捕まえることはできるはず……」

「残念だけど、そりゃ無理だね」

　縁側から、笑い声が聞こえた。一同が振り返ると、徳利とお猪ちよ口こを持った侘助が居間の柱に寄りかかって肩を揺らしていた。

「シシシシッ。捕まえるなら、最初がチャンスだったんだ。でも佳主馬、お前は負けちまったんだろ？　だから、もう無理さ」

　佳主馬が眉まゆを吊つり上げた。思わず立ち上がる。

「なんで無理だって分かるんだよっ！」

「なんでって、そりゃあ……」

　お猪口を口に含み、ニヤリと侘助が笑んだ。空になった徳利を振る。

「そいつを開発したのが、俺だから？」

　侘助がラブマシーンを開発した──。

　一瞬の沈黙が、誰も侘助の放った言葉の意味を理解できずにいることを証明していた。

　絶句する佳主馬や健二、そして夏希たちを見て、侘助はニヤニヤと笑う。冗談めいた口調だが、目は笑っていない。

「ウソでしょ……？　おじさん……」

　またいつもみたいにからかっているのだろう。そう思って夏希が訊たずねるも、侘助はじっとこちらを見つめたまま否定してくれない。

「ラブマシーンを作った……？　アンタが？」

「ああ、俺が開発したハッキングＡＩだ」

　佳主馬が絞り出した問いかけを、侘助があっさりと肯定した。

「今頃、大勢の人間が行動を起こしているはずだって言ったな、佳主馬。その通りさ。それこそラブマシーンの目的だからな」

　健二が呆ぼう然ぜんと口を開く。

「どういう……ことですか？」

「俺がアメリカの研究所で開発したのは、より短期間で高度の〝進化〟を遂げる人工知能だ。そのために人間に近い思考ルーティンを開発した上で、進化を早めるための三つのアルゴリズムを組み込んだ。そのアルゴリズムとは同種のプログラムが存在する空間内において〝混乱〟を起こし、それによって呼び寄せた者の〝挑戦〟を受け、それに勝利した上で〝吸収〟すること──」

　侘助が続ける。

「完成するなり、あちらの国の軍人が来てよ。実証実験次第じゃ高く買うって言うじゃんか。……まさかＯＺを使った実験とは思わなかったけどな。だが、どうだ？　結果は良好。今頃はまた大勢のアバターを返り討ちにして、アカウントを奪い、どんどん進化してるだろうな。いずれ軍隊だってＯＺを使って乗っ取ることができるようになるだろう」

　侘助が饒じよう舌ぜつに語った。夏希が知るかぎり、彼がこれほど長々と語ったことは一度もない。

「もう誰も敵かなわねえよ。もちろん、キング・カズマでもな」

「っ……！」

　言葉を失う佳主馬に代わって、頼彦が侘助に詰め寄った。

「今日、どれだけの人が被害に遭ったのか知りながら、言ってるのか？　どれだけ世間様に迷惑をかけたと思う」

「それ、俺のせい？　俺は創っただけで、ＡＩにああしろと命令したわけじゃない」

「あれのせいで、世の中メチャクチャになってんだぞ！」

「分かんねえヤツらだな、だから──」

「子供みてえに言い逃れする気かよ！」

　邦彦が声を荒らげ、克彦もまた怒気も露あらわに侘助の襟をつかんだ。殴りつけようと腕を振りかぶるのを、頼彦が止める。

「やめろ、克！」

「知らぬ存ぜぬで通ると思ってるのかよ！」

「だからっ！　俺はただの開発者だっての！　プログラムを組むまでが仕事で、そのプログラムがどう使われようがどうしようもねえんだよ！」

「あんな高校生だって、自分のせいでもないのに責任感じて頑張ってんだぞっ！　恥ずかしくねえのか！」

　健二が肩を震わせた。「ボクは……別に……」と困惑顔だ。

　頼彦が克彦と侘助の間に強引に割って入った。力ずくで二人を引きはがす。

「二人ともやめろっ！　栄ばあちゃんの前で！」

　侘助がハッとした。栄が侘助の前に立つ。

「侘助……」

　厳しい顔つきで、侘助を睨にらむ栄。

「……ばあちゃんなら、分かってくれるよな」

　侘助が薄笑いを消した。夏希が始めて見る顔──テストで満点をとった子供のように、素直な笑顔で栄を見つめ返す。

「今まで迷惑をかけて、ごめんな」

　別人のように穏やかな侘助の顔を見て、夏希をはじめとする一同が目を見開く。

「挽ばん回かいしようと思って俺、頑張ったんだぜ。この家に胸張って帰ってこられるようにさ」

　栄が一瞬、迷いを見せた。厳しい顔つきが苦渋に変わり、目をそらす。

　しかしそんな栄に、侘助が携帯端末を見せた。

「これ、見てくれよ」

「……？」

「ついさっき、米軍から正式なオファーがあったんだ。ジジイが生きてた頃以上の大金が、この家に入ってくるんだぜ。すげえだろ！」

　さあ褒めてくれと言わんばかりに、侘助がまくし立てる。

「全部、ばあちゃんのおかげさ。なんたって──ばあちゃんにもらった金のおかげで、独自開発できたんだから！」

　その言葉を聞いて、栄が目を見開いた。

　侘助を怒りの形相で睨みつけたかと思うと、颯さつ爽そうと身を翻す。何事かと見守る一同の前で、栄が甲高い音とともに襖ふすまを開けた。となりの和室に入り──。

「母さんっ！」

　悲鳴のような声を上げたのは、万理子だった。

　栄が床の間に飾った甲かつ冑ちゆうの前に立ち、そばに差してあった薙刀なぎなたを引き抜いたのだ。ぎょっとする夏希たちの見ている前で、着物の袖そでを手に巻き付け、滑るように居間に戻る。

「おじさん、逃げてっ！」

　夏希が叫ぶが、侘助は動かなかった。栄の行動が理解できず、棒立ちになっている。

「うっ……！」

　侘助の呻うめき声と、親しん戚せきたちの悲鳴が重なった。

　躊躇ためらうことなく栄が振り回した薙刀が、侘助をかすめた。縁側にぶら下がっていた簾すだれが両断され、宙を舞う。

　倒れ込むようにして切っ先をかわした侘助に、大上段から追撃が振り下ろされる。

「ひっ！」

　侘助は畳を転がって難を逃れるが、栄は容赦しない。

　とても90歳とは思えない薙刀さばきで、逃げ惑う侘助に斬りかかる。一撃、また一撃と紙一重で侘助が避けるも、食卓に足がひっかかった。盛大に食卓がひっくり返り、とうとう輝く刃先が彼の鼻先に突きつけられる。

「侘助。今、ここで死ね」

　ピタリと薙刀を構えた体勢で、栄が鋭く言い放った。

「うちからお金を持ち出すだけなら、まだいい。だがよりによってそれを人様に迷惑をかけるようなことに使うだなんて、許されやしないよ」

　侘助は一瞬、呆然として──。

「っ……！」

　自分を見下す栄を、睨み返した。自分に突きつけられた刃を、素手で摑つかむ。

　侘助の手からこぼれ落ちた血の雫しずくを見て、夏希は顔をしかめた。由美や典子たちが、子供たちの目を覆う。

　手が切れるのも構わず、侘助が薙刀を押し返す。ゆっくりと起き上がり、真っ正面から栄を見つめ、ぽつりと呟つぶやく。

「……帰ってくるんじゃなかった」

　侘助が薙刀から手を離した。怪我をした手をポケットに突っ込み、縁側から屋敷の外へ立ち去っていく。

　夏希は居間を見回した。栄はもちろん、誰一人として侘助を止めようとしない。唇を嚙かみ、夏希は畳を蹴けって走りだそうとする。

「おじさん！」

「夏希！」

　ぴしゃりと栄に止められ、踏みとどまる。振り返る夏希を視線で制止し、栄が居間で立ち尽くす一同に言い放つ。

「いいかい、お前たち！　身内がしでかした間違いは、身内でカタをつけるよ！」

　陣内家当主の張り上げた声が響く中、夏希は侘助の去った後を見つめ──。

　その場に、立ち尽くした。
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　健二は陣内家の親戚とともに、メチャクチャに散らかった居間の後片付けにとりかかろうとした。だが縁側を見て、割れた食器を拾おうとした手を止める。

「……」

　篠原夏希が庭を見つめ、縁側で呆然と立ち尽くしていた。

「夏希先輩……」

　健二が歩み寄ると、細い身体がふらりと傾いた。健二に顔を見られないように俯うつむきがちに、縁側を歩いて遠ざかっていく。

　健二はなおも追いかけるべきかどうか、迷う。こういう時は何もせず、そっとしておいたほうがいいのだろうか？　いや、逆にこういう時こそ、傷心の彼女を慰めるべきなのだろうか？　でも、どんな言葉で？

「せんぱ……」

　そんな感じで迷っている間に、夏希はさっさと屋敷の奥へ姿を消してしまった。自分の優柔不断さに傷つき、今度は健二が縁側に立ち尽くす。

「……こんな時、何て言えばいいんだ……」

　肩を落とす健二の視界に、細い腕が飛び込んだ。

　縁側の突き当たりで、皺しわを刻んだ腕が手招きをしていた。

「？」

　なんだろうと思って近づくと、壁に手をついた栄が苦笑いを浮かべていた。

「ちょっと手を貸してくれるかい」

　栄に肩を貸し、やって来たのは書斎だった。健二は碁盤の前に置かれた座布団の上に、栄をゆっくりと座らせる。栄の身体は思っていた以上に軽かった。

「──この足ときたら、てんで言うことを聞かないんだから」

「あんな無茶をするからですよ」

「ふう、ありがとう。助かったよ」

　薙刀を振り回していた時とはうって変わり、優しく微笑む栄。その様子を見て安心し、健二は「じゃあボクは、片付けに戻ります」と腰を浮かしかける。

「お前さん、花札は知ってるかい？」

　えっ、と振り向くと、栄がすでに花札を切っていた。老女の悪戯いたずらっぽい笑みを見て、健二は戸惑いつつも向かいの座布団に腰を下ろす。

「ルールだけなら、昨夜……」

「上等。昔はよく家族みんなでやったもんだが、今じゃすっかり相手がいなくてね」

「夏希先輩も大おばあさんに花札を教わったって」

「あの子の勝負運は、一族の中でもピカ一だ。天性のもんだろうねえ」

　何気ない会話を交わしつつ、栄が慣れた手さばきで札を盤上に並べた。山を置く仕草まで美しい手つきを見ただけで、よほどの場数を踏んでいることが分かる。

「あんたの親でいいよ」

「はい」

　自分の札を見て、中から一枚を盤上にペタリと置く。彼が山から札をとると、栄がピシッと小気味良い音を立てて札を盤に置いた。

「さっきはとんだ身内の恥をさらしてしまったね」

「いえ……でも、ビックリしました」

「夏希のバカさ加減にも、驚いたろう」

　健二は答えることができない。

　やっぱり夏希は、侘助のことを──という考えが頭をよぎる自分が嫌だ。世界も陣内家も、それどころではないというのに。

「こいこいです」

「やるね」

　老眼鏡を通して盤を見下ろしてから、上目がちに栄が笑った。健二は恐縮してペコリと頭を下げる。

「この勝負ね、あたしが勝ったら──」

「えっ？」

「何か賭かけないと、つまらないじゃないか。そら、こいこいだ」

「はあ……」

「よし。それじゃあ、もしあたしが勝ったら」

　健二は札を出し、山に手を伸ばす。

「あの子を、よろしく頼むよ」

　ピタリと健二の手が止まった。見開いた目で、栄の顔を見る。

「え？」

「恋人役なんて頼んだりするようなバカな子だが、全部ひっくるめて家のことを心配してのことなんだ」

　分かっている。夏希が好んで人を騙だますような人間ではないことは──いや、たまに悪戯でウソをつくこともあるけれど……それも広い意味で、誰かを笑わせるためだ。夏希が悪い人間だなんて考えたことは、一度たりともない。

「それに」

　栄が札を置き、ふっ、と笑う。

「〝必ず、幸せにします〟」

「っ！」

　聞き覚えのあるセリフに、健二は顔を上げた。耳が真っ赤になる。

「あれが演技だなんて、本気で思い込むような鈍いところもある。それもあたしのせいなんだけれど……これはもう朝方に話したんだっけね」

「う……あ……」

　さすが陣内栄。何もかもお見通しらしい。真っ赤な顔で狼狽うろたえる健二を見て、「ふふ」と目め尻じりに皺を寄せる。

「それと、もう一つ、あたしは責任を感じてるんだ」

「え……」

「侘助のことさ。うちの人の隠し子だからって、あんまり周りが冷たくするもんだから、ついまだ小さい夏希に頼んじまったんだ」

　昔のことを思い出したのか、栄の手が止まった。

「あんただけでも、あのろくでなしを家族として扱ってやってくれってね……」

「……」

「小さいながら、責任を感じちまったんだろうね。それから夏希は、よく一人でいる侘助に必要以上にかまうようになった。あの子はもうそんなこと忘れちまったんだろうけど、責任感がごっちゃになって色々とカンチガイしてるような節がある。だから、できることなら──」

　札を置き、栄が言った。

「そこらへんも含めて、あの子には普通の人生を送って欲しいんだ。可愛さ余ってあんまりなことをしてしまった張本人で、老い先短いあたしじゃ駄目なんだ」

　栄が顔を上げ、健二の目を見つめた。

　しかし、健二は──。

「ボクは……ボクはまだ……自分に自信が持てなくて……」

　目を、そらしてしまう。何一つ取り柄がなく、唯一の得意な数学でも、とんでもない大騒動を引き起こしたりと、裏目に出てしまう。そんな自分ごときが篠原夏希のとなりにいる資格があるのか、どうしても自信が持てない。

「あの子のこと、好きなんだろう？」

「う……そ、それは……あの……辛つらい時に助けてもらって……あっ、でも本人はそんなこと知らないだろうけど……その……はい……」

　耳まで真っ赤な顔で消え入りそうな声で答える健二。最後の「はい」にいたっては、口の中で呟つぶやいただけで、栄の耳に入ったかどうか。

「それなら、大丈夫」

　栄が力強く頷うなずいた。

「あんたなら、できるよ」

　健二の胸に、暖かい何かが生まれたのが分かった。取り柄がなく、失敗ばかりで、傷ついた夏希に声をかけることもできなかった健二だが──。

　栄にそう言ってもらえるなら、ほんの少しだけ自信がついた気がした。

　ラブマシーンなどモノともせずに返り討ちにしてしまった、日本一の老女が太鼓判を押してくれたのだから。

「ふふ」

　栄が心から嬉うれしそうに笑い、山からめくった札を盤に置いた。

「あたしの勝ち」

　陣内栄が歯を見せて笑うところを、彼ははじめて見た。
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　その夜、健二は蚊か帳やの中でその日に起きた出来事を一つ一つ、思い出した。

　差出人不明のメールに書かれた暗号を解いてしまったせいで、ＯＺ混乱の重要参考人にされてしまったこと。佳主馬がキング・カズマと知り、しかしラブマシーンに彼が敗れてしまったこと。生まれてはじめて、手錠をかけられたこと。とうのラブマシーンの開発者が、侘助だったこと。そして──栄と花札をしたこと。

　ＯＺが大混乱に陥ったことで、世界中が混乱してしまった。

　それなのに事件を引き起こしたきっかけを作った人間と、敵に立ち向かおうとした人間、それにそもそもの原因を開発した人間が、一つ屋根の下にいた。スケールが大きいのか、それとも小さいのか分からない。なんだか悪い夢ではないのかとさえ思う。

「……」

　布団の中で何度も寝返りをうつ。鈴虫の鳴き声が、疲れ果てた健二の脳に染み込んでいくのが分かった。

　明日、目が覚めたら、夏希はどんな顔をしているのだろう？

　色々と考えながら、健二はようやく暗闇を見つめていた両目を閉じ──。

「──」

　やけに鳴き声が五月蠅うるさいな、と思った。

　鈴虫ではない。

　この鳴き声──。

「……！」

　健二はハッと目を見開いた。

　夢も見ずに深い眠りについていたようだ。寝室がいつの間にか暗闇ではなく、眩まぶしい朝日に包まれていた。

　身を起こして、顔を上げる。

「ハヤテ……？」

　犬の激しい鳴き声が、屋敷のどこからか聞こえた。あの人なつっこい柴しば犬いぬがこんなに吼ほえ続けるなんて、この二日間ではじめてだ。

　早朝の湿気を含んだ空気が鼻をついた。

　健二は、胸騒ぎを覚えた。ハヤテの鳴き声に混じってかすかに聞こえる声──。

　それは、悲鳴に聞こえた。

　蚊帳をくぐって縁側に出ると、向かいの縁側を万理子と万作が駆けていく姿が見えた。

「万作！　早く！」

「ああ、分かってる！」

　身体が勝手に動いていた。健二は万理子たちの後について走る。

　前方の二人が飛び込んだのは、栄の寝室だった。部屋の周りを、呆ぼう然ぜんとした顔の親しん戚せきたちが取り囲んでいる。

「──」

　健二は縁側から寝室をのぞき込んで、全身から力が抜けるのを感じた。ジェットコースターに乗った時のように、腹の奥がぎゅっと締めつけられる。

「おばあちゃん！　目を覚まして！」

　涙ぐんだ直美や理香が、寝室の中央にいる栄に向かって叫んでいた。

　とうの栄は布団の上に横たわり、レスキュー隊員の克彦が必死に人工呼吸を行っている。枕をどかせた栄の顔は、紙のように血の気が失せていた。

「大おばあちゃん！」

　布団の横に両膝ひざをついた夏希が、悲鳴のように叫ぶ。

　健二は太助や子供たちと同様、呆然とその場に立ち尽くす。

「起きて！　お願い！」

　女性たちが必死に呼びかけるが、栄は返事をしない。克彦が懸命に蘇そ生せい術じゆつを続ける。遅れて姿を現した翔太が栄の様子を見て、ぺたんと縁側に尻しり餅もちをついた。

　内科医の万作が、克彦を止めた。栄の首に手を当て、聴診器を胸に当てて、ペンライトで瞳どう孔こうを確認する。

「克、代われ」

　救急救命士の頼彦が、克彦の肩に手をかける。万作がペンライトの光を消した。

「もういい」

「駄目よ、続けて、克彦！」

　万理子が懇願するが、万作は首を振る。

「無駄だ」

「続けてっ！」

　夏希が叫んだ。絹を引き裂くような、誰よりも大きな声だった。

　克彦が人工呼吸を再開するも、沈黙が重くなる一方だった。やがて腕を止め、たくましい腕で目元を拭ぬぐう。

「みんな、揃ってるな」

　万作が寝室を見回してから、腕時計を見た。

「５時21分……」

　夏希たちの嗚お咽えつと、雀の鳴き声が寝室に響く中、万作の宣告が下された。














三の陣









　仏間に寝かされ、白い布を顔にあてられた栄を、陣内家の先祖たちが見下ろしていた。壁にかけられた遺影の中には、栄の夫もいるのだろう。軍服を着た人物や日に焼けて変色したモノクロ写真で笑う袴はかま姿の人物もいる。

　仏壇には線香が焚たかれ、紫色の煙が栄を囲む親戚たちを撫なで、天井へと消えていく。

「狭心症でな。ニトロを処方してた」

　縁側に座った万作が、煙草をくゆらせながら、ぽつりと呟いた。万作の前では、ハヤテが顎あごを持ち上げ、仏間を覗のぞき込んでは鼻を動かしていた。

「……」

　仏間の隅に立つ健二は、拳こぶしを握りしめる。

　昨夜の栄は男勝りの手さばきで薙刀なぎなたを振り回し、その後、健二と花札を打ったのだ。

　それなのに──。

　──あたしの勝ち。

　花札をめくり、嬉しそうに笑った栄の顔は、はっきりと憶おぼえている。

「これで体調をモニターしてたんだ。心拍、血圧、発汗……異常があれば、ＯＺを通じてアラームが鳴る仕組みだが……」

　万作が携帯電話を開き、また閉じる。

「昨夜からのデータが送られていない」

「昨日の大混乱のせいか……」

　頼彦が絞り出すような声で呟つぶやいた。健二もまた畳を見つめながら、言う。

「アカウント盗難はまだ続いてるらしいですから……きっとその中にシステムの関係者がいたんだ……」

　さすがのラブマシーンも、人の余命まで予知できるはずもない。いかな混乱を阻止した好敵手とはいえ、コンピューターに栄の寿命を縮めることができるはずもなかった。

「いつも通りなら、助かってたってえのかよ！」

　怒鳴る万助に、万作が弱々しく首を振った。煙草をくわえ、白い煙を吐く。

「いや……寿命だろうな」

「納得いくか、そんなモン！　侘助はどこだ!?　とっつかまえて、締め上げてやる！」

　万助が仏間を見回すが、侘助の居所を知る人間は誰もいないようだ。克彦が言う。

「昨夜、あの後、翔太の車で出ていったらしい……」

　愛車のＲＸ─７を奪われた当の本人は、栄のそばで呆然とうなだれていた。今日になったら健二を警察署に連行すると息巻いていたことも忘れているに違いない。

「10年も家を離れてたのよ。連絡先なんて誰も知るもんですか」

　直美が吐き捨てるように言った。化粧をしていない彼女を見るのは、はじめてだ。

　健二は首を動かし、夏希を見た。両手で顔を覆い、力なく壁によりかかっている。

　沈黙が落ちた。

　蟬の鳴き声が昨日と同じくらいやかましいのに、妙に静かに感じる。

　万助が「くそっ！」と障子を殴りつけた。荒々しい足音とともに、仏間から立ち去る。その怒声が聞こえたのか、別の部屋にいる赤ん坊の恭平が泣く声が響いた。由美が腰を上げ、泣き声が聞こえるほうへと歩いていった。

　一人、また一人と、仏間から親戚が姿を消していく。夏希も立ち上がり、うなだれたまま、どこかへと歩いていった。

　健二もまた仏間を離れ、あてもなく屋敷の中を歩き出した。縁側から空を見上げると、分厚い入道雲が浮かんでいた。遠くに見える山々に、影が落ちている。

　時間がゆっくりと流れた。

　健二は万作に教わったやり方でハヤテを撫でていたが、まだ下手くそなせいか、ふいっと首をもたげて振られてしまった。することがなくなると、足が自然と居間に向かった。

　考えることは皆、いっしょのようだ。──いや、こういう時こそ寄り添うのが家族というものなのかもしれない。居間には夏希を除く全員が集合していた。

　万助が池のほとりに立ち、鯉に餌をやっていた。万作は畳の上に寝そべり、その様子を眺めている。万理子は直美や理香に寄り添われ、ハンカチで目元を拭ふいていた。縁側に立った理一は、その精せい悍かんな顔で遠方の山を眺めていた。

　居間の隅では、こちらに背を向けて、由美が恭平におっぱいをやっている。まだ呆然としている翔太の肩を、父親の太助が力づけるように叩たたいた。頼彦と典子が、泣きべそをかいて自分たちを叩く真緒の頭を撫でる。加奈を挟んで無言でいるのは邦彦と奈々だ。障子に寄りかかった克彦の前で、真悟と祐平が静かに遊んでいる。

　離れた場所で、大きなお腹の聖美が両手で顔を覆って泣いていた。佳主馬が無言で、そんな母親のそばに寄り添っている。

「……」

　なんとなく、居間に入るのが躊躇ためらわれた。この沈黙を共有するには、陣内家と過ごした時間が少なすぎる気がしたからだ。居間を素通りし、屋敷内を歩いて回る。

　朝顔が並ぶ離れの縁側に、夏希を見つけた。

　白いワンピース姿で空を見上げる一つ年上の少女は、となりに健二が座っても何の反応も示さなかった。

　しばしの間、二人は無言で入道雲を見上げていた。

　夏希が大粒の涙を流し始めたのを見ても、健二はかける言葉を見つけられずにいた。

「……止まんない」

　前を見つめ、とめどなく涙をこぼしながら、夏希が呟いた。

「……涙」

　床に手をついた夏希は、目元を拭おうともしない。

「どうしよう……」

　呆然とした顔で肩を震わせる夏希を見て──それでも慰めの言葉が浮かばない自分自身に、猛烈な怒りが湧いた。これ以上、夏希を傷つけてしまうのが怖くて、夏希に拒否されることが怖くて、何もできない。健二は意気地無しのまま、何も変わっていない。

　だから、彼の手を恐る恐る動かしたのは、もらった勇気だ。

　──あんたなら、できるよ。

　今、何もしなければ、花札を挟んで見たあの人の笑顔までウソにしてしまう気がした。

「……！」

　夏希が、顔を強こわばらせた。

　健二の指先が、夏希の手に触れたのだ。夏希の反応を見て思わずまた手を離してしまうが、勇気を出して彼女の右手に自らの左手を乗せる。

　夏希は拒まなかった。その代わり、堪こらえきれなくなったように顔をくしゃくしゃにして泣き出した。声を出して泣きながら、すがるように健二の指に自らの指をからめる。

「どうしよう……」

　夏希がまた呟いた。嗚咽を漏らしながら、かすれた声を絞り出す。

「大おばあちゃんがいなくなっちゃうと……みんな、バラバラになっちゃう……ガンコな人たちばっかりだから……」

「……」

「侘助おじさんも……結局、いなくなっちゃった……大おばあちゃんに頼まれたのに……私、何もできなかった……」

　左手で目を押さえる夏希は、途方に暮れた子供のようだった。親を捜す迷子のように、心細く、不安な気持ちでいっぱいなのだろう。

　大おばあさん、夏希先輩はちゃんと憶えてました──。

　亡き栄に、心の中で伝える。

「みんな、いっしょが好きなのに……だから私、大おばあちゃんみたいになりたかったのに……何もできない……」

　出会ってから一年が経ち、しかし健二は明るく笑う篠原夏希しか知らなかった。だが上田市にやって来てからの彼女は、曾そう祖そ母ぼのためにウソをつき、恥ずかしさのあまり畳の上を転がり、今、こうして泣いている。

　──あの子のこと、好きなんだろう？

　栄の声が聞こえた気がした。

　今まで見たことのない夏希を知った今、彼の気持ちは以前よりも強くなっている。

「みんなのこと……好きですか？」

　健二は、はじめて口を開いた。

　夏希が泣き顔で彼を見て、小さく頷うなずいた。

「うん……」

「そ、それなら、きっと大丈夫です」

　栄の受け売りだが、彼女のようにうまくはいかなかった。健二はにっこりと微笑む──はずだったのに、ぎこちない笑みしか浮かばなかった。

「夏希先輩なら、できますよ」

　しかし気持ちを込め、力強く言う。

　そんな彼の笑顔を見て、夏希がきょとんとした。

「……あはっ」

　年上の少女が噴き出した。泣き笑いを浮かべ、涙を拭ぬぐう。

「ヘンな顔」

「う……」

　健二は顔を赤くして、目をそらす。

　まだまだ健二は意気地無しで、自信が持てないままだが、このままではいられない。夏希の泣く姿を見て、そう思った。こんな自分でもできることは皆無ではない。

　草の生えた地面をじっと見つめ、決意する。

　自分にできることを、一つ一つやっていこう。

　覚悟を決め、ぎゅっと強く手を握りしめる。

「健二くん……手、痛い」

「すっ、すみません！」

　恥ずかしそうに口を尖とがらせる夏希から、慌てて手を離しながら。

　たった今決めた覚悟とは、何の関係もないことを考えた。

　東京に帰ったら両親ともう少しだけ、話をするようにしよう、と──。
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　遅めの朝食は、洋間と客間でとることになった。となり合った両部屋もまた広く、食器棚が置かれた洋間には女性陣と子供たちがテーブルにつき、客間のソファには男性陣が集まった。健二も客間側で一人掛けのソファにつく。

　朝食はごはんと味噌みそ汁しる、高野豆腐や漬け物といった簡単なものだ。誰もほとんど手をつけない状況で、万理子と子供たちだけは箸はしを口に運んでいる。無邪気な子供たちはともかく、万理子は無理やりに喉のどに通している様子である。

「了平には知らせたのか？」

　朝食が始まってから続いていた沈黙を破ったのは克彦だった。客間から洋間を振り返る亭主に、由美が太めの首を横に振った。

「今日の決勝戦が終わるまで、待ってあげて」

「……そうだな」

　そしてまた、沈黙。

　健二を含め、誰もが遅々として食を進めずにいる中、万理子が箸を置いた。まだ残っている白米や味噌汁に向かって、「ごちそうさま」と手を合わせる。

「今日は、忙しくなるわよ。皆もちゃんと食べて体力つけておいてね」

　栄が亡くなった今、陣内家の最年長者は万理子だ。彼女がその自覚を持とうとして、気丈に振る舞っているのが分かった。

「典子ちゃん、由美ちゃん、奈々ちゃん、台所はお任せするわ。お通夜のお酒も、いつもの酒屋さんに頼んでおいてね」

　嫁組の三人が「はい……」と頷いた。

「万作はお寺に話をつけてきて。頼彦たちは町内会と商工会にお知らせして、世話役を誰にするか相談してきてちょうだい。……みんな、いいわね？」

　栄の通夜と葬式だ。知人友人のみならず、各界からどれほどの弔問客が集まるか想像もつかない。だが一族の大黒柱を失ったショックは大きく、一同を見回す万理子にはっきりと返事をする者は誰一人いなかった。

「……そんなことより、やることがあるんじゃねえか？」

　二人掛けのソファの上で、万助がゆっくりと顔を上げた。

　一同は眉まゆをひそめた。洋間で理香が万理子に言う。

「そうよ、お母さん。紅白まんじゅう」

「ああ……葬式まんじゅうに替えてもらわないとねえ」

「まんじゅうの話じゃねえ！」

　万助が立ち上がった。日に焼けた赤黒い顔が、怒りでさらに真っ赤になっている。

「仇かたき討うちだ！　あのナントカって機械野郎をぶっ壊すんだよ！　そうだろ!?」

「……なにバカ言ってるの」

　万理子が嘆息し、万助の闘志を一刀両断する。

「寿命だって万作も言ったでしょ。あんたは昔っからすぐ頭に血が上るんだから」

「なんだとぉ！　母ちゃんだって昨夜、言ってたじゃねぇか！　身内の恥は身内でカタァつけるって！　ありゃあ遺言じゃねえのか！」

「いい加減にしなさい、バカ」

　万理子が言い放ち、椅子から腰を上げた。自分の茶ちや碗わんを持って片付けようとする。そうなると、誰も万助に構う人間はいなかった。「お前ら、それでも陣内家の子孫か!?」と声を張り上げる万助を無視し、それぞれ席を立とうとする。

　栄が没し、消沈した雰囲気の中、仇討ちだ戦だと叫ぶ万助は滑こつ稽けいに映った。あまりに時代錯誤すぎて、誰も相手にすらしない。

　そんな中、健二は恐る恐る手を挙げた。ソファから腰を浮かせる。

「あの……」

　席を立ちかけた一同が、客間を振り向いた。

「賛成、です」

　客間と洋間が、しんと静まりかえった。

「今までＯＺでの出来事が人の命に関わることはなかったけど……こうなってしまうと、やっぱりラブマシーンは危険だと思います。大おばあさんは、その、寿命だったのかもしれないとしても……近いうちに大切な人を失ってしまう人が出ないともかぎりません。そんな被害を出さないためにも……」

「はあ!?」

　直美が怖い目つきでテーブルに身を乗り出した。彼女にしては今日のメイクは控えめである。健二は思わず身を竦すくませた。

「アンタ、なに言ってんの!?」

「だから、その……こっちには開発者がいて……もういないけど……キング・カズマがいて……なんていうか、あの……他の人たちよりも、武器がないわけじゃ……」

「ひとんちで何言ってんのって聞いてんの！　アンタ、関係ないじゃん！」

　その言葉は、グサリときた。

「なんでウチが、こんな時によそんちまで心配しなきゃなんないワケ？」

　まったくもって、その通り。これ以上ないくらい当事者の正論に打ち負かされ、健二はうなだれた。直美の言葉よりも、視界の端に映った夏希の心配そうな顔がトドメだった。

「……すみません」

　再び沈黙が落ち、今度こそおかしなことを言い出す者は現れなかった。

「さ、みんな」

　万理子が手を叩たたいて促し、一同がため息混じりに朝食の片付けを開始した。

　数十年来の屋敷の主あるじを失っても、蟬は変わりなく鳴き続ける。縁側から見えた入道雲が、はるか彼方かなたの空に流れて消えた。

「──すみませんでした」

　朝食を片付けた後、客間に残ったのは、健二、万助、佳主馬、理一、太助の五人だった。万理子から戦力外通告を受けた男たちがソファに座り、頭を突き合わせる。

「出過ぎたことを言って……」

　空気も読まずに、つい出しゃばってしまった。寺に向かう前、万作が元気づけるように彼の肩を叩いていってくれたのがせめてもの救いだ。

「いや、君の意見は正しい」

　意外な肯定の声が上がった。自衛隊員の理一だ。

「人を守ってこそ、己を守ることもできる」

「それ、自衛隊のモットーか何か？」

　電器屋の太助が訊たずねた。ソファに身を沈めた理一が、「いや、七人の侍のセリフだよ」と渋い顔で答える。

　離れたソファでノートパソコンを開いていた佳主馬が、口を開いた。

「太助おじさん。店でパソコン、扱ってるよね」

「ん？」

「これよりいいマシン、ある？」

「そりゃ、もちろん」

「佳主馬くん……？」

　健二は佳主馬を振り向く。ランニングシャツの少年が、ノートパソコンを閉じた。

「健二さん……こっちにはキング・カズマがいるって言ってくれたよね」

　非公式といえど、ＯＭＣのルールでラブマシーンに敗れたキング・カズマは、チャンピオンの資格を失ってしまった。そのためスポンサーも一社残らず離れていき、今の彼には何も残されていない。

「もうチャンピオンでもなんでもないけど……何をすればいいか、教えてよ」

「え？」

　佳主馬が立ち上がった。

「ヤツとどう戦うかって話。リベンジだよ」

　万助、理一も立ち上がった。太助が「……本気？」と戸惑うも、父親と甥おいっ子の表情を見て、頭を搔かきながら立ち上がる。

「はは……」

　健二は情けない笑みを浮かべた。いざ真剣な彼らの顔を見ると、身震いがした。

　いや、これは武者震いだ──そう思い込むことにする。

「作戦はあるのかい？　健二くん」

　理一に問われ、健二は立ち上がった。そばに置かれたコードレスフォンを手にとる。

「はじめてこの家にやって来た日、万助さんが夕飯の席でしてくれた話──あれを参考にさせてもらいます」

「ああん？」

　眉をひそめる万助に笑いかけながら、番号をプッシュし、受話器を耳に当てる。

「もしもし、佐久間？　ちょっと協力して欲しいんだ」

『はあ、何を始めようってのよ？』

　佐久間はまだ寝ていたようだ。ある意味、夏休みを満喫しているといえる。

　健二は客間にいる陣内家の人々を振り返った。

　これから始めるのは、栄の仇討ちであり、陣内家の身内がしでかした汚名をすすぐ戦いであり、健二の責任をとる最後のチャンスでもあり、総じて──。

「合かつ戦せんだよ」

　慶けい長ちよう５年７月。

　徳川秀ひで忠ただ率いる３万８０００の軍勢が上田小ちいさ県がたに攻め入った。対する上田勢の兵力は、わずか２０００。正攻法では圧倒的不利と見た上田勢は、わざと敵を挑発して引きつけ、上田城の二の丸まで誘い込み、敵を城内に閉じ込める戦法をとった。徳川軍は頑強な上田城と分断工作によって大いに混乱し、ついには敗走する。

　これぞ後に言う、第二次上田合戦。

　陣内家のご先祖様が、強大な敵に立ち向かった大合戦だった。
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　仏間に行くと、万理子、理香、直美が栄の遺体のそばで顔を突き合わせていた。

「意外とないものねえ」

「ねね、これどう？　知事褒章の時の」

「ばっちり！」

　栄のアルバムや写真を持ち寄せ、遺影に使う写真を選んでいるようだ。

　健二は静かに室内に入り、栄の前で正座をする。亡き陣内家16代目当主の枕元には枕飾りが置かれ、線香と小さな鐘が置かれていた。健二は両手を合わせ、目を閉じる。

「キレイな死に顔でしょ？　あらためて見ると」

　万理子が振り返り、微笑んだ。「はい」と頷うなずく健二に、直美と理香の42歳独身コンビが詰め寄る。

「アンタさあ、もうお父さんなんかにたぶらかされちゃダメよ？」

「そうそう。男の子だからってさ」

「万助はねえ。ホントにもう、こんな時になんだってああなのかしら」

　健二は、頰をひきつらせる。

「ところで、どうしたの？　手が空いてるなら……」

「あ、いえ、その」

　健二が切り出そうとした時だった。

　ドンッ！　という重いものがぶつかる音とともに、屋敷全体が大きく揺れた。大地震のような震動が縁側の簾を揺らし、天井を軋きしませる。栄の枕元に置いた枕飾りから鐘が落ち、畳の上を転がった。

　健二が肩をすくめ、万理子たちがいっせいに音が聞こえたほうを振り向いた。

「なっ、なにっ、今の……!?」

「あのう、もしかしたらなんですけど、これからちょっとだけ──」

　健二が言いかけたところへ、また同じ衝撃。仏間の壁に飾られたご先祖様たちが何人か、畳の上に落ちた。

　万理子たちが仏間を飛び出した。健二も後を追いかける。

　小走りに縁側を駆け、大広間の前にやって来たところで、足を止める。

「あれえ？　寸法、測り間違えたかなあ？」

　一台のフォークリフトが、庭に乗り上げていた。運転席に座る太助が首を傾げ、アクセルを踏む。荷台に載せた大きな段ボールの箱が、縁側に激突する。

　ドンッと、また大地震。ハヤテが大きく一鳴きした。

「もしかしたら、ちょっと五月蠅うるさくなるかもしれませんけど……その、何でもないので、気にしないでください……」

　呆ぼう然ぜんとする万理子たちに、健二は出来る限りの愛想笑いを送った。

「──もうちょっと持ち上げてください。あ、オッケーです。オーライ、オーライ」

「よし、ちょっと筐きよう体たいを傾けてくれるかな。そうそう、一人で支えられる？　じゃあ今、バックするから」

　呆あきれ果てた万理子たちが「勝手にしなさい」と立ち去った後、健二と太助は段ボールの箱を屋敷に引き入れることに成功した。

　箱を開け、梱こん包ぽうを解く。中から姿を現したのは、またもや大きな箱だった。

「こんなものまで扱ってるんですか……？」

　梱包材を抱え、健二はそれを見上げた。普通のパソコンを十倍以上に大きくしたような筐体は、彼の身長よりも大きい。ハードウェアはあまり詳しくない健二には、スーパーコンピューターの一種だろうという予想しかつかなかった。

「地元の電器屋ってのは、小売りはわずかでね」

　側板を外し、太助が笑った。汗でズレた眼鏡を直しながら、配線のチェックを始める。

「実は役所や学校の備品発注が大半なのよ。これも大学に納品予定のヤツ」

「それって、大丈夫なんですか……」

「大丈夫、大丈夫。借りるだけ、借りるだけ」

　太い電源コードを引っ張り出す太助は、どこか嬉うれしそうにも見えた。健二はそんな彼を見て、不思議に思っていたことを訊ねる。

「……反対されると思ってました」

「ん？」

「万助さんが戦うって言い出した時、思わずボクも賛成しちゃったけど……他の皆さんは、とてもそんな雰囲気じゃなかったし」

「ああ……健二くん、万理子おばさんたちに必死に言い返してたでしょ。ウチはどっちかというと女系家族だから、男は弱くてさ。だから本当は、スゴイなと思ってたんだよ」

「……」

「父さんや理一くんも、同じじゃないかな。佳主馬は、どうかな。あの子は無口でちょっと表情が分からないから……えーと、電源は、父さん待ちだ。アテがあるって言ってたけど、どうするんだろう」

　バキッと何かが折れる乾いた音が響いた。庭の、もっと先から聞こえる。

　健二と太助は顔を見合わせた。玄関を出て、坂道を見下ろす。

「わっ！」

「ちっ、ちっ、ちょっ──」

　慌てふためく健二と太助の見ている前で、坂道の下にある立派な門が砕け散った。

　強引に門を突き破ったのは、一台の大型トレーラーだった。大音響のエンジン音を鳴り響かせて、坂道を駆け上がってくる。

「に、逃げろ、健二くん！」

「わわわっ！」

　玄関先の小さな門も、トレーラーの餌え食じきとなった。そのまま庭へと乗り込んでいくトレーラーを見て、健二たちは屋敷の中を走って先回りする。

「……」

　大広間の縁側に戻った二人は、ぽかんとして巨大な車体を見上げた。

　大型のトレーラーが池の前に停車──しようとして、勢い余って先客のフォークリフトを轢ひき倒した。荷台には、たくさんの集魚灯をぶら下げた大きな漁船が固定されている。

　突然、漁船の集魚灯が点灯した。眩まばゆい明かりが、屋敷を照らす。

「わっ！」

　万助がトレーラーから降りた。顔を覆う健二たちの前で腕を組み、豪快に笑う。

「いいだろ、俺の船！　新潟からぶっとばして２時間だ！　こいつなら、３００KWまでカバーできるぞ！」

「……」

「電源って、コレ……？」

「おおっと、いけねえ！　こいつ、水冷だった！」

　万助が操作するトレーラーのクレーンによって、５トンは重量があるであろう漁船が池の上に運ばれて──。

　ロープが、切れた。

「……」

　前のめりに落下した漁船の船底が、池の底にぶつかる音がした。水面が弾はじけ、津波となって空高く舞い上がる。盆栽が押し流され、ハヤテが逃げ惑い、錦にしき鯉ごいが宙を舞う。

　ロープ外しを手伝うために庭に降りた健二たちも、大波の餌食となった。顔面から青臭い洪水をくらい、漁船がバウンドしたことで発生した第二波が、大雨となって頭上から降り注ぐ。立ち尽くす健二の頭に、大きなカエルが墜落した。

　幸運にも山中で海水浴を満喫できた健二の耳に、またエンジン音が聞こえた。玄関の方角を見ると、眼鏡に苔こけを貼りつけた太助の向こうから、新たな車が庭にやって来た。

「……？」

　迷彩パターンのトラックだ。後部に積んだ箱のような荷台には、大きなアンテナが突き立っている。

　水浸しになった庭にトラックが停車し、運転席から理一が顔を出した。

「ずいぶん涼しげだね」

「理一さん……何ですか、これ？」

「自衛隊のデジタルネットワーク実験車両。松本の駐屯地から拝借してきた」

「……理一さんて、自衛隊のどこ所属なんですか？」

　防衛関係に疎い健二でも、簡単に外部へ持ち出せるような代物でないことくらい分かった。健二の問いかけに、理一がニヤリと意味ありげに笑んだ。

「ちょっと言えないトコ」

「……」

　びしょ濡ぬれのまま立ち尽くす健二の背後から、子供たちの声が聞こえた。

「アンテナついた霊れい柩きゆう車しやだ！」

「船に電気いっぱいついてる！」

「報告、報告！」

　真悟、真緒、祐平が縁側を走り、仏間のほうへ駆けていった。「ウチって、バカな男しかいないのっ!?」と理香が叫ぶ声が聞こえた。

　理一のポケットから、携帯電話の着信音が響いた。さっそく荷台の内部で怪しげな装置の調整作業を始めたばかりの理一が、健二にうながす。

「今、手が離せない。誰からか見てくれるかい？」

　健二が「失礼します」とポケットから携帯電話を引き抜くと、街で各所に連絡をして回っているはずの頼彦からだった。電話ではなく、ＯＺを使ったチャットシステムへの招待のようだ。この機能を使えば、一対一ではなく複数人による同時通話が可能になる。

　理一に「代わりに話、聞いておいて」と頼まれたので、健二は電話に出た。

「もしもし」

　画面に、一体のアバターが現れた。サイコロを二つ積んだような形のブルドッグである。胸にぶら下げた聴診器を揺らしながら、首を傾げる。

『やあ。そっちの様子が気になってね』

「こっちの様子は……ええと……」

　門がぶち壊されて、池には漁船が浮かんでて、自衛隊の特殊車両が到着しました──。

　一体、どこから説明したら良いのやら。

『大丈夫そうかな。今朝の君を見て、無茶をしていないか心配だったんだ』

「……」

『なあ、俺たち、これでいいんかな』

　画面に、別のアバターが加わった。防火用の鉞まさかりを持ったシベリアンハスキーだ。声からすると、克彦のアバターのようだ。

『喪中だ。おとなしくしてろ』

　克彦と同行している万作の声とともに、カプセル型のアバターが加わった。そこへ大きなダックスフント型のロボットが割って入った。邦彦の声で言う。

『でも、このままじゃ侘助が創ったアレが、また何かしでかすことが分かってるんだろ？　そのせいで人が死んだりしたらと思うと、罪悪感あるよ。職業柄』

『今は仕事のことは忘れるんだ』

『そりゃ無理な話だろ、親父』

『昔っから、人の役に立てって、栄ばあちゃんに言われてきたんだぞ。だから一族みんなで何かしらそういう仕事してんだからさ』

『まあな……』

『だからって、俺たちに何ができる？』

　そう言って黙り込む父親と息子三人を見て、健二は意を決した。どちらにしろ協力を求めるつもりで、タイミングを見計らっていたのだ。

「あの……実は──」

　作戦を伝えると、彼らは驚いた。最初は困惑していたが、わずかなやり取りを終えると、むしろすっきりした声で通信を切る。結局、彼らにも思うところがあったのだろう。

　着替えるために庭を通って自室に戻ろうとすると、佳主馬の姿を発見した。敷地の端、人目につかない場所で、何かの格闘技の構えをしている。

「……」

　子供らしからぬ、鋭い突きと蹴けりを放つ。その横顔には気迫が満ちていた。

「佳主馬、着替え」

　健二のそば、縁側を洗濯物を抱えた聖美が通りがかった。佳主馬は構えたまま、「あとで」とそっけない。

「佳主馬くん……キング・カズマみたいだ」

　当たり前のことを呟つぶやく健二に、大きなお腹をした聖美が苦笑いした。

「あの子、ああ見えて昔はひどいいじめられっ子だったのよ」

「えっ？」

「それで名古屋から新潟の万助おじいちゃんに、ＯＺ経由で少林寺拳法を教わったの」

　いじめられっ子から、何社ものスポンサーがつくＯＭＣチャンピオンになったのだ。相当の努力を積んだに違いない。

「あの子、無愛想だから分かりにくいけど、あなたのこと気に入ってるみたい。仲良くしてあげてね」

「はあ……」

　世界一──元、世界一の少年に気に入られる要素など、自分にあるのだろうか？　半信半疑でうなずく健二。

　着替えてから戻った大広間は、ますます物々しい景観に変わっていた。

　池で唸うなりを上げる漁船から電源コードが伸び、広間のスパコンに繫つなげられていた。理一が持ち込んだ車両の後部では、観音開きになった荷台の内部で、理一が管制装置を操作している。屋根に備わったアンテナが小刻みに向きを修正していた。

「こらっ、触るな！　あっち行ってろ！」

「さわってないじゃん」

「見てるだけじゃん」

　だるまさんが転んだ状態の理一と子供たちをよそに、広間では太助がスパコンの調整を終えつつあった。漁船からは電源コード、通信車からは外部入力用のコードを接続し終えると、立ち上がって額の汗を拭ぬぐう。

「問題は、冷却だなあ。この家、クーラーないんだよ」

「氷なら、船にいくらでもあるぞ！　手伝え！」

　万助の言葉に、健二と太助、そしてノートパソコンを持って現れた佳主馬が従った。

「太助おじさん。液晶じゃレスポンスが厳しいよ。ＨＤのブラウン管モニターってある？」

「あるある」

「あう……おっ、重いっ……」

　スパコンの周りに大きな金だらいを配置し、氷柱を置いていく。さらに風通しを良くするために取り外してあった襖ふすまを持ってきて、スパコンのある場所を締め切る。そうやって即席の冷房室を作り、となりの部屋にテーブルを置いてモニターを設置する。

『夏希先輩んちって、何なの!?』

　モニターの中でのけぞる佐久間に対し、諸もろ々もろのソフトウェアを設定しながら、佳主馬が平然と答える。

「普通の家だよ」

『２００テラフロップスのスパコンに、１００ギガのミリ波回線って……そんなスペック、全然普通じゃないっしょ!?　どこの軍基地だよ！』

　同感だ。ようやく氷柱と襖の設置を終え、健二はよろよろと佳主馬のとなりに座る。

「果たし状を出したいんだ。佐久間、ＯＺで今一番目立つ場所を教えてよ」

『果たし状？』

「差出人は……キング・カズマ」

『なんでお前がそんなこと言うの？　そういやお前、キング・カズマに助けられてたよな。まさか、知り合いだったのか？』

「オレがキング・カズマだから」

　横から顔を出し、佳主馬が言った。

『ははは、それ、笑うわ』

　モニターに映し出された佐久間が、笑い飛ばした。ペットボトルに口をつけて健二たちも笑い出すのを待つが、誰一人として真顔なのを見て、口元を引きつらせる。

『……ガチで？』

　佐久間が提案したのは、仮想都市ＯＺの中央タワー前だった。「ベタだけどな」と彼の言う通り、まだ混乱の余韻が残っているとはいえ、行き交うアバターの数は多い。

　ポコンッというコミカルな効果音とともに、何もない空間に大きなフキダシが現れた。




〝果たし状　本日、日本時間正午、ＯＺ格闘場にて待つ。──キング・カズマ〟




　単文にして明確な果たし状。ＯＺの基本性能である翻訳機能によって各国語に翻訳されたそれは、あっという間にアバターたちの注目を集めた。

　果たし状の周りに、一つ、二つと小さなフキダシが生まれたかと思うと、たちまち何十、何百、何千というフキダシの数へと爆発する。

　内容は「誰にあてて？」「ラブマじゃね？」「本物のキング・カズマ？」「負け犬再登場」「どうせまた負ける」「また恥晒さらすだけだろ」「そんなにチャンピオンの座に固執してるのかよ」と批判的なものが圧倒的に多かった。

「ひどい……」

「慣れてる」

　怒りを憶おぼえる健二に対し、とうの佳主馬本人は平然としたものだ。そんなことよりも、別の緊張感を抱いているようだ。ぽつり、と呟く。

「勝てるかな……」

　はじめて戦った時でさえ、キング・カズマとラブマシーンの実力は互角に見えた。あれから時が経ち、ラブマシーンはさらなる進化を果たしているはずだ。

「お前は大人だ。大人なら勝たなきゃならん時ってのがあるんだ」

「師匠……」

　いつの間にか、万助が後ろに立っていた。理一と太助もいる。

「中学生でも、大人？」

「もうすぐ兄貴になるんだろ？」

　万助を見上げていた佳主馬が、パソコンに向き直る。

「なりたくてなるんじゃない……しかも妹なんて」

「悪くねえぞ、兄妹ってのは。おやつは半分になるし、ケンカもしょっちゅうで、顔見りゃ憎たらしいばっかりでもな。なあ？」

「人使いが荒かったり、口うるさかったりな」

「小さい頃はオタク呼ばわり、大人になったら年とし甲斐がいもなく厚化粧だったりね」

　理香の弟である理一、直美の兄である太助が、うんうんと何度も頷うなずく。

「でも、家族だ。家族を守るためなら、いくらでも頑張れる」

　そう言って笑う理一に対し、佳主馬は──。

「ふうん……」

　実感がなさそうに、唇を尖とがらせた。
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　健二が客間の前を通ると、歓声が聞こえた。

『さあ、強豪松まつ商しよう学園に挑むのは、上田高校！　今年は粘りに粘り、運にも恵まれて決勝戦まで勝ち上がりました！』

「運って何よぉー！」

　ソファに座り、由美がメガホンを振り回していた。客間に置かれたブラウン管のテレビには、高校野球の中継が流れている。スコアボードが映り、次にピッチャーマウンドで投球練習をする了平の姿が映った。

『上田高校は、この試合に勝てば、実に24年ぶりの甲子園出場です。去年の県大会優勝校である松商学園を相手に、悔いのない戦いを見せてほしいですね』

「お願い！　おばあちゃん、了平を守ってあげてえ！」

　仏間から持ち出したのか、由美は額に入った遺影を膝ひざの上に乗せている。

『さあ、間もなく試合開始です！』

　健二は由美を邪魔しないよう、足音を殺して客間の横を通り過ぎた。

　屋敷内を歩き、きょろきょろと周囲を見回す。玄関先で葬儀屋と話している万理子を見かけ、台所で忙しく料理の下ごしらえをする典子や奈々の話し声を耳にする。

「……」

　こうして見ると、人にはそれぞれの戦いがあるのだと思う。

　たとえば万理子は新しい一家の長として親族をまとめる責任があるし、由美は自分の息子の晴れ舞台で頭がいっぱいだ。典子や奈々は陣内家の嫁として与えられた仕事がある。

　彼女たちにとっては、それらのほうが、世界の危機なんかよりもずっと大切なのだ。

　目に見えない敵よりも、家族との絆きずなを大事にする。そんな人々のことを、健二は心から羨うらやましく思う。

「……」

　ここにも、何より絆を大切にする人が一人。

　風ふ呂ろ場ばに近い廊下に、夏希がいた。壁によりかかり、思い詰めた顔で、手の中に納めた何かを見つめている。

「あっ」

　と言って、健二に気づいた夏希が、手の中の何かを背中に隠した。

「け、健二くん？　どうしたの、こんなところで」

「いえ、その……」

　決戦を前にして、夏希先輩の顔を見たかったんです、とは言えない。

「夏希先輩は……？」

「私？　私は、ええと……」

　目をそらして、口ごもる夏希。

　それきり、二人の間に沈黙が落ちた。健二としては朝、夏希の手を握ってしまったことが思い出されて落ち着かない。夏希も後輩に泣き顔を見られたのが恥ずかしかったのだろう。妙に気まずい静寂の中、二人でそわそわと顔を上げたり下げたりする。

「あっ、池のアレ、なに？　船とかアンテナとか」

「あっ、アレ、すごいですよね。ボクもビックリしました。あはは」

「笑い事じゃないけどね……門、壊れちゃったし」

「……すみません……」

「健二くんが、おじさんたちをそそのかしたんでしょ？」

　少しだけ元気が出たのか。夏希が上目遣いに健二の顔を見つめた。彼は顔を赤くして、激しく首を左右に振る。

「いっ、いえ！　そういうわけじゃ！」

「ジョーダン、ジョーダン。何してるのか知らないけど、がんばってね」

　ガッツポーズを作り、夏希がにっこりと笑った。その笑顔を見た途端、健二の全身の血が沸騰するように熱くなるのを感じる。

　ラブマシーンを一度追い払った時もそうだ。夏希にそう言われると、何でもできる気がしてきた。やっぱり顔を見に来て、良かった。

「はい、がんばります！」

　自分もガッツポーズを作り、踵きびすを返した。廊下を数歩歩き、振り返る。

「がんばりますから！」

「うん、がんばって」

　廊下を歩いていき、角を曲がる前に、また振り返る。

「がんばりますよ、ボク！」

「う、うん、がんばってね」

　苦笑いでひらひらと手を振る夏希を目に焼きつけ、広間に戻る。

　広間にあるモニターの数が増えていた。となりの密室に置かれたスパコンとは別に置かれたパソコンの前に、万助と太助、理一が座っている。健二も自分用のパソコンの前に座り、となりに座る佳主馬の肩を叩たたく。

「がんばろうね！　佳主馬くんっ！」

「いてっ。どうしたの、健二さん。急にテンション上げて。きもいよ」

「えっ……」

「あと三分だ」

　インカムをつけた理一が、振り返った。

「準備完了だ」

「こっちもいける」

「気合い入れろよ」

　太助と万助が、頷いた。それぞれが前にしたモニターに、自分たちのアバターが映し出される。

「はい」

　健二も顔つきを変えた。真剣な顔でＯＺの認証画面を開く。

　一際大きなモニターを睨にらみ、佳主馬が覚悟を決めた表情でキーボードに手を置いた。

「しまっていこう」

　冷房のない部屋に、じりじりと陽炎かげろうが揺らめいた。

　壁に掛けられた時計の針が、いよいよ正午を指そうとして──。





　＊　log in …　＊






　ポーン。

　仮想都市ＯＺの時刻を示す、ワールドクロックが『12：00：00：00』を示した。楕だ円えん形けいの地球儀をバックに表示されたデジタル時計には、ＪＰＮと日本の標準時刻を現すアルファベットが打たれている。

　長い耳と突き出た鼻、鋭くも赤い瞳ひとみ──キング・カズマは、雲間に浮かぶ円形のアリーナに堂々と佇たたずんでいた。ここはＯＭＣの格闘場と呼ばれるエリアで、誰でも利用し、誰でも観戦できるフリースペースとなっている。地面には大きく〝ＯＭＣ〟とペインティングが施されていた。

　目立つ場所に果たし状を掲げただけあって、観客の数も凄すさまじかった。アリーナの観客席は世界中のアバターたちで埋まり、雲の間からはＯＺの守り主にして自律型プログラムである大鯨、ジョンとヨーコが見下ろしている。

　頭上で時を刻むワールドクロックは、正午を過ぎて数分が経過していた。観客のアバターたちが「キング・カズマ、本当に勝てるのか？」「相手ってラブマだろ？」といったフキダシをどんどん増やしていく。

　キング・カズマのそばにいた丸顔のリス、ケンジは観客席を振り返った。

「ラブマ？　ラブマシーンのこと？　やっぱりＯＺの中じゃもう皆知ってるんだ」

「トーゼン。すでに数十万人分のアバターが乗っ取られてるんだ。日本のニュースで流れるのも時間の問題さ」

　ケンジのとなりで、メガネをかけた板チョコ頭のサクマが言った。

「つーか、あんな果たし状なんかでマジで来んの？　ラブマ」

「来るよ。侘助さんが言ってたんだ。そういうアルゴリズムを組んだって」

「はあ？　なにソレ」「詳しいことはあとで話すよ」と喋しやべるケンジとサクマに向かって、キング・カズマが手を払った。

「危ないよ。離れたほうがいい」

　ウサギ戦士の赤い瞳は、はるか上空を見上げていた。

「来た」

　大鯨ジョンとヨーコの間をすり抜け、一点の光が空から降り注いだ。

　格闘場の上空でピタリと停止し、金色の輝きを撒まき散らしたのは──。

「ラブマシーン！」

　キング・カズマが身構え、ケンジとサクマは慌てて観客席の最前列まで避難する。

　仏像のような顔立ちにギザギザ歯のマスク。袈け裟さで包んだ仁王のように逞たくましい体つき。紛れもないハッキングＡＩ、ラブマシーンの姿を見るなり、観客席から歓声と悲鳴が入り交じった声が上がった。

　宙に浮かぶラブマシーンが、勢いよく両腕を拡げた。するとその背後に後光のようなルーレットが現れ、急速に回転する。ルーレットとラブマシーンの身体が一回り大きくなり、弾はじけた光によって空に浮かぶ雲が吹き飛んだ。ザアッ……と一瞬、格闘場全体にノイズが走ったように見えた。

「なんか前に見た時より、怖くなってねぇ……？」

「一体、どれだけのアバターを食ったんだ……」

　カタカタと小刻みにゆれるサクマと、戦せん慄りつで声が震えるケンジ。観客の中には危険を感じ取り、すでに逃げ出している者も多い。

　ラブマシーンがステージに向かって垂直落下した。光の残像を生みつつ、ミサイルのようにキング・カズマが立つ場所に襲いかかる。

　大音響の轟ごう音おんと衝撃が、ステージを揺らした。大爆発を起こして舞い上がった土煙の中から、跳んで後退するキング・カズマが現れた。だがすぐにラブマシーンも土煙から飛び出し、腕を振りかぶる。

　レーザー光線のような突きが、ウサギ戦士の眉み間けんを貫いた。その拳こぶしの迫力とあまりのスピードに、ケンジたちのいる場所まで風圧が届く。

「カズマくん！」

　ケンジと観客たちが、悲鳴を上げた。

　だが次の瞬間、長い耳が真横になびいた。紙一重でラブマシーンの攻撃をかわしたキング・カズマが、敵の横に回り込む。

　ラブマシーンの勢いは止まらなかった。身体を回転させながら振り下ろした踵かかと落おとしが、ウサギ戦士の頭を狙う。カズマはかろうじて避けるも、ラブマシーンが叩きつけた踵が地面を大爆発させた衝撃によって、強制的に距離を置かされてしまう。

　地面を蹴けり、ウサギ戦士に猛然と襲いかかるラブマシーン。かわすのが精一杯の相手に対し、金色の光と爆風を撒き散らしながら次々と攻撃を繰り出す。

「わっ！　わっ！　こっち来る！」

「やっ、やっぱりあんなバケモンに勝てるわけねーんだって!?」

　アバターの大きさだけでも、ラブマシーンとキング・カズマでは大人と子供ほどの差があった。ぴょんぴょんとウサギらしく飛び跳ねて後ろに逃げるキング・カズマが、ケンジたちのいる観客席まで後退して──ドシンッという自動車どうしが正面衝突したような衝撃とともに、動きを止める。

　ついに逃げ切れず、攻撃をくらったのかと思った。

　だが、違った。カウンターで放ったキング・カズマの拳が、ラブマシーンの腹に命中したのだ。さらに前蹴りを繰り出し、ラブマシーンを遠方の地面まで弾き飛ばす。

「すごいよ、これ……動きやすい！」

　キング・カズマが拳を握りしめた。太助が用意した機材の性能を実感しているようだ。口元に笑みを浮かべ、反撃開始とばかりにラブマシーンに飛びかかる。

　キング・カズマとラブマシーンによる戦いが始まった。互いの攻撃をかわし、防御し、カウンターを放つ。パワーとスピードはラブマシーンが圧倒的だが、ＯＭＣで数々の戦いをくぐり抜けてきたキング・カズマは器用に避け続ける。そしてとうとうクロスカウンターで突き出した掌底が、ラブマシーンの顔面に刺さり、続けざまに放った肘ひじ打うちと回し蹴りの連続攻撃が敵の巨体を弾き飛ばした。

「いよっしゃあ！」

「すごい、カズマくん！」

「いける……！」

　ケンジたちとカズマ本人、そして観客席のアバターたちの興奮も最高潮だ。割れるような歓声が格闘場を揺るがした。

「……」

　ラブマシーンが、離れた場所でムクリと立ち上がった。キング・カズマが手を差し出した。掌を上にして、くいくいと手招きをして攻撃を誘い込む。

　だが人工知能を相手には、挑発という行為は意味をなさなかったようだ。ラブマシーンがじりじりと後あと退ずさったかと思うと、踵きびすを返して空へ飛び上がった。

　ケンジとサクマが「あっ！」と声を揃える。

「逃がすな、キング・カズマ！」

「カズマくん、例のポイントに誘い込んで！」

　キング・カズマが空を見上げ、飛び上がった。逃げるラブマシーンを追いかける。

「こんなヤツ、ぼく一人で！」

　ケンジやサクマも、慌ててその後を追った。観客席にいた野次馬たちも次々と空を飛び、アバターの大行進となる。

　ラブマシーンの飛行速度は速かった。おまけにカズマも勝ち気にはやっているのか、ケンジたちを置き去りにしてたった一人で敵を追いかけていってしまう。

「サクマ、準備はできてるよね!?」

「まかせろ！　でもあんだけの仕掛けとなると、負荷も相当だぞ!?」

「演算処理はこっちのスパコンでやるから、大丈夫！」

「さっきのトンデモ機械ね……あれなら、イケるか」

　ラブマシーンとキング・カズマ、さらに後に続くアバターたちの大渋滞はＯＭＣのバトルエリアを飛び出し、ビジネスエリアや行政エリアを通過していく。そうして辿たどり着いたのは、仮想都市ＯＺの中央タワーだった。

　ついにキング・カズマがラブマシーンに追いついた。背後から跳び蹴りを食らわせる。ラブマシーンが流れ星のように真横に吹っ飛び、ショッピング街に墜落した。店舗をなぎ倒し、自動車ディーラーのディスプレイに激突して止まる。一瞬、苦しげにのけぞったラブマシーンだが、周囲にあった最新モデルの見本を次々と投げつけて抵抗する。

　キング・カズマは飛来する自動車をかわし、蹴り飛ばし、ものともしない。トドメとばかりにキング・カズマが敵目がけて飛びかかろうとして──ハッと横を振り向いた。

「ッ!?」

　ウサギ戦士を、真横から飛んできた大型ビルが撥はねた。ブランドショップの仮想店舗そのものを抱えたアバターが、キング・カズマを攻撃したのだ。

「あいつは……エキシビションゲームの！」

　ビルを抱えているのは、相撲取りのような巨体と青竜刀を持ったアバター──以前、キング・カズマがＯＭＣのエキシビションゲームで戦った対戦相手である。

「こっ、このっ……！」

　ダメージを受けながらも、キング・カズマがビルを押し返そうとした。だが背後から迫る影に気づき、振り返る。

「ぐあっ！」

　反対側からも、ソンブレロをかぶったサボテン型のアバターが抱えたビルが襲いかかった。自身の何万倍はあろうかというビル二つに押し潰つぶされ、キング・カズマの身動きが完全に封じ込まれる。

　青竜刀使いとサボテンが壊れたビルから離れ、ラブマシーンのそばに着地した。光り輝くルーレットが回転し、二体のアバターを吸い込む。

「乗っ取ったアバターを、操れるんだ……！　危ない、カズマくん！」

　つぶらな瞳ひとみを目一杯に見開き、ケンジはカズマに向かって飛んだ。ラブマシーンを包む輝きがさらに強まり、キング・カズマに向かって光を伸ばしつつあった。

「くっ……！」

　形モデ状リングが壊れ、質テク感スチヤもメチャクチャになったビルを、カズマが必死に押しのける。しかし、うまくいかない。

「キエエエエッ！」

　ウサギ戦士のピンチに、頭ず巾きんと着流し姿のアバターが駆けつけた。陣内家の紋付を纏まとったアバターの頭はイカのように三角になっている。

「師匠！」

　孫の危機と見て、万助のアバター、マンスケが腰に下げた日本刀を引き抜いた。

　ラブマシーンが、カズマに向かって伸ばしつつあった光を消した。輝くルーレットから錫しやく杖じようを生み出し、マンスケの刀を受け止める。

「おりゃあああっ！」

　猛然と斬りかかるイカ頭巾。野次馬の中から、「誰だ、あいつ！」「強いぞ！」と大歓声が上がった。

　マンスケがラブマシーンの気を引いているうちに、ケンジはカズマのもとへ駆け寄った。さらにカプセル型のアバター、マンサクも駆けつける。

「マンスケ兄さん、カズマに少林寺拳法を教えるうちに、すっかりＯＺの操作が上手うまくなっちゃってね」

　と言うマンサクと力を合わせ、キング・カズマを瓦が礫れきの中から引っ張り出す。

　ラブマシーンが錫杖を振りかぶり、強烈な一撃をマンスケに打ち下ろした。日本刀が折れ、イカ頭巾がショッピング街に墜落する。野次馬たちが「ダメだ！」「やっぱり弱い！」と大きなため息をつく。

「といっても勢いだけで、細かい操作はできないんだけどね……」

「師匠っ！」

「大丈夫だ！　それより、例のポイントへ……！」

　書店の仮想店舗の中で、本の山の中からマンスケが三角頭を出した。

「分かった……！」

　キング・カズマが頷うなずき、ラブマシーンに背を向けて空を飛んだ。

　相手にダメージを与えたことで勝機を見み出いだしたのだろう。ラブマシーンがウサギ戦士を追いかけて空へ飛び上がる。

　先ほどとは一転、今度は逃げるカズマをラブマシーンが追いかける。光るルーレットから生み出されたアバターたちが、カズマに向かって攻撃を仕掛ける。ショッピング街にあるものを投げつけたり、自らの武器を投げつけたりと容赦がない。

　カズマの前方から、ロブスター型の戦車が襲いかかった。エキシビションゲームのリベンジとばかりに、大きな鋏はさみからミサイルを放つ。

「くっ……！」

　ぎりぎりで大爆発をかわし、ロブスターを跳び越えるキング・カズマ。逃げるようにして、前方にあった日本式の門の中へと飛び込む。

　ラブマシーンが、ウサギ戦士の後を追いかけ、門の中に飛び込んだ。

　そこへ──。

「かかった！」

「サクマ！」

「よし、いくぞ！」

　ケンジたちが、いっせいに沸き立つ。

　門の中へ飛び込んだラブマシーンの背後で、ゆっくりと門が閉じていく。ハッとして仏像顔を振り向かせた時には、もう遅い。急いで外へ逃げようとするラブマシーンの前で、完全に門が閉ざされる。

　異変は、それだけに留とどまらなかった。

　ショッピング街の一画を埋め尽くす仮想店舗が、バタバタとその扉を閉ざしていく。さらに店のテクスチャが崩れ落ち、中から瓦かわら屋根と漆しつ喰くいの壁が現れた。

「中の様子は……！」

「モニターに出すぞ！」

　ショッピング街の上空にウィンドウが開き、暗闇の中で孤立するラブマシーンの姿が映し出された。周囲に浮かび上がった出口が次々と閉じて消えていく光景を、ギザギザ歯のマスクで呆ぼう然ぜんと見上げている。

　その間にも、ショッピング街の変化は続いた。瓦屋根どうしでくっつき、数を増やし、見る見るうちに巨大な城と化していく。

「ショッピング街の一部を偽装して、丸ごと罠わなに造り替えるなんて……無茶させるぜ、ったく！」

　サクマのアバターが汗マークを飛び散らせた。──普段は健二と二人で冴さえないコンビを組む彼だが、グラフィックやモデリングといったプログラミング技術に関しては、プロに劣らない技術を持っている。

　城内を映す中継映像の中で、ラブマシーンが動いた。暗闇に残された、唯一の光点に向かって飛ひ翔しようする。

　しかし、たった一つ残されたその出口には──。

「ボクたちの勝ちだ」

　一足先に暗闇から脱出した、キング・カズマがいた。猛スピードで迫るラブマシーンの眼前で、外側からゆっくりと扉を閉じていき、ついに──。

　ガゴンッ！　という衝撃とともに、完全に出口を閉ざす。

　ＯＺ全体が震えた。

　彼らの戦いを見守っていた野次馬たちが、いっせいに大歓声を上げたのだ。

「やった！」

「やったぜ、ばあちゃん！　カズマがやった！」

　サクマやマンスケの歓声を聞きながら、ケンジは頭上を振り仰いだ。

「ヨリヒコさん！　クニヒコさん！　カツヒコさん！」

「おう、まかせとけ！」

　サイコロ頭のブルドッグ、ヨリヒコ。ダックスフント型ロボット、クニヒコ。そして防火用の鉞まさかりを持つシベリアンハスキー、カツヒコという三体のアバターが、巨大な城めがけて飛ぶ。

　カツヒコが城の壁を鉞ではがし、現れた給水口にクニヒコがパイプ型の腕を突き刺した。ヨリヒコが遠方の浮島にある湖から伸ばしたホースを、クニヒコの背中に差し込んだ。

　クニヒコが両目のランプを光らせた。長い長いホースが蛇のように唸うなり、城内に大量の水を流し込む。

　中継映像の中で外へ出ようともがいていたラブマシーンを、怒ど濤とうのようになだれ込む水が吞のみ込んだ。桁けた違ちがいの水量に押し流され、底へ沈んでいく。

　中継映像が、ただの暗闇を映すだけとなった。

　そして──。

　今度こそ、割れるような大歓声がＯＺ全体を包み込んだ。
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　スピーカーから響く大歓声を聞いて、陣内家の広間にも喜びの声が上がった。

「やったぁ！」

「これで、袋の鼠だな。あとは煮るなり焼くなり、どうとでもできる」

　太助が健二に抱きつき、理一がほっとした表情で肩を落とす。いつの間にか広間に集合していた祐平、真悟、真緒のいたずらトリオも大喜びだ。

「これ、父ちゃんのアバター？」

「おう、そうよ。克彦も活躍したな！」

「オレのもじいちゃんと同じアバターにする！」

「パパ、かっこいい！」

　はしゃぐ子供たちの声を聞いて、健二の身体から力が抜けた。緊張の糸が切れ、佳主馬と顔を見合わせて泣き笑いの顔を浮かべる。

「は、はは……本当に……？」

「勝てた……勝ったよ……」

　クールな佳主馬も、さすがに安心した様子だ。汗を拭ぬぐい、会心の笑みを見せる。

　健二と佳主馬はどちらからともなく手を出し合い、勝利の握手を交わそうとした。だが、広間に響いた電子音に反応し、触れ合う直前で手が停まる。

　健二たちは室内を見回した。ピーッという断続的な高い音が鳴り続ける。

「なんだ、この音……？」

「ああっ!?」

　佳主馬が大型モニターに摑つかみかかった。健二もつられてモニターを見て、目を見開く。

「ええっ？　どうして──」

　ラブマシーンを閉じ込めた城に、異変が生じていた。城全体が軋きしみ、瓦屋根や漆喰の壁がヒビ割れ、がらがらと音を立てて崩れ出している。

「城が壊れかけてる……！　佐久間！」

　健二が呼びかけると、パソコンの画面内に映し出された佐久間も焦りだした。

『分かんねーよ！　言っとくけど、俺は何もミスってないぞ！』

　健二たちの見ている前で、先ほどまでアバターを使って戦っていた城ステージが軋み、うねりを上げて形を歪ゆがめていく。すでに瓦は割れ、ＯＺの空に飛び散っていた。

　健二はオロオロと周りを見回して、それに気づいた。

「太助さん！　それ──」

「えっ。わあっ！　なんだ、これ！　スパコンの温度が急上昇してる……!?」

　太助用のモニター内で、スーパーコンピューターの温度を示すグラフが真っ赤に染まっていた。太助がメタボリックな身体を転がすようにして、となりの襖ふすまに手をかける。

「一体、何が──」

　呟つぶやきながら襖を開けた途端、太助の全身に焼けつく熱風が吹きつけた。あまりの熱量で大広間が陽炎かげろうに包まれ、太助が顔を押さえ、ゴロゴロと畳の上を転がる。

「ぎゃあっ！　あちちちっ！」

「わー！　太助さーん！」

「太助おじさん！　じっとして！」

　健二と佳主馬の二人がかりで、太助の顔をタオルで叩たたく。幸い、火傷やけどはしていないが、髪がチリチリに焦げてしまっている。

「ここにあった氷は、どうした!?　あんなにたくさんあったのに！」

　襖の中を見て、言葉を失う。スパコンの周りに並べた金だらいと氷柱の数が、一目で分かるほどに減っていた。二十本ほどの氷で周りを固めていたはずなのに、たった三本しかなくなっている。そのせいでスパコンを置いた部屋は熱がこもり、陽炎がゆらゆらと揺らめくサウナ状態だ。

　向かいの襖が開いていることに気づき、健二は畳を蹴けった。スパコンの部屋を走り抜け、廊下に飛び出す。

　廊下に水滴が落ちていた。氷を持ち出した後だろう。水滴を追いかける健二。

『ピッチャー陣内、９回表ツーアウトから突然の乱調！』

「了平ーっ！」

　途中、通りかかった客間で、由美が悲鳴を上げているのが見えた。健二は廊下に落ちた水滴を追いかけ、さらに屋敷の奥へ向かい──辿たどり着いたのは、仏間だった。

　チリン、と風鈴が涼しげな音を立てた。

「……」

　仏間を覗き込み、健二は絶句する。

　栄の遺体の周りを、行方不明だった氷柱が取り囲んでいた。軍手をして、最後の氷柱を置いた翔太が、一仕事終えたという顔で栄の枕元に座る。

「よいしょっと……涼しいかい、栄ばあちゃん」

　チリン、とまた風鈴。

「今日は最高気温更新らしいぜ。良かったなあ、なんか知らないけど氷がすぐ近くに置いてあって」

「っ……！」

　声にならない悲鳴を上げ、来た道を戻る健二。

『松商学園、打者一巡の猛攻です！　勝利を目前にして、まさかの大ピンチ！』

「了平ー！」

　また客間の横を通って、大急ぎで広間に戻る。なすすべもなくパソコン部屋に立ち尽くす佳主馬たちの元へ戻り、泣き笑いを浮かべる。

「翔太さんが……仏間に持ってっちゃったみたいです……」

「なにぃっ！」

「駄目だ、熱暴走起こすぞ！」

　万助と太助が悲鳴を上げると同時に、スパコンの駆動音が完全に停止した。
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　ケンジやキング・カズマたちが呆ぼう然ぜんと見上げる中、巨大な城が弾はじけ飛んだ。

　破裂するかのように壁が吹き飛び、瓦が礫れきがＯＺ中に飛び散る。周りを囲んで勝利の歓声を上げていたアバターたちが、悲鳴を上げながら逃げ惑う。

「っ!?」

　飛んできた破片に頭をぶつけながら、ケンジはその光景を見て息を吞のんだ。

　崩れ落ちる城の屋根を突き破り、巨大な黒い物体が飛び出したのだ。中国の伝説にある龍のように空に向かって伸び、その鋭い牙きばで周囲のアバターを吞み込む。

　いや、違う。もう一本、同じ龍が城の内部から飛び出して、はじめて分かった。

　龍に見えたそれは、二本の腕。

　牙のごとき五本の指で逃げ惑うアバターたちを次々と握りつぶしながら、城を突き破って全ぜん貌ぼうを現したそれは──変わり果てたラブマシーンの姿だった。

　ＯＺの守り主である大鯨、ジョンとヨーコを上回る巨体はどす黒く、背中には羽を生やしている。目と口はあるものの、かろうじて人型を保つ身体の輪郭が定まらない理由を、ケンジのそばにいた佐久間が呟いた。

「これ……全部、ラブマシーンに吸収されたアバターか……!?」

　ハッキングされたアバターたちの集合体──。

　それが、さらなる進化を遂げたラブマシーンの新しい姿だった。

　ラブマシーンが吼ほえた。ビリビリとＯＺ全体が振動し、激しいノイズが仮想都市を侵食していく。ぽっかりと空いた空洞でしかない双そう眸ぼうが、こちらを見た。ケンジは思わずギクリとするが、ラブマシーンが見ているのは彼ではなかった。その亡霊のような視線の先にいるのは、キング・カズマである。

「……！」

　身が竦すくみ、固まったまま動かないキング・カズマ。

　巨大なラブマシーンの腕が、唸うなりを上げてウサギ戦士に迫った。雲を撒まき散らし、城の残ざん骸がいを吹き飛ばし、猛然と迫るラブマシーンの腕。

「逃げて、カズマくん！」

　周囲にいたアバターたちに混じり、ケンジは飛んで逃げる。

「カズマくんっ！」

　ウサギ戦士が、ハッとした。我に返って身構えるも、すでに視界は黒一色に埋め尽くされており──。

　ラブマシーンの拳こぶしが、キング・カズマを捉とらえた。象とアリほどもある質量差に対抗する術すべもなく、虫けらのようにウサギ戦士の身体が弾き飛ばされる。よく跳ねるボールのように城の残骸や他のアバターたちに跳ね飛ばされ、大きな瓦礫に叩きつけられる。

「──ッ！」

　瓦礫にめり込んだキング・カズマはボロボロで、それきりピクリとも動かなくなる。

　ラブマシーンが勝利の雄お叫たけびを上げた。逃げ惑うアバターたちを強制的に自らの身体に取りこみながら、巨大な羽を広げる。

　最大の敵を倒したラブマシーンが向かった先は、中央タワーだった。今や塔そのものより大きく膨らんだ身体で、管理センターに抱きつく。中央タワー全体が見る見るうちに黒く変色し、上下に伸びた塔が千切れるようにしてラブマシーンに取りこまれていく──。

　その悪夢のような光景を見て、ケンジは掠かすれた声を絞り出す。

「中央タワーを……吞み込んだ……？」

　さらなる進化を遂げ、ついにはＯＺそのものと化したラブマシーンの咆ほう哮こうが、仮想都市を揺るがした。
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　健二たちは言葉を失い、モニターに映る絶望的な光景を凝視していた。

　瓦礫に埋まって指一本動かさないキング・カズマと同様に、池沢佳主馬もまたモニターの前でうなだれ、動けずにいた。キーボードの上で両拳を握りしめ、肩を震わせている。

　誰一人として一言たりとも、言葉を発することができない──。

「ちっ、なんだよ！」

　足音も高らかに、スーパーコンピューターの向こうから翔太が姿を現した。広間に残っていた溶けかけの氷をひょいっと抱え、肩を落とす健二たちのもとへ歩み寄る。

「この暑さで栄ばあちゃんが腐っちまうって時に、お子様は吞のん気きにゲームかよ！」

「っ……！」

　ピクリ、と佳主馬の身体が動いた。

「おら、佳主馬。遊んでないで、お前も氷を運ぶのを手伝えよ」

「お、ま、え、の──」

　言って肩に手を乗せる翔太を、佳主馬が勢いよく振り返った。腕を振りかぶり、翔太の顔面に拳を叩たたきつける。

「せいだぁっ！」

「ふがぁっ！」

　ひっくり返ったカエルのように、畳の上に仰あお向むけに倒れる翔太。佳主馬がその上に馬乗りになり、さらに腕を振りかぶる。

「勝ってたのに！　おまえのせいでっ！」

「ひいっ！」

「佳主馬くん、やめなよっ！」

「こらっ、佳主馬！」

　健二は佳主馬に飛びつき、理一が佳主馬を羽交い締めにした。暴れる佳主馬を、翔太から引きはがす。

「ううっ……なっ、なんなんだよ、てめーら！」

「翔太さん……大丈夫ですか？」

　健二が声をかけると、翔太が触るなとばかりに腕を振り払った。右手で押さえた鼻からは血が流れ、前歯が一本、折れていた。目に涙を浮かべ、怒鳴る。

「お前が来てから、ろくなことがねえ！　夏希はバカだしよ！　ばあちゃんは死ぬし！　佳主馬には殴られて！　何なんだ……何なんだよ、お前！」

「……」

　返す言葉もない。

　憧あこがれの先輩の誘いで、アルバイトでやって来ただけなのに、まさかこんなことになるとは思いもしなかった。陣内家の人間からしたら、彼が疫病神に見えるだろう。

　うなだれる健二の耳に、佐久間の声が飛び込んだ。

『なんだ、これ……』

　その場にいる全員が、モニターを振り返る。

　ラブマシーンに支配されゆく仮想都市を映し出していたはずの画面に、ワールドクロックのデジタル表示がアップに映っていた。佳主馬用の大型モニターだけではない。部屋にあるモニター全部が全く同じ時刻表示を映している。

　スロットマシンのように時刻をランダムに変化させるワールドクロックを見て、健二は思わず呟つぶやく。

「ワールドクロックが、壊れた……？」

　楕だ円えん形けいの地球儀をバックにした時刻表示が、ピタリと静止した。

〝２：10：00：00〟という数字を示したかと思うと、今度は一秒刻みでその数字を減らしていく。

「カウントダウン……？　一体、何の……？」

　独りごちる健二と、黙り込んだままモニターを凝視する一同。

　静まり返る陣内家に、ワールドクロックの不気味なカウントダウンの音が響き続けた。
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　遠くから、佳主馬の怒鳴り声が聞こえた。

　何と叫んだのかまでは聞き取れなかったが、あの子が大声を出すのは珍しい。誰かとケンカでもしているのだろうか？

「夏希」

　縁側の外を振り返った彼女を、万理子がたしなめる。

「よそ見なんかしてないで、手を動かしてちょうだい。バカ連中は放っとけばいいの」

「……うん」

　敷地のあちこちをぶち壊された時点で、万理子の堪忍袋の緒は完全に切れていた。男の手を借りるつもりがなくなったことで、通夜と葬式の準備はますます忙しさを増している。

　夏希は、栄の寝室にいた。万理子、理香、直美らとともに栄あての手紙類を整理し、弔問客のリスト作りに励む。

　万理子たちの目を盗み、ちらりと縁側の外を見る。

　陣内家の男性陣は一致団結し、何かをしているようだ。がんばりますと息を巻いていたところを見ると、健二も一枚嚙かんでいるのだろう。

「……」

　夏希は寝室の外を見つめながら、ぼんやりと考える。

　一年後輩の少年、小磯健二をアルバイトと称して旅行に誘ってしまったことを、今さらながら後悔していた。ウソをついて彼氏のフリまでさせた上に、侘助の件や栄の死など、陣内家のゴタゴタに巻き込んでしまった。それどころか優しい彼のことだから、自分がやって来たせいで陣内家に迷惑をかけたとさえ考えているかもしれない。

　そう、健二は優しい。

　そんなことは、とっくに知っていた。ある日、突然に物理部の部室に飛び込んだ夏希に、文句も言わずにＯＺの使い方を教えてくれた。その後もコンピューター音痴の夏希に呆あきれることなく、根気よく何度も同じことを教えてくれた。

　だから、だろう。今回の〝恋人ができたフリをして大おばあちゃんを安心させちゃうゾ大作戦〟（夏希は自分の中でそう名づけていた）を思いついた時も、真っ先に健二のもとに向かった。──あの日、佐久間も部室にいたのは、実は予想外のハプニングだったが。

　他に恋人役を頼める男友達など、いない。夏希は男子ともすぐに仲良くなれるのだが、ある程度親しくなると、必ずと言っていいほど告白されてしまう。そうなると実は奥手の夏希は交際を断ることになり、その男子とは疎遠になってしまう。

　だから一年以上も親しくしているのは、健二だけだ。彼は今まで出会った男子とは違い、スポーツマンでもないし、成績優秀でもないし、陽気でもないし、かといって暗いわけでもなく、クールじゃないし、積極的でもないし──コレは、中途半端ということだろうか？　いやいや、それでは彼に悪い。彼はおとなしいのだ。おとなしいのだけれど、すごくたまに──。

　──ごはん、おいしかったです。

　とても嬉うれしそうに、笑うのだ。

　やっとのことで夏希がＯＺの操作を一つ憶えた時や、教えてくれたことに彼女が礼を言った時。それに上田市にやって来てからも、最初の夕飯でイカの刺身を食べた時や、翔太に手錠をかけられて家を離れる直前もそうだった。さっき廊下で会った時、がんばると言って笑った時もそうだ。

　だから、夏希は彼に甘えてしまう。

　栄を失って呆ぼう然ぜんとしていた時も、彼女は彼に甘えた。彼にそんな器用なことができないことを知っていて、慰めてくれることを期待した。彼が彼女の手を握って力強く励ましてくれたことは、ある意味、予想外で──そう、彼は夏希の手を握って、彼女は健二の手を握って、握り、握られ。

「……」

「夏希、どうしたの？　顔、赤いわよ」

「ううん、全然なんでもない」

　真顔で首を振り、何事もなかったように手紙に視線を戻す。だがふとあることに気づき、カッと目を見開く。「どうしたの、夏希？　そんな目をして」「ううん。ちっとも何でもない」と首を振り、心中で唸うなる。

　こんなに甘えまくって、ひょっとして健二くんに嫌われてる……？

　いやいや、そんなまさか。優しい健二にかぎって。女の子はちょっとくらいワガママなほうが好かれるって雑誌に書いてあったし、きっと大丈夫。いえいえ、べつに好かれたいと思っているわけじゃないんですけども。

「あ、これ、前の前くらいの総理大臣と同じ名前」

「うそぉ!?　ちょっと貸して、夏希！」

「ホント！　どうすんの、コレ？　連絡すべき？」

「一応、お知らせしておかないとねえ」

　顔を突き合わせる年配女性をよそに、夏希は作業を続けようとした。すると紙の束から日記帳を発見する。持ち上げると、その中から一通の封筒が落ちた。

「あ……」

　思わず声が漏れた。畳に落ちた白い封筒の表面に、こう書かれていた。

　──〝家族へ〟。

　見間違えるはずがない。栄本人の字である。

「夏希？　どうかした？」

「何見て……えっ？　それって……！」

「大おばあちゃんの……遺書ってやつじゃないの!?」

　考えるよりも先に、身体が動いていた。封筒をひったくろうとする直美の手から逃れるようにして、立ち上がる。

「あっ、夏希！」

　寝室を飛び出し、広間へ向かって廊下を走る。背後から「ちょっと、夏希！」「待ちなさい！」と彼女を追いかける万理子たちの足音が聞こえた。

　途中、通りがかった客間から、テレビの音声が聞こえた。

『さて、試合は延長戦に入っているわけですが……ご覧ください、ピッチャー陣内の表情。昨日も延長15回を一人で投げ抜いた陣内、明らかなスタミナ切れに見えます』

「了平ーっ！」

　由美の悲鳴を振り切り、縁側に出て、走り続ける。

　栄の遺書。

　これは夏希や万理子たちだけで見て良いものではない。封筒にも書いてある通り、家族みんなの前で開けるべきものだ。

「みんな……！」

　息を切らせて広間に到着すると、男性陣と子供たちが彫像のように固まっていた。何やら見たこともない機械やコードだらけの部屋で、モニターを見て呆然としている。

　モニターにはカウントダウンをするデジタル時計が表示されていた。それがＯＺのワールドクロックというものだということは、夏希でも知っている。

　遅れて万理子たちも広間にやって来た。夏希を叱ろうとする彼女たちを制止するかのように、ポーンという軽やかな電子音が響いた。

「な……」

　畳の上に立つ健二が、目を見開いた。

　ワールドクロックの周りに小さなウィンドウがいくつも開いたのだ。ウィンドウの中では世界中の地名とともに、上空から映したある施設の様子が表示されている。

「なんで……原子力発電所が……？」

　モニターが映し出したのは、世界各地に点在する原子力発電所の中継映像だった。また大きなウィンドウが現れ、小さな機械のようなものが映し出される。

「これ……〝あらわし〟じゃないか？」

　佳主馬が言った。太助が唸る。

「〝あらわし〟と原子力発電所が、どうして……あれ？　〝あらわし〟って確か制御不能状態だってニュースで……」

　広間に沈黙が落ちた。

「……大変だ……」

　インカムに手をあててパソコンを操作していた理一が、掠かすれた声で言う。

「在日米軍の秘匿回線で、アラームが上がっている。日本の小惑星探査機〝あらわし〟が、制御不能のまま地上へ落下中……」

「え……？」

　事態が吞み込めず、夏希は部屋にいる一同の顔を見回す。すでに何かが起きた後なのか、男性陣の顔は誰もが緊張で凍りついていた。

「〝あらわし〟はＧＰＳ誘導で任意の場所に落下できる性能がある……そのＧＰＳ制御はＯＺのシステムが使われているから……」

『ラブマシーンがＧＰＳの制御アカウントを盗とってたのか……ＧＰＳを修正しようにも、管理センターはさっきラブマシーンが食っちゃったから……これって、つまり──』

　モニターの中で、佐久間が顔をひきつらせた。健二の顔が青ざめていくのが分かった。

「じゃあ、このカウントダウンは、まさか……」

「秘匿回線は、世界中にある５００カ所以上の核施設のどこかへ、〝あらわし〟が墜落するまでの時間と見ている……」

　理一が、呻うめくような声で言った。

　しんと静まりかえる大広間。

　肌を突き刺すような緊張感が張り詰める中、蟬の鳴き声が鳴り響く。

「……冗談だろ……？」

　太助が呟つぶやいた。健二や佳主馬たちの顔を見回す。

「まさか本気で、そこまでしないよな……？　ウソだよな？」

「……進化……」

　一同の視線が、健二に集まった。何かを思い出すように畳を見つめ、拳こぶしを握る。

「侘助さんが言ってた三つのアルゴリズム……〝混乱〟を起こして、強い相手の〝挑戦〟を受けて、それを〝吸収〟することで進化を繰り返すのがラブマシーン……最初はＯＺを混乱させてキング・カズマを倒して、次は現実世界まで混乱させてボクらを倒した……だから、今度はこんなことをして、また新しい挑戦者を呼び寄せようと……？」

　いつも冷静な理一が、これ以上ないくらい顔を強こわばらせた。

「混乱どころじゃない……秒速７㎞で落下する人工衛星なんて隕いん石せきや弾道ミサイルそのものだ。そんなもんが仮に原子炉を突き破ったら、核物質が広範囲に撒まき散らされて……最悪、生態系が滅びかねないぞ」

「じゃあ、どうすれば……？」

　佳主馬の問いかけに、健二が答える。

「ＯＺのＧＰＳ管制システムを取り戻すしか……それも２時間以内に……」

『いや、だから、ＧＰＳ管制システムがある管理センターは、さっきラブマシーンが中央タワーごと食っちゃったじゃんか！　あれじゃ中に入りようがないって！』

「それが……ラブマシーンの狙いなんだ。また自分に挑む強い敵を倒して、進化するための……」

「一体、誰が戦うっていうんだよ！　もうあいつに勝てるヤツなんて──」

　半ば自棄やけになって叫ぶ佳主馬だが、モニターを見てハッと息を吞のんだ。つられて夏希たちもモニターを見る。

　仮想都市ＯＺが、アバターたちのフキダシで埋め尽くされていた。

　事態を察知した者がいるのだろう。「これ、人工衛星を原子炉にぶつけるってこと？」という内容から始まったフキダシの連鎖は、留とどまるところを知らなかった。混乱が混乱を呼び、「助けて！」「まさか世界が滅ぶの？」といった悲痛な内容が飛び交う。

　ＯＺの混乱がピークに達すると、ある人物の名前が飛び出した。

　キング・カズマだ。「キング・カズマ、あの怪物を倒して！」というフキダシを中心に、「ＯＺのチャンピオン！」「お前しかいない」「お願い！」と懇願するセリフがあっという間に拡散していく。

「また……ボク……？」

　佳主馬が、よろめいた。真っ青な顔で後あと退ずさる。重圧に圧おされ、呼吸さえも止まっているように見えた。

「だって、ボクは……ボクは、もう……」

「佳主馬……？」

　広間の入り口から聞こえた声に、佳主馬が振り返った。夏希も気づかなかった。いつの間にか聖美がそこに立っていた。典子と奈々もいっしょである。

「何が起こってるの……？　それ、ゲームの中のことよね……？　そうよね……？」

　佳主馬が、聖美の顔を見つめ返した。しばし凍りついたように身動き一つしなかったが、わずかに視線を落として、母親の膨らんだ腹を見る。その中で世に誕生する時を待っているのは──彼の妹だ。

「……ッ！」

　佳主馬がキーボードに飛びついた。





　＊　log in …　＊






　瓦が礫れきの中に埋まっていたキング・カズマが、ピクリと長い耳を動かした。

　歯を食いしばり、身を剝はがすようにして瓦礫から起き上がる。ダウンジャケットはボロボロに破れ、ゴーグルはすでになく、自慢の長い耳も折れ曲がっている。そんな満身創そう痍いの状態にもかかわらず、ウサギ戦士は瓦礫を打ち砕き、空に飛び上がる。

　逃げ惑うアバターたちの間をすり抜け、一直線に巨大な人形に向かって突き進む。

「ムチャだ、カズマくん！」

「よせ、かないっこないって！」

　制止するケンジとサクマを無視し、ラブマシーンに向かって加速する。

　加速する。

　加速する。

　中央タワーを自らの一部とし、正真正銘のＯＺの中心へと進化したラブマシーンが吼ほえた。新たな挑戦者に喜ぶかのような大音響が、雲を吹き飛ばし、ＯＺ全体に激しいノイズを撒まき散らした。

「おおおおっ！」

　負けじと吼えるウサギ戦士に向かって、ラブマシーンが腕を持ち上げた。巨大な黒い腕がバラバラと分解し、何百、何千、何万というアバターとなって、キング・カズマに向かって襲いかかる。

　キング・カズマの姿が、黒雲のようなアバターたちに吞み込まれ──。

　ラブマシーンが再び、吼えた。

　ハッキングＡＩによって操られたアバターの大群が通り過ぎた後に残されたのは、雑ぞう巾きんのように見る影も無い姿に変わり果てたキング・カズマだった。

　だらりと両腕を垂らして宙を漂うウサギ戦士は、二度と動き出すことはなかった。光に包まれ、ゆっくりとラブマシーンに引き寄せられる。

　ラブマシーンが、ぽっかりと口を開けた。光に包まれたキング・カズマがその中へ吸い込まれ──ゴクン、と音を立ててラブマシーンに吞み込まれる。

　巨大な人型の背後に、ルーレットが生まれた。光を放ってルーレットを回転させるラブマシーンの形態が変化していく。

　数秒後、勝利の雄お叫たけびを上げるラブマシーンの頭部には、二本の長い耳が生まれていた。





　＊　log out …　＊






　バンッ！

　健二は、佳主馬が力任せにキーボードを叩たたく音に、ビクリと肩を震わせた。

「母さんを……」

　がっくりとうなだれ、佳主馬が呻うめいた。キーボードの上に、涙の雫しずくが落ちる。

「妹を……守れなかった……」

「佳主馬……」

　絶望する息子を見て、聖美が顔を伏せた。目元を押さえ、典子や奈々と身を寄せ合う。

　万助が、むせび泣く佳主馬の頭をくしゃくしゃと撫なでた。そこへ万作や頼彦たちも舞い戻り、親しん戚せき一同が沈痛な表情で黙り込む。

　モニターの中では、キング・カズマを吞み込んでさらに進化を果たしたラブマシーンが、敵なしの状態で暴れ回っていた。破れかぶれで立ち向かうアバターたちをいとも容易たやすく駆逐し、吸収しては巨大化していく。

「あと何かできるとしたら……侘助だけだ……」

　理一が呟いた。だが理香と直美はすぐに首を振る。

「でも……」

「戻ってくるわけ……ないし」

　モニターの中で、佐久間がさらに絶望的な数字を口にした。

『ラブマシーンが吸収したアカウントが、ＯＺ全体の38％……４億を超えたらしい。中央タワーを取り戻すには、それを全部奪い返さないと……』

　残り２時間を切った制限時間内に、４億以上ものアカウントを取り戻す。キング・カズマでさえ一つも取り戻せなかったというのに、それはあまりにも残酷な数だった。

　健二も畳の上にあぐらをかき、俯うつむいた。汗の雫が、畳に落ちる。

「……４億……」

　途方もない数字だ。

　使える武器のほとんどを使ってしまった健二たちにとって、短時間で、それだけの数を奪い返すのは困難を極めるだろう。

　戦力差が圧倒的すぎて、戦意すら失ってしまう。

　実際、陣内家は沈黙に包まれ、誰一人として希望を見み出いだすことができずにいた。かつてのご先祖様たちも、これほどまでに絶望的な状況に追い込まれたことはないはずだ。

「……」

　顔を上げると、無言で立ち尽くす夏希の姿があった。俯く親戚たちを見て、心細そうにしている。

　──あの子を、よろしく頼むよ。

　栄の言葉が、脳裏をよぎった。

　もし、あの偉大な人が生きていたら、どうしただろう？　今も、この場にいたとして、今の健二たちのように何もできずに俯いていただろうか？

　そんなはずが、ない。

　立ち往生する彼らを叱しつ咤たし、こう言うに決まっている。

　落ち着いて、自分にできることをしなさい──。

　健二が畳の上で、拳こぶしを握りしめる。

　今、自分にできることは、何だろうか？

　そんなことは、分かりきっている。自分にできることなんて、後にも先にも、たった一つしかないのだから。

「足し算や引き算じゃ無理なんだ……かけ算でも厳しいから……」

　ぶつぶつと呟つぶやく、健二。

　その場にいる親戚一同が、愕がく然ぜんとした顔で彼を見た。

「キング・カズマがいない以上、力業はもうできない……でもどうにかして、キング・カズマを優先的に取り返すことができれば……いや、それじゃさっきの繰り返しだ……」

「健二くん……？」

　夏希の声で、健二は顔を上げた。信じられないものを見るかのような目で彼のことを見る一同を、静かに見つめ返す。

「まだ勝つ気でいるの……？」

　佳主馬が顔を上げた。涙の痕あとを残した赤い目は、まるでキング・カズマのようだ。

「もう、負けたじゃん……」

「負けてないよ」

　健二は汗を滲にじませた顔で、言った。

「負けたんだよっ！」

「まだ、何か──手があるはずだよ」

　佳主馬の赤い目を、まっすぐに見つめ返す。

「何だよ、手って！　数学とは違うんだよ！」

　翔太が畳を踏みつけた。振動が部屋を揺らし、子供たちが親の足にしがみつく。

「数学とは違うからこそ、答えは一つじゃないはずです。キング・カズマが負けたといっても、まだ他に勝つ方法があるはず……それに、まだ２時間近くもあります」

　難解な問題を前にした解答者が、この世で最も欲しいものとは何だろうか？

　答え？　いや、それはルール違反だ。答えまで与えられてしまったら、問題が提起される意味がなくなってしまう。

　数学にのめり込んだ者ならば、健二と同じことを考えるだろう。

　欲しいのは、女神のキスと一杯の紅茶。

　つまり閃ひらめきと、いくばくかの時間。

　そのうち一つをすでに持っているのは、幸福以外の何物でもない。

「数学オリンピックで経験したシビアなタイム制限に比べたら──永遠に近い時間だ」

　翔太をはじめ、一同が啞あ然ぜんとして健二を見た。

　何か、あるはずだ。

　ただの希望的観測ではない。頭にひっかかるものがあるのだ。少ない勝負で、多くの得点を得る。そんな倍々ゲームを、健二はごく最近、経験している──。

　夏希が唇を嚙かみ、広間を飛び出した。縁側に出て、どこかへ駆けていく。

「夏希!?　どこへ行くの！」

　万理子の制止も、夏希は聞く耳を持たなかった。走り去る音が遠ざかっていく。

「夏希先輩……」

　健二は立ち上がり、夏希の後を追いかけた。飛び出す直前の彼女の思い詰めた表情を見て、不安を憶えたからだ。

　夏希が立ち止まったのは、玄関先だった。壊れた門の前に立ち、手の中に収めた何かをいじっているようだ。すぐに追いついて覗のぞき込むと、それは見憶えのある小型端末だった。

「夏希先輩、それ……」

「居間で大おばあちゃんに斬りかかられた時に落としていって……それを拾ったの」

　夏希が、ボタンを数回押した。その後もいくつか操作をし、しばらくすると。

「！」

　端末の液晶画面に、侘助の顔が映し出された。

『なんで、このアドレスが分かった？　夏希』

「今、どこ？」

　画面内で薄笑いを浮かべる侘助に向かって、夏希は鋭い口調で訊たずねる。

『どこでもいいだろ。それより、どうやって俺の端末のパスワード解いた？　──彼氏にハッキングでもしてもらったか？』

　しかし夏希は質問に答えず、硬い表情で言う。

「戻ってきて」

『ばあさんに言われたのか？　俺は戻らねえよ』

「聞いて、侘助おじさん……」

『どうせ、お互いに家族だなんて思ってねえんだからな。俺はまだ死にたくねえ。ばあさんがいるうちは絶対に戻らねえよ』

「お願い、聞いて……」

『そもそも誕生日だって知ってたら、戻ってなんか来なかったぜ』

　悪態をつく侘助に対し、夏希が堪こらえきれなくなったように叫んだ。

「何が起こってるかも知らないくせにっ！」

　夏希の目から、大粒の涙がこぼれた。彼女の泣き顔を見て、侘助が舌打ちする。

『ちっ……何なんだよ』

「大おばあちゃんが、亡くなったの」

　画面の中で、侘助の表情が凍りついた。

　栄が、死んだ。

　夏希の言葉を聞いて、健二は思い出した。

「あ……」

　そう。健二はそれを、栄が他界する直前にしたのだった。
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　こんな時に吞のん気きなもんだ──。

　そう思い、笑っていたところだった。

　上田市の商店街は恒例の夏祭り、上田わっしょいの真っ最中だった。ＯＺが──いや、世界が今、どんな状況にあるのかなど、法被姿で町中を練り歩いている連中は知らないのだろう。それとも知りながら、自棄やけになって踊り、笑っているのだろうか？　ＲＸ─７の車内から見る今年の祭りは、今まで見たどの年よりも滑こつ稽けいに見えた。

　笛の音が響き、鐘がカンカンと鳴っている。

　片側車線が封鎖された商店街内の道路は渋滞中で、空いているほうの車線の先には神み輿こしがスタンバイしているのが見えた。

　歩道には出店が並び、祭りを楽しむ人々で賑にぎわっている。

『──心臓が弱ってたの』

　運転席に座った陣内侘助は、助手席に置いた小型のノートパソコンを凝視した。画面の中で、夏希が涙を流しながら、じっとこちらを睨にらんでいる。

『ＯＺの混乱のせいで、万作おじさんがすぐに手当てできなくて……』

　車の列は、いっこうに動き出す気配がなかった。

　つい今し方まで嘲あざ笑わらっていた祭りの風景が、色を失った。笛の音も、鐘の音も、吞気に笑う人々の顔も──その全てが、逆に侘助のことを嘲笑っている気がした。

「ババアが……ババアが、死んだ……？」

　そんなはずはない。あの超人のような人物が死んだなんて、にわかには信じられない。そもそも昨夜は侘助に薙刀なぎなたで斬りかかるほど元気だったのに。

『大おばあちゃんの誕生日を知らなかったなんて、ウソ！　だってこの端末のパスワードが大おばあちゃんの誕生日だったもの！』

　侘助はピクリとも動かない。

『本当は大おばあちゃんに逢あいに来たのよね……ねえ、そうなんでしょ!?』

　夏希の叫ぶ声が、やけに遠くから聞こえた。

「ババアが……死んだ……」

　呆ぼう然ぜんと繰り返す侘助の耳から、祭りの音も遠ざかっていく。

　代わりに聞こえたのは、蟬の声。

「……」

　ゆっくりと窓の外を見ると、着物姿の老婆と手をつなぐ法被姿の男の子がいた。その光景とそっくり同じものを、侘助は何十年も前に見たことがある。

　あの日、彼は朝顔が並ぶ小こ径みちに立ち尽くしていた。ミンミンと、やけに蟬が五月蠅うるさかったのを憶おぼえている。

　もう彼を迎えに来る者はいないと思っていた。10歳で母を失い、行くあてがなくなった。

　妾めかけの子と蔑さげすまれ、彼もそれに反発し、親しい人など一人もいなかった。

　だが、そんな幼い彼を、一人の初老の女性が迎えにやって来た。

　──アンタは、うちの子になるんだよ。

　病死した母親よりも、何十歳も歳をとった義母だった。差し伸べられた手は皺しわが刻まれていて、とても母と呼ぶ気にはなれなかった。

　──あたしたちは今日から、家族になるんだ。

　そう言って歯を見せ、栄が笑った。

　家族。

　その言葉を聞いて、天あまの邪鬼じやくだった彼は生まれてはじめて素直に栄の手を握り返した。まるでその言葉には魔力があるかのようだった。

　そうして二人は手を繫つなぎ、朝顔が並ぶ小径を歩いて家に帰った。

　何十年も前の夏の日。

　あの時、彼は母であり祖母でもある人物に連れ帰られ、家族を手に入れたのだ──。

『お願い！　戻って、ちゃんとお別れを言って！』

　夏希の切実な叫びが、侘助を白昼夢から現実に呼び戻した。窓の外を歩いていた老婆と男の子が、笑いながら去っていく。

『大おばあちゃんにお別れを言ったら……助けてよ』

　夏希が涙を流す顔を覆い、俯うつむく。

『ラブマシーンを倒すのを……手伝って……』

　ラブマシーン。

　彼が開発した人工知能であり、ハッキングＡＩ。米軍は実証実験である程度のデータを取ったら秘密裏に回収、もしくは破壊するつもりだったようだ。だが状況が予想を超えて深刻になったことで、当初の予定を変更。米軍がそれに関与していたという証拠を隠滅することに注力し始めた。ようはどんな被害が出ようとも、知らんぷりをして逃げ切るつもりなのだ。侘助にもほとぼりが冷めるまで身を隠すよう、指令が下されている。

『お願い、侘助おじさん……』

　元は、より人間に近い人工知能を創ろうとしただけだった。唯一の取り柄である頭脳を使って、どうすれば金かね儲もうけができるかを考えた結果だ。栄に言った言葉は、ウソではない。落ちぶれてしまった陣内家を再興することだけを考えると、それが大金を手に入れる最も効率的な手段に思えたのだ。

　人との繫がりに憧あこがれ、人に近いプログラムを創ろうとした。

　他の親しん戚せきよりも血の繫がりが薄い分を、金で補おうとした。

　だが創造主の思惑とは裏腹に──否いや、天の邪鬼な彼に似てしまったのか、ラブマシーンは彼の思惑とは全然違った方向へ歩き出してしまった。

　ＯＺという、人と人どうしの新しいネットワークを絶とうとする存在。

　さらには人を破滅させ、家族という不変の繫がりを失わせようとする脅威。

　ラブマシーンが人々から奪おうとしているそれらは、10歳の頃から変わらず心細かった彼が心の底で欲していたものだったはずなのに。

　繫がりを欲する彼の不器用な愛ラブが、ラブマシーンを狂わせてしまった──。

「っ……！」

　気がつくと彼は、ハンドルを回していた。

　アクセルを踏み、一台のＲＸ─７が反対車線を猛スピードで逆走した。
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　夏希を含む親戚一同と、彼女の後輩である小磯健二を加えた面々は、封筒を開く万理子の手を見つめていた。

「家族へ」

　蟬の鳴き声とパソコンの駆動音が響く大広間に、万理子の朗読が重なった。

「まあ、まずは落ち着きなさい。人間、落ち着きが肝心だよ」

　栄の遺言は、まさしく彼女らしい言葉で始まった。

　昨日、ＯＺが混乱した時も、彼女の落ち着けという言葉が日本を救ったのだ。栄がそう諭してくれるならば、今のような状況でも落ち着ける気がした。

「葬式は身内だけでさっさと終わらせて、あとはいつも通り過ごすこと。財産は何も残ってやしないけど、古くから知り合いの皆さんがきっと力になってくれるだろうから、心配はいらない。これからもみんな、しっかりと働いてください」

　３枚の便びん箋せんが、万理子の声を借りて遺族に伝わっていく。広間に立つ面々が鼻をすすり、嗚お咽えつを漏らした。

「それともし侘助が帰ってきたら。10年前に出て行ったきり、いつ帰ってくるか知れないけれど、もし帰ってきたなら、きっとお腹を空すかせていることだろう。うちの畑の野菜や、ぶどうや、梨を、思いっきり食べさせてあげて下さい」

　夏希は目元を拭ぬぐいながら、庭を振り返った。先ほど連絡した時は、一方的に通話を切られてしまった。彼は結局、戻ってきてくれないのだろうか？

「はじめてあの子に逢った日のこと、よおく憶えてる。耳の形があの人そっくりで、驚いたもんだ。朝顔畑で今日からうちの子になるんだよと言ったら、あの子は何も言わなかったけれど、手だけは離さなかった」

　どこか遠くから、エンジンをかき鳴らす音が聞こえた気がした。

「家族同士、手を離さぬように。もし辛つらい時や苦しい時があっても、いつもと変わらず、家族みんなそろってご飯を食べること。一番いけないのはお腹が空いていることと、一人でいることなんだから」

　遺書を読みながら、万理子が目元を拭った。子供たちもそれぞれの親と手を繫ぎながら、黙って耳を傾けている。

「私はあんたたちがいたおかげで、大変幸せでした」

　これを書いた時、きっと彼女は微笑んでいたのだろう。書にしたためられた言葉は生前の栄そのもので、その笑顔が目に浮かぶようだ。

「ありがとう。じゃあね」

　万理子がまぶたを閉じ、便箋を畳んだ。

　その別れの言葉を書いたのは、いつなのだろう？　心臓を患い、栄は自らの死期を悟っていたはずだ。それなのに皆の前では微み塵じんも弱気なところを見せず、最期まで陣内家当主として堂々と生き抜いた。

　肩を落とし、口を押さえ、あるいはその場にくずおれ、むせび泣く親戚たち。夏希も両手で口を押さえ、気を抜けば漏れそうになる嗚咽を隠す。

　自分は栄を安心させてあげられただろうか？

　恋人役を連れてきたりとバカなこともしたが、夏希は栄にとって良い曾ひ孫まごであれただろうか？　自分と似ていると言ってくれた栄の言葉通り、これから彼女のように強く生きていけるだろうか？

「大おばあちゃん……」

　夏希の震える呟つぶやきに、けたたましいエンジン音が重なった。高らかな重低音がもの凄すごい勢いで接近したかと思うと、庭にＲＸ─７が突っ込んだ。

　甲高い音を立てて急ブレーキをかけるものの、スピンして太助のフォークリフトに激突する。バンパーが折れ曲がり、フロントガラスが割れて破片を撒まき散らした。

「侘助おじさん……？」

　庭を振り返ってあっけにとられる一同の前で、運転席のドアが開いた。激突した際にぶつけたのか、額から血を流した侘助が飛び出す。

「ばあちゃん……！」

「侘助。母さんに、ちゃんと挨あい拶さつしてらっしゃい」

　万理子が縁側に進み出た。侘助に向かって厳しい声で言ってから、にっこりと微笑んで広間を振り返る。

「そしたら、みんなで……ご飯、食べましょ」
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　陣内家の屋敷内に、慌ただしく走る足音が飛び交った。居間に並べたテーブルに、大皿に盛られた料理が次々と運ばれていく。

　健二は客間に顔を出し、テレビと睨にらみ合う由美に呼びかける。

「あの、由美さん。万理子おばさんが、食事の用意を手伝えって……」

「ダメ！　今、いいところなんだから！」

「はいはい、いいから来なさいって」

　颯さつ爽そうと現れた直美が、強引に由美を引きずっていく。「了平ー！」とメガホンを振り回して抵抗する由美を見送り、健二は次に仏間へと向かった。

　線香の煙が揺れる仏間に入ると、額にガーゼを貼った侘助がいた。膝ひざの上で拳こぶしを握りしめ、じっと栄の顔を見つめている。

「侘助さん……そろそろ居間へ」

「……」

　侘助は無言だった。健二はそのまま立ち去ろうかとも思ったが、逡しゆん巡じゆんしつつも言う。

「大おばあさんもそうだったけど……夏希先輩は、侘助さんのことを心配してました」

　侘助は栄を見つめたまま、動かない。健二は繰り返す。

「すごく、心配してました」

「ばあちゃんに俺のこと、頼まれたからな」

「……えっ」

「知ってるよ。ガキの頃、夏希自身がそう言ってたからな」

　侘助が顔を上げ、健二を見た。ニヤリと笑う。

「笑うよな。本人はそんなことすっかり忘れて、隠してるつもりなんだぜ」

　こっそり額を押さえる健二を見て、侘助が「シシシッ」と笑った。

「とはいえ、こんな俺をずっと家族扱いしてくれたんだ。大叔父おじさんとしちゃ、頼まれりゃあ、やるだけやってみるしかねえだろ」

「……」

「まさか、夏希を大叔父さんなんかにとられると思ってたのか、彼氏どの？」

「そっ！　そんなワケないじゃないですか！　第一、ボクはまだ夏希先輩と付き合ってるわけじゃ……」

「まだ、ねえ」

「うっ……」

　侘助は薄笑いを浮かべ、「もう少ししたら、行くよ」と言った。健二は何とも言えない気持ちで、先に仏間を出る。

　居間に戻ると、すっかり食事の準備が整っていた。ジャガイモの大きさがバラバラな肉ジャガや、海苔のりなしのオニギリなど、急ごしらえが見て取れるメニューである。

　やがて、いただきますの合唱が屋敷に響いた。

「原発が狙われてるっ!?　大変じゃない！」

　食卓を囲んで間もなく、夫の克彦から事情を聞いた由美が叫んだ。

　そこへ、遅れて侘助がやって来た。

「……」

　万助がジロリと侘助を見上げ、両者の視線が合う。

　健二は一瞬、不安を憶えるが、それは杞き憂ゆうに終わった。万助が無言で横に詰め、一人分の席を空けたからだ。

　侘助が、ふっ、と表情を弛ゆるませた。三十歳近く歳の離れた義兄の横に座り、オニギリに手を伸ばす。健二と同様にハラハラと様子を見守っていた夏希が、胸をなで下ろす。

　かくして親しん戚せき一同が勢揃いした食卓を、由美が見回す。

「ねえ、吞のん気きにごはん食べてる場合なの!?」

「遺言だからな」

　オニギリを一つ食べ終わり、指についた御飯粒をくわえながら、万助が言った。

「しかもこれから敵と戦うだなんて……勝ち目あるの？」

「慶長20年の大坂夏の陣じゃ、ご先祖様は徳川15万の大軍勢に討って出た」

「それ、負けたんじゃなかったっけ」

　頼彦の言葉に、典子が苦笑い。万作がそうめんをすすり、器を力強くテーブルに置く。

「勝ちそうだから戦うとか、負けそうだから戦わないとかじゃないんだよ。戦うべき時だからこそ戦うんだよ、ウチはな。それも毎回」

「バカな一族！」

「そう。残念ながら、わたしたちはその子孫なのよね」

　呆あきれる理香と、諦あきらめた様子の万理子。そんな会話をしている間にも、皆の箸は進んでいた。朝食に手をつけなかった者がほとんどだからだろう。

「戦うからには、何か策はあるんでしょうね」

　直美のため息混じりの言葉に、侘助が言う。

「今からヤツを無力化するためのプログラムを組む。だがそれも、あんだけたくさんのアバターを盾にしてる状態のヤツには効かないだろう。本体に打ち込めないからな」

　皆の手が止まった。「おいおい……」と動揺する一同をよそに、侘助がそうめんの汁を飲み干した。健二の顔を見る。

「で、どうすんの？　反撃の言い出しっぺさん」

　全員の視線が、健二に集まった。急に話を振られ、オニギリを喉のどにつまらせる健二の背中を、夏希が必要以上に強い力で叩たたいてくれる。

「ごほっ……ボクたちがしなきゃいけないことは、管理センターを奪い返して人工衛星の制御を取り戻すことと、ラブマシーンを倒すことです。その両方を達成するにはやっぱり、ラブマシーンが吸収しているアカウントを奪い返すしかありません」

「その奪い返す方法が問題なんだ。どうするの？」

　問いかける佳主馬の顔には、悔しさが滲にじんでいた。彼の操るキング・カズマはすでに敵の手中で、頼りにすることができない。

「──昨夜、大おばあさんと少しだけ、話をしました」

　箸をとめ、健二はポケットから、ある物を取り出した。

　小さな箱だ。

　陣内家の人間なら、一目見ただけでそれが何であるかを知っているはずである。

「その時、大おばあさんが言っていたんです。この家には、勝負強い人がいるって」

　テーブルの中央に置かれた箱を見ていた一同が、ゆっくりと顔を上げた。

　全員の視線が、一人の少女に集まる。

「……」

　皆に見つめられ、篠原夏希がきょとんとした。

「夏希先輩なら、できます」

　健二に言われ、夏希はプレッシャーに汗を滲ませたが──。

　はっきりと頷うなずいた。
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　ポーン。

　軽やかな電子音を鳴らし、ワールドクロックのカウントダウンが残り１時間を切った。

　中央タワーと融合し、仮想都市ＯＺの中心に君臨するラブマシーンが、ゆっくりと巨きよ軀くを翻した。無数のアバターの集合体である身体がざわめき、激しいノイズが雷のように雲を引き裂く中、空洞の眼が後方の都市を見下ろす。

　仮想都市に、異変が起きていた。これ以上ないほどに荒れ果て、もはやエリアという区別さえなくなった廃はい墟きよに、タケノコのように眩まばゆい照明が生えつつあった。

　派手な照明は見る見るうちに数を増やし、あっという間にラブマシーンの周囲を取り囲んだ。毒々しいまでに眩いネオンが点滅し、やかましい音楽を鳴り響かせる。

「……」

　長い耳を揺らして照明を見回すラブマシーンの眼前に、ネオンで彩られた巨大な看板が生まれた。そこには〝ＯＺ　ＣＡＳＩＮＯ！〟と光の文字が浮かび上がっている。

『ＯＺカジノステージへ、ようこそ』

　女性の声で、アナウンスが響いた。ラブマシーンは状況を理解しようとしているのか、看板を見下ろしたまま微動だにしない。

「あなた、アカウントが欲しいんでしょ」

　ラブマシーンと派手な看板の間に、一体のアバターが舞い降りた。

　袖そでをまくった袴はかま姿のアバターだ。女性らしい体つきと、セミロングの黒髪、ツンと尖とがった耳という、少女と小鹿をかけ合わせたデザインである。

「いいわ、私のをあげる。──ただし」

『ゲームを選択してください』

　超高層ビルと豆粒くらいの体格差がある両者の頭上に、あらゆるカードゲームの種類を選択するアイコンが現れた。

「わたしとの勝負に勝ったらね！」

　アイコンの上を矢印が跳び移り、〝ＨＡＮＡＦＵＤＡ〟という項目で止まった。

『花札が選択されました』

　アナウンスが響くと同時に、廃墟と化した仮想都市の光景が移り変わっていく。

　バンッ！　バンッ！　と叩きつけるような効果音とともに満月や梅の木にとまった鶯うぐいす、あやめや牡ぼ丹たんといった花々、そして、猪、鹿、蝶ちよう々ちようといった動物たちの日本的な背景が、周囲を取り囲んだ。

『賭かけ金を設定してください』

「賭け金は……わたしの家族！」

　声を張り上げて宣言する鹿少女の背後に、次々と別のアバターが舞い降りた。丸顔のリスをはじめとしてブルドッグやシベリアンハスキー、ダックスフント、イカ頭ず巾きんなど、その数は20人いる。

「お互いのアカウント賭けて、いざ勝負っ！」

　強い眼まな差ざしでラブマシーンを見据え、篠原夏希のアバター、ナツキが叫んだ。
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「みんなのアカウント……絶対に無駄にしないから！」

　両手で携帯電話を握りしめ、夏希が力強く言った。

　パソコンを置いた広間に、親戚一同が集結していた。全員の手に携帯型のゲーム機や携帯電話が握られ、画面上にそれぞれのアバターが表示されている。すでにアカウントを奪われている佳主馬も、奥歯を嚙かみしめてパソコンのモニターを凝視していた。

「花札とは、ウチらしい戦い方じゃないか」

　ノートパソコンのキーボードを叩きながら、侘助が「シシシッ」と笑った。彼が作ろうとしているプログラムは、いわゆるワクチンのようなもので、ＡＩに打ち込むことでそれを無力化することができるのだ。ＡＩの製作者である侘助にしかできない仕事である。

　健二もまたコードレスフォンを握りしめながら、侘助の手元を覗のぞき込む。

「間に合いそうですか？」

「どうかな……間に合ったとしても、本体を守ってるアバターを取り除けるかどうかは、この勝負次第だぜ」

　震える手で携帯電話を握りしめた太助が、恐る恐る顔を上げた。

「勝負に乗ってくるかな……？　佐久間君を含めて20人ぽっちじゃ……いくら何でも、こんなちゃちな賭け金で相手にされるのか？」

「黙ってろ。どんなにちゃちでも、俺たち家族の命だ」

　息子を叱りつける万助の背後で、翔太が腕を振り上げる。

「勝負だっ！　勝負しろ、この野郎っ！」

「そうだ！　勝負しろぉ！」

　陣内家の大合唱に包まれる中、健二は生なま唾つばを吞のみ込んだ。これまでラブマシーンは必ず挑戦を受けてきたのだ。今度も必ず受けて立つはずである。

「乗ってこい、ラブマシーン……！」

「乗ってくる。必ず」

「間違いない。俺はそういうふうに思考ルーティンを組んだんだ」

　健二の呟つぶやきに、佳主馬と侘助が頷いた。

　そして──。

「！」

　ポンッ、という効果音とともに、モニターの中でラブマシーンがアップに映し出された。アナウンスの声が響く。

『ゲームに参加者が現れました』

　夏希が身を乗り出した。

「来たっ！」

　広間を歓声が包んだ。
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　花札のゲームステージで、ラブマシーンとナツキ率いる陣内家のアバターたちが正面から向かい合った。

「勝て、ナツキ！　世界がお前にかかってる！」

　家族の声援を受け、ナツキはラブマシーンを睨にらみつける。

　桜吹雪がステージに舞った。ナツキの黒髪とラブマシーンの長い耳が横になびく。

『このステージでは、カジノルールが適用されます。こいこい１回ごとに得点が倍になり、最後に上がったプレイヤーが得点の総取りとなります』

　勝負に挑む両者の前に、大きな札の山が現れた。札が宙を舞い、ナツキとラブマシーンの前に１枚ずつ配られる。ナツキの身体よりも数倍はあろうかという大きな札だ。

　同時に札がめくられた。

　ナツキは〝柳に燕つばめ〟、ラブマシーンは〝菖しよう蒲ぶにカス〟だ。

『親がナツキさんに決定しました』

　山から、札が飛び上がった。バババッと勢いよく両者の前に８枚の札が並ぶ。

『ゲーム、スタート！』

　陣内家とラブマシーン。

　両者の３度目の決戦は、緊張感を帯びた静けさとともに開始した。

　交互に札を置き、山をめくるという作業が、スピーディに行われる。札が飛び交い、宙に浮かぶ巨大な畳の上に札が置かれるたびに、タタンッという小気味良い効果音が響く。

「それ切んのか！」

「違うだろ、桜だ桜！」

「ああ、そうじゃなくて！」

　ナツキの背後に控える家族たちの声援が、いつしか野次に変わった。状況も忘れて口を挟む彼らを振り返り、ナツキは「ああもう、うるさいっ！」と叫ぶ。

「青タンっ！」

　一足先に役を揃えたナツキの背後で、火花が散った。背景に青タンの役札が並び、頭上に〝ＫＯＩＫＯＩ？〟という表示が現れる。

『こいこいしますか？』

「こいこい！」

　親しん戚せき一同が声を揃えた。

「こいこい！」

　声を張り上げて宣言するナツキを、ラブマシーンの不気味な双そう眸ぼうがじっと見つめる。

　札の応酬が再開した。両者はまた素早く札をさばき合い──。

『ナツキさん、三光です』

「こいこい！」

　再び、宣言する。

　ラブマシーンは〝ＫＯＩＫＯＩ〟という表示を凝視したまま、微動だにしない。

「こいこい！」

　ナツキのこいこいが繰り返され、やがてアナウンスが宣言した。

『ナツキさんの勝ちです』

「やったあっ！」

　大きく息を吐くナツキと、歓喜に揺れる親族一同。

　ナツキたち陣内家の頭上に、ぽつぽつと見知らぬアバターたちが集まり始めた。ラブマシーンを相手に勝負を挑む一家を、野次馬たちが遠巻きに見守っている。

「こりゃいいや、やっこさん、てんで素人だ」

「ちっちゃい頃から大おばあちゃんに仕込まれたウチらを、なめるんじゃないわよ！」

　カプセル型のマンサクと、ボディコンスタイルの豹ひよう、ナオミが歓喜の声を上げた。

　だが──。

『26のアカウントが移動します』

　アナウンスが響き、ラブマシーンの賭かけ金が表示された。その数字を見て、たった今まで歓声を上げていた一同が顔色を変える。

　ナツキたちの賭け金である、アバターの総数は20。

　一方、ラブマシーンの賭かけ金であるアバターの数は──４億を超えていたのだ。

　今の勝負でナツキが勝利して得たアカウント、26がナツキの賭け金に加算された。しかしラブマシーンの頭上に表示された、９桁けたもの並びはビクともしない。

「４億分の26かよ……」

　十手を持つ猿のアバター、ショウタの弱々しい呟きを振り切るように、ナツキが叫ぶ。

「次よっ！」

『親のナツキさんが、レートを決定して下さい』

　先ほどは１だった賭け金のレートを10に引き上げ、２回戦が始まった。

　花札そのものに制限時間はないが、ワールドクロックは刻一刻とカウントダウンを進めている。ナツキは考える時間も惜しみ、次々と戦いの数をこなしていく。

『三光です』

「こいこい！」

『花見で一杯です』

「こいこい！」

『四光です。──ナツキさんの勝ちです』

　花札という勝負に関しては、ナツキに一日の長があった。次々と白星を積み上げるナツキが背負う役札の数が、見る間に増えていく。

　その勢いと迫力に圧おされ、いつしかナツキの背後に控える親戚たちも口を出すのをやめていた。張り詰める緊張感に包まれるＯＺに、ナツキの張り叫ぶ声が響く。

『ナツキさんが、レートを上げました』

　21連勝を果たしたところで、ナツキが賭け金のレートを１００に引き上げた。

「こいこい！」

　ナツキが袖そでをふりかざし、叫ぶ。

「こいこい！」

　火花を撒まき散らし、巨大な札がナツキの背後にズラリと並ぶ。

「こいこいよっ！」

　レートが１００から１０００に引き上げられる。

　連戦連勝を重ねるナツキの勢いが増す一方、ラブマシーンはじっと黙り込んだまま身動き一つとらなかった。ナツキが勝利するたびに花吹雪が舞い、満月が上空に浮かび、猪いの鹿しか蝶ちようが背景の中を飛び跳ねても、何かを思考するかのように不気味な沈黙を守り続ける。

「こいこいっ！」

『ナツキさん、こいこいです』

　叫ぶナツキと、沈黙するラブマシーン。

　両者の間で花札が飛び交うステージは、いつしか数え切れないほどのアバターたちが見守る決戦場となっていた。
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「こいこいっ！」

　額の汗を弾はじかせながら、夏希は叫び続ける。まばたきも忘れて携帯電話を凝視し続けているせいか、画面に反射した自分の瞳ひとみが充血しているのが分かった。

『夏希先輩、すげぇ……こんな短時間で30万以上のアバターを取り戻した……』

　画面の中で、佐久間が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。親戚一同はすでに声もなく、ただ固かた唾ずを吞のんで夏希の一世一代の勝負を見守っている。

　負けられない。

　ご先祖様から栄、そして自分へと一族を守るという使命が受け継がれたのだ。

　今を生きる大切な家族たち、そして現代まで立派に使命を果たしてきた栄たちのためにも、負けることは許されない。

「こいこいっ！」

　叫ぶ夏希の横で、健二が声を上げる。

「侘助さん……！」

「焦んな……！　まだプログラムができてないし、本体に打ち込めるだけのアバターも奪えてない！」

「大きな声出すな、バカ野郎！」

「夏希が集中できねえだろうが！」

　万助と翔太が怒鳴り、「アンタたちの声のほうが大きいのよ！」などと女性陣から非難の声が上がる。

　このペースじゃ、時間内に全部のアバターを取り返せない……！

　鼓動が急速に高まっていく。このままのレートでひたすら勝ちを急ぐべきか、それとも一気にレートを跳ね上げて大勝負に出るべきか。

　迷った末、夏希はレートを引き上げた。時間がない以上、夏希に他の選択肢はない。

「こ……こいこいっ！」

　夏希の顎あごから、汗の雫しずくがこぼれ落ちた。

「はあ、はあ……」

　緊張感と重圧で、目め眩まいがした。

　だが、ここで倒れるわけにはいかない。夏希の肩に、家族の命運がかかっているのだ。それも陣内家だけではない。世界中の家族の命が夏希に託されている。

　そう、夏希のこの細い肩に──。

　画面から視線を外し、またワールドクロックを確かめる。

「──」

　また、時間が進んでいた。

　１秒、また１秒と、ワールドクロックが数字を減らしていく。

　それはまるで死に神の鎌のように、少しずつ夏希の神経を削り取りつつあった。時が進むたびに夏希の心臓を、冷たい針が深く、また深く突き刺していく。

　夏希は思わず我を失い、カウントダウンをじっと凝視し続けてしまい──。

「っ……！」

　ポンッという電子音が、耳に飛び込んだ。夏希はハッとして、画面に視線を戻す。

「あっ！」

　画面内、ラブマシーンが畳の上に、〝菊に杯〟を叩たたきつけた。

『花見で一杯です』

　言葉を失う夏希。彼女の目に映るラブマシーンが一瞬、笑ったように見えた。

　凍りつく親しん戚せき一同の見つめる前で──。

『ｕｎｋｎｏｗｎさんが、こいこいしませんでした』

　アナウンスが非情な宣告を下した。
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「ああっ！」

　顔を歪ゆがめるナツキの背後から、役札たちが無情にもラブマシーンのもとへ移動していく。

『得点が移動します』

　ナツキの賭け金を示していた数値が、見る見るうちに減っていき──。

『ナツキさんの持ちアカウントは、残り74です』

　30万以上あったアカウントの数が、74という数字でようやく止まった。

　背後にいる親戚たちが「ああ……」と絶望の声を上げた。

「ヤバイ！　残り時間が30分を切ったぞ！」

　サクマの叫ぶ声が、真っ白に染まったナツキの頭に反響した。

「……」

　ナツキは声もなく、残されたアカウントの数を見上げる。

『現在のレートに対し、賭け金が不足しています。ここでゲームを終了しますか？』

　アナウンスの声に、答えることができない。

　親戚一同の沈黙、サクマの焦りの声、繰り返されるアナウンス、そして74という数字が、完全にナツキから思考能力を奪っていた。

　ここまで積み上げてきた勝利が、ほんの一瞬の油断で水の泡と化してしまった。

　勝負をしたくても、現在のレートである１０００を超えるアカウントを所有していなければどうしようもない。

　制限時間を待たずして、ラブマシーンとの決戦に敗北したのだ。

　それも自分──篠原夏希が負けたせいで。

　向かい合ったラブマシーンが、先ほどまでよりも何倍も大きく見えた。恐怖と不安に支配されゆくナツキを、その空洞の瞳ひとみで嘲あざ笑わらっている──。

　あまりのショックに、夏希の意識が遠のきそうになった時だった。

　ピンッと小さな音がした。

「……？」

　今にも遠のきつつあったナツキの意識が、現実に引き戻される。自らに残されたアカウントの数を見ると、75と表示されていた。

　75？　さっきまで、74だったような？

　恐怖のあまり、頭がどうかしてしまったのかと思った。背後でナオミが声を上げた。

「誰、あの子？」

　振り向くと、後方に見知らぬアバターが立っていた。猫のぬいぐるみのような形をしたアバターだ。ドイツ語によるフキダシが、自動翻訳機能によって日本語に変換される。

　ナツキへ。ボクのアカウントをどうぞ使ってください──。

　猫のアバターが生んだフキダシには、そう書かれていた。

「ドイツ語だったぞ」

「佳主馬のファンか何か？」

「知らないって」

　陣内家の人間が訝いぶかしんでいると、またナツキの残りアカウントの数が増えた。

「！」

　75から、76へ。76が77、78……とその数が増えるにつれ、増加スピードも加速していく。

　ナツキはステージの周囲を見回した。

　いつの間にか、花札のステージを数え切れないほどのアバターが埋め尽くしていた。ラブマシーンとの対戦に集中していて気づかなかったのだ。

　賭かけ金に表示されたアカウントの数はさらに増加し続ける。そのあまりの増加速度に、今、一体どれくらいのアカウントが集まっているのかも分からない。

　今まで静まりかえっていたアバターたちが、歓声を上げた。地響きのような大歓声が、花札のステージを震わせる。

「ここにいるアバターたちが、ナツキにアカウントを渡してるのか……？」

「すごい……どうして、こんなに……」

「きっとナツキが美人のおかげだ！」

　親戚一同、周囲を取り囲むアバターたちを見回す。

　アカウント数の上昇が、止まった。

　その数──。

「１億５千万以上……!?　総アカウント数の13％以上が夏希先輩に……!?」

　サクマが驚きの声を上げた。

　集まったアバターと同じ数だけ生まれたフキダシが、ＯＺ中を埋め尽くした。数が多すぎて全ての文章までは分からないが、次々と日本語に翻訳されていくそれらを見て、ナツキは息を詰まらせる。

〝アカウントをナツキに預けます〟──。

〝私たちの大切な家族を、どうか守ってください〟──。

　それぞれ口調や表現は異なるものの、ほとんどのフキダシが同じ内容だった。啞あ然ぜんとして見開くナツキの目に、彼女を見つめるアバターたちの姿が映った。

「っ……！」

　髪をなびかせ、ステージをグルリと見回す。３６０度、どこを見ても彼女に最後の希望を託すアバターたちがいた。

　電子ネットワーク上の仮想現実世界だとしても、感情がはっきりと分かる。

　ただのキャラクターにすぎないアバターだとしても、その意思は伝わってくる。

　自分を見つめる彼らは皆、ナツキと同じだ。

　この広い世界中のどこにだって存在する人々。

　かけがえのない大切な人を守りたいと願う、ごく普通の家族たちだった。

「！」

　ステージの上空で、眩まばゆい光が弾はじけた。満月の浮かぶ空を泳いでいた大鯨、ジョンとヨーコが背から花火を噴き出したのだ。ヒュルルと音を立てて光の渦が空高く舞い上がり、はるか上空で破裂して七色の輝きを撒まき散らす。

　空を照らした花火の欠片かけらが、うねりを打ってステージに降り注いだ。驚くナツキの周囲を飛び回り、収束し、光の奔流となって彼女の羽織と袴はかまをばたつかせる。

　ナツキの黒髪が伸び、波打った。和太鼓を叩く効果音とともに、彼女が着た羽織に絢けん爛らんな梅模様が胸、袖そで、腰に刻まれていく。横笛の音色が鳴り響き、絢爛な刺し繡しゆうが施された帯が腰に巻きつく。かき鳴らす琵び琶わの音に乗って、ナツキの唇に紅、目元に目張りが塗られる。さらに背中には鳳ほう凰おうの羽が生え、躍動的に羽ばたいて周囲を包む光を分散させる。

「な、何なの、コレ……!?」

　自らの身に起きた変化に戸惑うナツキ。背後からサクマが叫ぶ。

「ジョンとヨーコが、レアアイテムを授けたんだ……！」

　頭上を仰ぐと、花火を打ち上げて泳ぐＯＺの守り主二頭が、大きなフキダシを出していた。〝ＹＯＵ　ＧＯＴ　ＲＡＲＥ　ＩＴＥＭ！〟という文字とともに、レアアイテムの入手条件と効果を表示していた。

「入手条件は──１億アカウント以上の〝委託〟を受けること!?　効果は、幸運値の上昇……って、そんな馬鹿馬鹿しい条件のアイテムがあるなんて知らなかったぞ！」

「よく分からんが……」

　万助たちが、神々しい姿に変化したナツキに向かって手を合わせる。

「ありがたや……！」

　期待と大歓声を一身に受け、ナツキはラブマシーンに向き直った。委託ではなく強制的に乗っ取ったアバターたちが集まってできた巨人と、鳳凰の羽を羽ばたかせる吉きち祥じようの天女が真正面から対たい峙じする。

『ｕｎｋｎｏｗｎさんが、レートを上げました』

　アナウンスが響き、賭け金のレート表示が急上昇した。あっという間に桁けたを増やし、ついに８桁に増加する。

『一文につき、１０、０００、０００アカウントです』

　ナツキの親戚たちや観衆が、ざわめいた。

「１千万!?」

「アイツ、勝負かけてきやがった！」

『では、ゲーム開始です』

　ナツキは長い袖をはためかせ、腕を横に振るった。

　火花を飛び散らせ、札が畳に叩たたきつけられた。激しい効果音とともにステージに突風が吹き荒れ、ステージ全体が振動する。

　さらにもう１枚、札が叩きつけられた。火花が噴き出し、またステージが揺れる。

　１枚。

　また１枚。

　札が畳を打つたびに、ラブマシーンの周囲にノイズが発生し、ナツキの羽織が風圧で後方へなびく。

『三光です』

　ナツキの背後に、出来札が並んだ。笙しようの旋律がステージに鳴り響く。

　札が畳の上に重なるたび、桜吹雪がステージに降り注ぐ。

『猪いの鹿しか蝶ちようです』

　またナツキが、３枚の出来札を背負った。

　その勢いに圧おされたように、ラブマシーンの輪郭が一瞬、乱れた。

「こいっ！」

　ナツキは叫んだ。

　出来札がまた追加される。

「こいっ！」

　陣内家のアバターが叫んだ。

『赤タンです』

　火花を散らし、さらなる出来札がナツキの背後に滑り込む。

「こいっ！」

　観衆の中から、誰かの声が響いた。

　札が畳を打ちつけ、光を撒き散らす。

「こいっ！」

　ステージを取り囲むアバターたちの声が増える。

　ナツキが出来札を増やしていくごとに、ラブマシーンの輪郭が不安定になっていく。

「こいっ！」

　ついに観衆のアバターたちが、いっせいに声を合わせた。

　ナツキは鋭く腕を振る。また１枚、札が畳の上に叩きつけられる。

「こいっ！」

　ナツキ、陣内家一同、ＯＺにいるアバターの大観衆が、大合唱した。

　歓声が渦巻き、怒号となってラブマシーンを後退させる。

　そして──。

「ッ……！」

　ナツキが空に向かって腕を突き上げた。１枚の札が宙へ飛び上がる。

「いけええっ！」

「ナツキ！」

　親族の声援と、ＯＺ全体を震わせる大歓声を受けながら、ナツキが札を畳に叩きつけた。

　畳に打ちつけられたのは、〝桜〟のカス札。それが畳に置かれた〝桜に幕〟と重なり、札を中心に火花が吹き荒れた。

『五光です』

　ステージの背景に、いっせいに満開の桜の樹が生えた。ピンクの花びらが嵐となって、ナツキたちを包み込む。

『ナツキさんの勝ちです』

　割れんばかりの歓声が、ステージを震わせた。

　親しん戚せき一同が勝利の歓声を上げて飛び跳ね、観衆のアバターたちもいっせいに勝ちどきのフキダシでＯＺを埋め尽くす。

『アカウントが移動します』

　ラブマシーンとナツキの賭かけ金であるアカウントが、急速に変化していく。異形の巨人の頭上に浮かぶ数字があっという間に桁を減らし、一方、吹き荒れる花びらを纏まとう天女の数字が急増加していく。

　やがて数値の移動が止まり、ラブマシーンの持つ残りアカウントの数が表示された。

　その数──〝２〟。

　ラブマシーンが絶叫した。何億という数のアイコンを刻んだルーレットを生み出し、急回転させる。黒い巨きよ軀くをざわつかせ、雷のようなノイズを周囲に撒き散らす。

「……！」

　宙に浮かぶナツキに向かって、巨人が腕を伸ばした。不安定に歪ゆがんだ五本の指が、豆粒のような少女のアバターを握りつぶそうとして──雪崩のように、形を崩していく。

　ラブマシーンが背負ったルーレットがヒビ割れ、大音響とともに砕け散った。ナツキを摑つかもうとした腕から肩、そして長い耳と崩壊していく。

　形を失ったラブマシーンが、弾はじける光とともに弾け飛んだ。

　そして──。

　光が消えた後、その場に残されたのは、元の姿を取り戻したＯＺの中央タワーだった。
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　健二はモニターに映し出されたワールドクロックを見て、呟つぶやいた。

「と……止まった……」

　カウントダウンを続けていた時計表示が、ピタリと止まっていた。

「や──」

　広間に集まった親戚一同が、食い入るように画面を見つめた。携帯電話やゲーム機を放り出し、いっせいに飛び跳ねる。

「やったああああっ！」

　健二も握り拳こぶしを作ってガッツポーズをした。携帯電話を握りしめたまま、目に涙を浮かべて固まっている夏希を見る。

「夏希先輩……」

「健二くん……わたし……」

　夏希が強こわばった顔で振り向いた。今になって勝利の実感が湧いたのか、それとも緊張と責任から解き放たれたのか、携帯電話を手放して健二に飛びつく。

「やった！　やったぁ！」

「わっ！　なっ、夏希先輩！」

　その細い両肩に、陣内家のみならず世界中の人々の期待を背負っていたのだ。プレッシャーは想像を絶するものだったのだろう。涙をぽろぽろと流して歓喜にむせぶ夏希が、ハッと我に返って健二から飛び退く。

「あっ、ご、ごめんなさい」

「いっ、いえ……どういたしまして」

　手を叩き合って喜ぶ親戚たちの中で、赤面して頭を下げ合う健二と夏希。

「やりましたね、スゴイです、夏希先輩」

「えへ、ありがとう」

　健二が笑いかけると、畳の上に正座をした夏希が嬉うれしそうに頭を搔かいた。

　ＯＺの中核である中央タワーは取り戻した。これであとは管理センターに入り、〝あらわし〟のコントロールを復帰させれば万事解決である。

　３度目の決戦にして、ついに陣内家はラブマシーンに完全勝利を果たしたのだ──。

「ちょっと待った！　なんか、おかしいぞ!?」

　太助の声が、勝利ムードに沸く一同の動きを止めた。

「え？」

「カウントダウンが……止まってないぞ」

　眼鏡のズレを直しながら太助が凝視したのは、液晶モニターの一つだった。そこに表示されたワールドクロックは停止しておらず、残り時間が13分を切っている。

『そんな……！　世界中のワールドクロックは止まってるぞ!?』

　佳主馬のために用意したブラウン管の大型モニターの中で、佐久間が叫んだ。確かにそちらのモニターに映るワールドクロックは、夏希が勝利を収めた時間で停止したままだ。

「なんで、ここだけ……！」

　健二の焦る声に、庭先で吼ほえるハヤテの鳴き声が重なった。いつもおとなしい柴しば犬いぬが、天に向かって吼えている。

　液晶モニターの中で、小さなウィンドウが開いた。そこにははるか上空から見下ろした、一軒の屋敷が映し出されていた。ウィンドウの中で映像が急速に拡大され、やがてその中で空に向かって吼えるハヤテの姿が映し出される。

　一同は庭を見て、吼えるハヤテと画面の中のハヤテを見比べた。いっせいに画面に向かって身を乗り出す。

「……ええっ!?」

　液晶画面内に、また別のウィンドウが開いた。交通標識や原子時計のアイコンが並ぶ空間で笑う一体のアバターが現れる。丸い耳にギザギザ歯をしたそれは、紛れもなく──ラブマシーンが最初に乗っ取った健二のアバター、偽ケンジである。

「ラブマシーンが……管理センターの中に逃げ込んでる！」

　健二が叫んだ。誰も彼もが勝利に喜んでいたドサクサで、ラブマシーンが管理センターに逃げ込んでいたのだ。

「まさか、これ……〝あらわし〟をここに墜おとそうとしてるってこと!?」

「うそっ！　なんで!?」

「ふざけんな、あの野郎！」

　慌てふためく一同の横で、ノートパソコンを操作し続けていた侘助が舌打ちした。

「ＩＰアドレスを逆探知して、俺たちのアバターやキング・カズマ、それに健二君が同じ場所から接続してることを突き止めたのか……!?　いや、もっと前から、この家に目をつけていたのかも……！　俺たちさえ倒せば、まだ進化のチャンスがあると踏んだのか！」

　健二は目を見開いた。これまで幾度もラブマシーンを追いつめたのは、キング・カズマと健二、それに陣内家の人々だ。それに加え、ハッキングＡＩの製作者である侘助もいる。さらにラブマシーンに一度も屈服することのなかった唯一の人間、栄もいた。

　この家を壊滅させた後、ラブマシーンはまたアカウントを奪う進化の道を歩もうというのだろう。恐るべき知能、そして進化への欲望である。

「侘助さん、解体プログラムは!?」

「やってる！」

　侘助が必死の形相で、キーボードの上に指を走らせる。

　だがカウントダウンは続き、残り時間が10分を切ったことで、陣内家は苦渋の決断を下さざるを得なくなった。

「──管理センターはラブマシーンに内側からロックされて入れない。もう任意のコース変更は無理だ」

　理一が厳しい顔で、一同の顔を見回した。頼彦が続けて指示をする。

「いいか、大おばあちゃんが言っていた通り、こういう時こそ落ち着いて行動するんだ。ご近所の人たちにも大至急、知らせるんだ。どんな被害が出るか分からないからな。大事なものだけを持って、庭に集合だ」

　一同が、頷うなずき返した。

「よし、避難開始！」

　頼彦が指示を出すと同時に、わあっと一同がバラバラな方向へ走り出した。こんな状況で落ち着けというほうが無理だったようだ。

「おうち、ふっとんじゃうの？」

「吹っ飛ぶくらいですめばいいけどな」

「大おばあちゃん、どうしよう？」

「担いでいくのよ！」

「えええっ！」

「母さん、通帳どこだっけ!?」

「えっ、おしっこ？　ほら、さっさとすませちゃいなさい」

　屋敷のあちらこちらで、慌ただしい声と足音が飛び交った。会話だけを聞くなら旅行前の家族のようで、いまいち緊張感に欠ける。

「健二くん！　早く！」

　モニターをじっと睨にらむ健二の腕を夏希が摑んだ。しかし彼はモニターから目を離さない。

　画面の中では、管理センターに籠ろう城じようしたラブマシーンが、「シシシッ！」と楽しげに笑っていた。抱えた大きな鍵かぎは、管理センターのパスワードを視覚化したものだろう。

「健二くん!?」

　健二は、液晶モニターの前に座った。となりでノートパソコンを相手に格闘し続ける侘助を見る。

「侘助さん……」

「俺が逃げたら、それこそヤツの思う壺つぼなのさ。俺が衛星から逃げ出してるうちに、ヤツはＯＺのどこかへ逃げてまた進化しちまう。今しかないんだよ」

　侘助が目線だけをこちらに向け、ニヤリと笑った。

「俺のことは気にすんな。言ったろ、勝ち逃げが性分だって。ギリギリで逃げるさ」

　確かに間に合う可能性もあるだろう。だが汗を浮かべて手を動かし続ける侘助の顔は、そうは言っていなかった。ラブマシーンを創りだした責任を、それを破壊することで果たそうとしているのか、相討ちを覚悟した表情だ。

「もっとも、勝ち逃げをしようとしてるのは、ラブマシーンのほうかもしれないけどな。ヘンなところだけ俺に似やがって、この野郎」

　侘助の覚悟が伝染し、健二も額に汗を浮かべた。モニターに向かって呼びかける。

「佐久間！　管理センターにかかったロックの暗号を表示してくれ！」

「健二さん……まだ何かやる気？」

　自分のノートパソコンを脇に抱えた佳主馬が、健二を振り返った。

「理一さん、〝あらわし〟はＧＰＳ誘導だって言ってましたよね」

「あ……ああ」

　縁側を通りがかった理一が、戸惑いながらも頷うなずいた。

「コントロールを正常に戻すのはもう不可能だとしても……今からでも管理センターからＧＰＳの原子時計に偽の補正情報を送れば、どうなりますか？」

「位置情報に偏差が生じて……」

「少しでも落下コースが変わるかも……」

　理一、佳主馬が言った。だが二人の表情は硬い。モニター内の佐久間も同じ顔だ。

『正気か!?　残り時間が10分もないんだぞ!?　また暗号を解くにしたって、昨日とは状況が全然違いすぎる！』

　そんなことは百も承知だ。畳の上に立ち尽くしている夏希を見上げる。

「うまくいく確証はないので、先に退避を……！」

「健二くん……」

「早く！」

　夏希を促し、自分はノートを引っ張りだしてボールペンを握りしめる。

『ああもう、勝手にしろっ！　ほらっ！』

　やけっぱちで叫び、佐久間が暗号を表示させた。

　元はといえば、健二が暗号を解いてしまったのが何もかもの始まりだったのだ。侘助の言う通り、ここで終止符を打っておかなければ、彼の罪が消えることは二度となくなるかもしれない。

　侘助のプログラム完成が間に合うとは限らない。完成するたった一秒前に衛星が墜落してしまったら、全てが水の泡だ。

　それならば健二が、その足りない一秒を稼ぎ、侘助を生かしてみせる──。

「何してんの！　ほら、あんたたちもさっさと来なさい！」

　庭先から、万理子が呼びかけた。一同が避難の準備を整えて、集合している。

「健二くん……！」

　夏希が健二を見た。

　だが彼は、その場を動かない。ボールペンを走らせ、暗号解読に集中する。──夏希を無視するなんて、一生で一度きりにしよう、と場違いな考えが頭をよぎった。もちろん、ここで生き延びることができればの話だが。

「夏希！」

　万理子の呼びかけに、夏希が一瞬、逡しゆん巡じゆんの表情を浮かべた。だが覚悟を決めた顔で、健二のとなりに腰を落とす。

「まだ負けてない！」

　言い放ち、夏希がじっと健二を見つめて背筋を伸ばす。できれば彼女には避難していて欲しかったが、説得している時間はない。いよいよもって、ラブマシーンに負けることは許されなくなってしまった。

　健二は両目を見開いて、ノートに数字の羅列を書き込んでいく。

　大丈夫だ。きっと出来る。必ず、間に合う──。

　自分に言い聞かせ、計算を進めていると、甲高い警告音が響いた。

「なっ……!?」

　健二が解いていた暗号が、画面上でまったく別の数列に置き換えられていく。

「なんで……！」

『パスワードが変更された！　ヤツが新しい暗号を作って置き換えたんだ！』

　佐久間の声は、まさに死刑宣告だった。画面内に映るラブマシーンが持っていた鍵を投げ捨て、せっせと作った新しい鍵を抱え込む。

「そ……そんな……！」

　愕がく然ぜんとする健二の背中を、誰かが思いきり叩たたいた。

「シャンとしろ！　俺たちがついてる！」

　翔太だ。恐怖に顔を引きつらせながらも、部屋に留とどまって彼を励ます。

「君にしかできないんだろ、これは！」

　万作もまた、部屋に留まることを決めたようだ。健二の横から声をかける。

「正直、こっちはギリギリのところだ……！　頼む！」

　侘助もまた、健二を振り返った。

　彼は歯を食いしばり、ノートに向き直る。

「はいっ！」

　再び暗号解読の作業に入る。その彼の前に置かれたモニターの中で、ウィンドウ内に映っていた人工衛星〝あらわし〟が炎に包まれた。大気圏に突入し、外殻を燃やしながら本体である再突入体が露出する。

　カウントダウンは、残り７分──。

「うう……！」

　もう自分の責任の問題ではなくなっていた。

　自分を信じてくれる夏希たちを裏切るわけにはいかない。皆、そろって勝つために、彼は未いまだかつてないほどに数字と記号の世界へ意識を飛ばす。

　暑さで、頭がくらくらする。

　今にも周囲一体が燃え尽きるかもしれないというのに、蟬の鳴き声は変わらず陣内邸を包んでいる。

　どこからか、風鈴の音が聞こえた──。

「っ……！」

　健二はボールペンから手を離した。キーボードに飛びつく。

「もう、解いたの!?」

　佳主馬の驚きの声を聞きながら、健二はキーボードで暗号の解答を打ち込んでいく。

　だがラブマシーンのほうが一瞬、早かった。汗のアイコンを飛び散らせて急作業で作った新しい暗号の鍵に持ち替える。

『ダメだ！　弾はじかれた！』

「くそっ！」

　健二は畳に拳こぶしを叩きつける。だが落ち込んでいるヒマはない。

「……もう一度、解きます！」

　ノートのページを破り、白紙の上に数字を書き連ねていく。

　そんな彼の様子を見て、佳主馬が奥歯を嚙かみしめた。じっとしていられなくなったのか、大型モニターの前に座ってＯＺの認証画面を起動する。

　キング・カズマが画面上に復活した。夏希が勝利したことでアカウントが戻ったとはいえ、ラブマシーンによって与えられたダメージでボロボロだ。画面内で「キング・カズマだ！」「キングが戻ってきた！」と他のアバターたちが駆け寄り、彼に治療を施す。

「ううっ……！」

　残り時間は、あと５分。

　頭がパンクしそうだ。顔を歪ゆがめ、手を止める。迫る時間制限と責任の重さが雑念となり、考えがまとまらない。

　数学オリンピックの代表選でもそうだった。ここぞという土壇場で集中力を欠き、ケアレスミスを犯してしまったのだ。

　あの時の後悔が頭をよぎり、ますます健二の思考がネガティブになっていく。

　うなだれる健二を見て、佐久間が叱しつ咤たする。

『しっかりしろ、健二！　数学オリンピックじゃポカしたけど──』

　えっ、と健二は顔を上げた。

『今度こそ、夏希先輩に良いところを見せてやれっ！』

　広間が、しんと静まりかえった。

　健二は状況も忘れ、モニターにしがみつく。

「わっ、バカ！　佐久間！　それは……違っ……！」

『は？　何が違うんだよ。世界一になって夏希先輩と釣り合うような男になってやるって、ハリキッてたじゃん。気持ち悪いくらい』

　空気の読めない友人ほど、悪質なものはない。これまで健二がひた隠しにしてきたことを、今、こんな状況でさらりと明かしてくれた。

　健二がガラにもなく数学オリンピックという大舞台に挑んだ、深い、深い、とても深すぎる理由。

　それがこんな形で、当の本人の前で暴露されてしまうなんて──。

　健二は恐る恐る、となりに座る夏希を見る。

　彼女は頭の上に？のマークが浮かびそうな顔で、首を傾げていたが──。

「……ええええっ！」

　と、一瞬遅れて、畳の上を滑るように後あと退ずさった。顔を真っ赤にして、健二を凝視する。

「そっ、それってつまり、健二くん……わたしのこと……？」

「ええええっ！」

　広間に上がった驚きの声に、健二と夏希はぎょっとする。いつの間にか、親戚一同が広間に集まっていた。全員で運命を共にすることを決めたようだ。

「夏希、お前……気づいてなかったのか？」

「健二くん見てりゃ、一目瞭りよう然ぜんじゃん」

「うそぉ、どんだけ鈍いの、この子……」

　一同の反応を見て、今度は健二が「ええっ」と驚く。自分ではうまく隠せているつもりだったのに、第三者から見るとバレバレだったらしい。佳主馬もうんうんと頷うなずいている。

「残り、４分」

　侘助の声に、健二たちはハッとしてモニターに向き直った。

　まさかこんな形で自分の気持ちが明かされるとは思ってもみなかったが、今はそれどころではない。それどころではないのだが、泣きそうだ。

　とはいえ、おかげで煮詰まった頭がリセットできた。健二はあらためてノートと向かい合い、ボールペンを動かす。

　動かす。

　動かす。

　そして──。

「今度こそ……！」

　計算を終えてキーボードを摑つかむも、また直前で暗号が書き替えられてしまう。

「……！」

「あと２分……！」

　健二は愕然として、モニターを凝視する。ラブマシーンが「シシシシッ！」と笑った。

　こ、この悪魔……！

　震える手で、ボールペンをまた握ろうとして──手を止める。

「……」

「け、健二くん!?」

　夏希が健二の顔を覗のぞき込んだ。

「──も、もう間に合わない……」

　彼が呟つぶやいた一言に、親しん戚せき一同の表情が凍りついた。

　健二は目を見開き、モニターを凝視した。ボールペンを摑もうとした手を、ゆっくりとキーボードの上に置く。

「ノ……ノートに書いて計算していたら……間に合わない……」

　画面に浮かぶ数字を、食い入るように見つめる。

　視覚を伝い、２０００桁けた以上もの数字が直接、健二の脳へと吸い込まれていく。

『あ、暗算っ!?』

　佐久間の驚きよう愕がくする声も、今の健二には聞こえなかった。

　ぽたり、と。

　ノートの上に赤い雫しずくが落ちた。

　頭を使いすぎた反動からか、健二の鼻から血が流れ落ちた。その様子を見て、夏希が感極まったように涙を浮かべ、口を押さえる。

「ううううっ……！」

　現実世界では健二がモニターを睨にらみつけ、ＯＺでは必死にラブマシーンが新しい鍵かぎを製作する。

「はあっ……はあっ……」

　ぼたぼたと鼻血を零こぼしながら、健二は頭の中で計算を展開させ続ける。一瞬でも気を抜いたら、倒れてしまいそうだ。

「がんばって、健二くん！」

　夏希が叫んだ。

「がんばれ！」

「あんたなら、やれるでしょ！」

「ここまできたら、やるしかないぞ！」

「男を見せろっ！」

　広間にいる陣内家の人々が、健二を励ます。子供たちも腕を振り回し、健二に声援を飛ばした。

「あと１分……！」

　自分を応援してくれる人たちの声に混じって、ある人の声が聞こえた気がした。

　──あんたなら、できる。

　歯を見せて笑う老婆の顔が頭に浮かび──。

　健二とラブマシーンが、同時に動いた。健二がキーボードに暗号の答えをたたき込み、ラブマシーンが前の鍵を捨て、新しい鍵に手を伸ばす。

　健二は鼻血を噴き出しながら、腕を振りかぶった。

　絶叫とともに、エンターキーに人差し指を叩きつける。

「……よろしくお願いしまぁぁぁぁすっ！」

　一体、どちらが早かったか。

　その答えは、侘助の叫び声によって判明した。

「──ラブマシーンを無力化した！　ヤツを叩たたけ、佳主馬！」





　＊　log in …　＊






　キング・カズマは大勢のアバターに支えられ、立ち上がった。

　最後の力を振り絞り、眼下に見える管理センターに向かって飛ぶ。再び戦いに挑み征ゆくキング・カズマをアバターたちの大歓声が包み込む。

「う──」

　何億という数のアバターたちによる祝福を背に、キング・カズマは管理センターに飛び込んだ。一直線に最深部を目指す。

「おおおおおおお──」

　前方に立ち塞ふさがる白い壁に、小さな穴が生まれた。

　穴は空洞に変わり、空洞が崩れ落ちて、交通標識や原子時計が並ぶ空間が現れる。

　そこから逃げ出そうと、宙に飛び上がる姿があった。

　丸い耳とギザギザの歯をしたアバターだ。それは管理センターから逃げ出そうとして、ハッとした顔でこちらを振り向く。

　その顔面に──。

「邪魔をするなああああっっ！」

　キング・カズマの拳こぶしがめり込んだ。





　＊　log out …　＊






　モニターの中で、ラブマシーンが顔をひしゃげさせ、吹っ飛ぶ。

「やったっ！」

「よくやった、佳主馬！」

　その場にいる全員が、固かた唾ずを吞のんでその瞬間を見届ける。

　管理センターが開放されたことで、健二は即座に自らのアバターを突入させた。ＧＰＳの操作パネルに表示された数字を消去し、メチャクチャな偽の座標を打ち込む。

　その直後、ビリビリと屋敷全体が震えた。

「……」

　さらにどこからかゴオオッという低い音が聞こえた。

　音はどんどん大きくなっていく。

　震動と音がピークに達した瞬間──。

「！」

　大地震が、陣内家を揺るがした。体が浮くほどの震動に襲われ、暴風が横よこ薙なぎに屋敷に吹きつける。

「きゃああっ！」

「わああっ！」

　屋敷の瓦かわら屋根が一つ残らず空の彼方かなたへ吹き飛び、庭に停めたフォークリフトやＲＸー７がひっくり返り、転がっていく。屋敷内の畳という畳がベリベリと音を立ててはがれ、スーパーコンピューターが倒れる振動が広間を揺らす。

　上も下も分からないような振動と、あらゆるものが破壊される轟ごう音おん。

　人工衛星〝あらわし〟が墜落した衝撃に包まれる中、健二は畳の上に投げ出された夏希に向かって手を伸ばす。

「夏希先輩……！」

「健二くん……！」

　その指先が触れるか、どうか──。

　まるでスローモーションのように崩れゆく屋敷の光景が網膜に焼きつく中、健二は視界の隅にはっきりと見た。

　ヒビ割れるブラウン管のモニターの中で、一体のアバターが分解されゆく姿を。

　キング・カズマによって倒されたラブマシーンが、急速に丸い耳やギザギザ歯の解像度を減らしていき、風船のように破裂して弾はじけて消えていく──。

「──」

　ついに夏希と指先を絡める感触を憶えながら、健二は思った。

　思いがけない形とはいえ、夏希に自分の気持ちは伝わってしまったのだ。どんな返事が返ってくるか、その不安な気持ちがこのままうやむやになるのなら──。

　このまま跡形もなく消えてしまうのも、いいかもしれない。

　そんなことを一瞬でも考えてしまう自分は、当分の間は、冴さえない平凡な男のままなんだろうな、と──。














終幕









　たとえ日本がこの世から消し飛んだとしても、８月１日は変わらずやって来る。

　とはいえ、この国が滅ぶなどということはなく、たった一日で最高気温を更新してしまうほどの猛暑が列島を焦がすこととなった。

　当然のように長野県上田市も平和そのもので、街では上田わっしょいの続きで盛り上がっている。

　変わったのは、街外れにある丘の上に建つ一軒の屋敷のみ。

　いや、正確には建っていた屋敷というべきだろう。

「さん、はいっ」

　浴衣ゆかた姿の少女が、合図とともにウクレレをジャンッと鳴らした。

「ハッピーバスデイートゥーユー。ハッピーバスデイートゥーユー」

　白いスーツやアロハシャツに身を包んだ集団が、いまいち一つにまとまらない音程で合唱する。決して上手とはいえないウクレレをかき鳴らし──。

「ハッピーバースデイ、ディア」

　浴衣の少女が、クルリと振り返った。

「大おばーちゃーん」

　朝顔の鉢に囲まれた縁側で、陣内栄が額の中から微笑んだ。朝顔は栄の最も好きだった花で、遺影を飾る鉢に咲いているのも生前の彼女が世話をしていた朝顔たちである。

　とっておきの浴衣に身を包み、髪には朝顔の飾りをつけた篠原夏希が、一際大きくウクレレをかき鳴らした。

「ハッピーバスデイートゥーユー！」

　陣内家の人々の歌声が響き、それぞれが手にしていたクラッカーを鳴らした。

「お誕生日おめでとう、大おばあちゃん！」

　歓声が、朝顔に囲まれた栄を包んだ。

　その背後には、瓦が吹き飛び、障子や襖ふすまがボロボロに破れた屋敷が佇たたずんでいた。本屋は被害が少ないとはいえ、東側の棟に至っては柱が折れ、半壊状態だ。庭にあった鹿しし威おどしの竹は行方不明で、池だった場所はただの水たまりに変わり果てた上に、割れた漁灯をぶら下げる漁船置き場と化している。まるで屋敷の周りだけ、竜巻に襲われた痕あとのようだ。

　だが原因は、竜巻ではない。

　屋敷の裏に見える、連なる山々。その中の一つの山肌がごっそりと削れ、巨大なクレーターとなっていた。その異様な地形を作った衝撃は陣内家の敷地にまで及び、山側にあった塀がわりの茂みは跡形もなく吹き飛んでしまっている。家庭菜園も同様で、屋敷の屋根に乗っかったトマトの残ざん骸がいを晒さらして作物は一つ残らず消滅してしまった。

　人工衛星〝あらわし〟が墜落した痕である。

　屋敷の上空をかすめて墜落したそれは、陣内家の人間にかすり傷を負わせただけで、一人の死者も出すことなくこの世から消滅した。

「おう、運べ、運べ！　イカならいくらでもあるぞ！」

　地面が抉えぐれ、でこぼこ状態の庭先に、香ばしい香りが漂った。いつもと変わらぬランニング姿の万助が、バーベキュー用の網に並べたイカをひっくり返す。タキシード姿の翔太が両手にイカを持ち、庭先を駆け回る。

「この度は、遠いところをよくお越し頂いて──」

　白いスーツに三角帽をかぶった万作が、あっけにとられる弔問客を出迎える。その横を戦隊モノのお面をかぶった真悟と祐平が、笑い声とともに駆け抜ける。

「ええ、ごめんなさいね。ビックリしたでしょ？」

　割かつ烹ぽう着ぎを着た万理子が苦笑いを浮かべて、喪服姿の婦人方と雑談にふけっていた。魔女の格好をした真緒が万理子の足を叩たたき、「ねえ、イカ飽きたー」と愚痴る。

「お父さん、お母さん！」

　結局、二人揃っていっしょに到着した雪子と和雄を、夏希が歓迎する。とうの両親は、変わり果てた屋敷や、葬式らしからぬ雰囲気を見て、目をしばたたかせた。

「えー、こちらが15回の延長戦を制して優勝を果たした上田高校のキャプテンです！　そしてあちらに見えるのが人工衛星〝あらわし〟の墜落した現場で──ねえ、これどっち先に紹介したほうがいいの？」

　優勝旗を持ち、男泣きしているのは了平だ。涙ぐむ由美に支えられる姿を、テレビ局の取材陣が取り囲んでリハーサルをしている。

　頼彦、邦彦、克彦らとその嫁一同は、弔問客の整理で忙しそうだった。さすがの人望というべきか、弔問客の行列は粉々になった門の外まで続いていた。

「わっ、動いた。きもっ」

　庭先に置いた椅子に座っているのは聖美だ。佳主馬がその膨らんだ腹に触れ、ビックリした顔で手を引っ込める。そんな少年の頭を、名古屋から到着したばかりの父親が「聞いたぞ。よくやったな」と撫なでた。

『ニュース見たか？　侘助さん、昨夜のうちに名乗り出たんだって？』

　普段と同じシャツ姿の健二は、携帯電話を耳にあてて頷うなずいた。通話相手は佐久間だ。

「うん。今朝、連絡があって、侘助さんは開発しただけだから罪には問われなさそうだって。米軍が実験のためにラブマシーンを使ったとか、そのあたりの真相は政府関係者が長野に着いてから話すことになるって……」

『大問題だもんなあ。大変そうだな、そっちも』

「いや、そうでもないよ」

　およそ葬儀の場とは思えない光景を見て、笑う。

「みんな、楽しそうだ」

　佐久間との通話を終え、健二はイカ運びを手伝っている夏希のもとへ近づいた。

「夏希先輩」

「健二くん。食べる？」

「あっ、いただきます」

　串くしを受け取り、一口かじってから、夏希に言う。

「ボク、そろそろ……」

　夏希がイカ焼きを持つ腕を降ろした。不安そうに表情を曇らせる。

「うん……気をつけてね」

「はい」

　二人はしばし見つめ合い、無言になる。健二はそわそわと目をそらし、夏希も髪飾りにした朝顔をわざとらしく指でいじり出す。

「えっと、じゃあ、行ってきます」

「うん、行ってらっしゃい──」

「ちょっと待てっつーの！」

　ドレス姿の直美と理香が現れ、離れようとする二人の背中を突き飛ばした。ぎこちない会釈をして離れそうになった二人を、再び向かい合わせる。

「健二くーん？　このままでいいわけ？」

「えっ？　なっ、何がですか？」

「あーんなドサクサ紛れで済ませるつもり？」

　早くも酒が入っているのか、それとも素面しらふで絡みグセがあるのか、独身コンビの直美と理香が健二を突っつく。

　彼女たちが言わんとしていることは分かっている。人工衛星が墜おちようかという瀬戸際で、佐久間の口によって明かされてしまった健二の気持ちのことだ。

「あらためて、ちゃんと言うべきじゃないのぉ？」

「ボクも、そう思うけど」

「余計なことは言わなくていいんだよ、ほっとけ、そんなの！」

　佳主馬と翔太まで、やって来てしまった。

　もちろん健二自身も、言うべきだと分かってはいるのだ。だがこうして面と向かってみると──。

「あの……夏希先輩！」

「は、はい」

　じっと彼の顔を見つめ返す夏希は綺き麗れいで、心臓が破れそうになってしまう。

「浴衣……とても似合ってます……」

「あ、ありがとう」

「そうじゃないでしょ！」

　直美に脚を蹴けり飛ばされ、健二も覚悟を決めた。

「夏希先輩！」

「は、はい！」

　背筋を伸ばす夏希を、正面から見つめる。血が頭に上り、顔が熱くなるのを感じた。

　だがここで引き下がっては、今までの自分と何も変わらない。自分は今回の出来事を経て、成長したはずだ。亡き栄も彼ならやれると言ってくれた。

　そしてついに健二は、真っ赤な顔で口を開いた。

「かっ、帰ってきたら！　お話ししたいことがあるんですけど！　いいでしょうか！」

　がくり、と周りに居合わせた親しん戚せきたちが肩を落とした。佳主馬が「健二さんって……」と、なぜか落胆した顔を見せる。

　夏希もまた、顔を真っ赤にしていた。俯うつむき、か弱い声で答える。

「は、はい……待ってます」

　翔太が「夏希……」と佳主馬とそっくりな顔をした。

「なに、この茶番……これってもう告白してＯＫもらったようなモンじゃないの？」

「もうイヤ、この二人……」

　顔を見合わせる直美と理香の会話も、健二と夏希の耳には聞こえない。

「じゃ、じゃあ、本当に行ってきます」

　ぎくしゃくとした動きで身を翻し、玄関まで駆けていく健二。

　そこにはバイクの整備をしていた理一がいた。精せい悍かんな顔を上げ、ライダースジャケットの前を閉める。

「行くかい？」

「はい、お願いします」

　ヘルメットを受け取る健二を、後ろから呼ぶ声がした。

「健二くん！」

　夏希だ。振り返った健二に向かって、イカ焼きを持った手を振る。

「早く帰ってきてね！」

「はい！」

　健二も笑顔で、手を振り返す。

　夏希がにっこりと微笑み、裾すそを翻して庭へ戻っていく。その後ろ姿と、変わり果てたもののなお格式のある屋敷を見て、健二の胸に妙な嬉うれしさが込み上げた。

「ようし、行くか」

「……はい」

　理一の運転するオートバイが、弔問客が並ぶ坂道を下り、壊れた門をくぐった。サイドカーに乗った健二は、心地良い風を受けながら陣内家の屋敷を後にする。

　健二はこれから、警察に出頭する。

　保留になっていたＯＺの暗号解読の件の説明を果たすために、署へ出頭するのだ。翔太のＲＸ─７は一連の騒動で大破してしまったため、かろうじて人工衛星墜落の衝撃に耐えた理一のオートバイに頼ることとなった。

　今日じゃなくてもいいのに、と陣内家の人たちは言ってくれたが、事情を説明するのは早いほうがいい。その点では侘助に出遅れた形だ。

「そんな顔しなくても、大丈夫だよ！　罪にはならないだろうって、翔太も言ってたろう！」

　運転席からサイドカーを見下ろして、理一が言った。風を切る音に負けない力強い声が、彼を励ます。

「いえ、そうじゃなくて……！　ええと、なんでもないです！」

　帰ったら、夏希に告白しなければならない。

　自分の犯した罪よりも、今はそちらのほうが心配でどうしようもなかった。直美たちにそそのかされて、大変なことをしてしまったのかもしれない。

　本当は数学オリンピックで優勝したら、告白をするつもりだった。

　世界一になれば、きっと変われると思っていた。

　今の健二は、世界一ではない。

　それでも今の健二は、以前の自分とは少しだけ違う気がした。

　その違いが何なのかは、自分でもよく分からない。健二はほんのちょっとだけでも、前よりも強くなれたのだろうか？

「ははは、そうかい！」

　オートバイは、軽快に国道18号線を走っていく。

　思えば先日は、この道を手錠つきで通ったのだ。翔太の運転する車はＯＺの混乱による渋滞につかまり、身動きがとれなくなったことを思い出す。

　理一がアクセルをさらに回しながら、健二を見下ろした。

「ところで君は、人の役に立つ仕事に興味はあるかな？」

「えっ？」

「たとえば……サイバーテロ対策とかね！　君の暗号解読の才能は、放っておくにはもったいないと思うよ！」

　健二は頰をひきつらせた。

「もう、こりごりです……！」

　ＯＺで起きた出来事はどれも衝撃的で、ごく普通の冴さえない高校生にすぎない健二にとっては刺激的すぎた。人工知能や暗号解読には、もう二度と関わりたくない。

　でも──。

　健二は振り返り、走ってきた道の先にある丘を見た。

　この上田市で出会えた人々には、また会いたい。最も印象的な陣内栄とはもう会えないが、あの屋敷でいっしょに食卓を囲んだ人々との思い出は、健二にとってかけがえのないものだった。

　美味おいしいご飯を食べ、敵との合戦で力を合わせ、勝利した数日間。

　この一夏の戦いを、彼は一生忘れることがないだろう。

「そうか、残念だ！　男は少しくらい謎めいていたほうが女の子にモテるのに！　きっと夏希の心も鷲わしづかみだろうになあ！」

「ホントですかっ！　詳しい話を聞かせてください！」

　笑う理一と、サイドカーから身を乗り出す健二。

　二人が乗るオートバイが、国道の先に浮かぶ入道雲に吸い込まれていった。










　解説





大森　望　　






　インスタント・クラシック（instant classic）という言葉がある。インスタント・ラーメンやインスタント・コーヒーの名作のこと──ではなく、発表されたその瞬間、たちまちスタンダード・ナンバーとして広く世に認められるような名作を意味する。

　映画で言えば、たとえば１９８３年に原田知世主演で大ヒットした大林宣彦監督の角川映画「時をかける少女」がそれにあたる。その23年後、細田守監督でリメイクされた（というより、実質的には、筒井康隆の同名原作からタイトルだけを借りたオリジナル・ストーリーの）劇場アニメ版「時をかける少女」も、公開直後から絶大な支持を集め、タイムトラベル映画のインスタント・クラシックになった。いまや（すくなくとも20代30代のあいだでは）「時かけ」と言えば細田守版のほうだろう。

　その「時かけ」から３年。いよいよ公開される細田監督の劇場用アニメ「サマーウォーズ」も、すでにインスタント・クラシックの風格をたたえている。というか、まだ未完成版（一部シーンに色がついていなかったり、絵が入っていなかったり）の参考試写を見ただけなんですが、それでも、これはかならず〝未来の古典〟になると確信した。いやもう圧倒的にすばらしい。

　前作の「時かけ」が（大林版における原田知世と同じく）ヒロイン（ＣＶ：仲里依紗）の魅力に支えられた一点突破全面展開型の傑作だったのに対し、今回は、〝家族〟を軸に、エンターテインメントの王道を突っ走る。ファミリー・ピクチャーでありながら、これだけ堂々と、波は瀾らん万ばん丈じようの派手な娯楽活劇をやってのけた映画も珍しい。加えて、休暇旅行、淡いロマンス、大失敗とそこからの復活、努力と友情、チャレンジ、大勝負……などなど、人生に必要なものがだいたい入っている。

　じつは、予告編を見た段階では、仮想現実空間ものだという意識が先に立ち、同じ細田守監督が手がけた２０００年の春休み映画「デジモンアドベンチャー　ぼくらのウォーゲーム！」のスケールアップ版だと思い込んでたんですが、実際に本編を見てみると、ネット空間はあくまで物語の背景。老若男女が家族一丸となって困難に立ち向かう、いまどき恥ずかしいぐらい王道のドラマが映画の太い芯しんになっている。

　ただし、家族といっても、この映画で描かれる〝陣内一家〟は、寝起きをともにする家族ではありません。お盆や正月に親しん戚せき一同が集まってわいわい騒ぐときのファミリー──一族郎党ひっくるめた、にぎやかな拡大家族が主役になる。

　主人公の健二からして、本来この一家とは縁もゆかりもない部外者なんですが、外からやってきた他人を排除するのではなく、積極的に迎え入れてどんどん成長してゆく、そんなたくましい集団（小説で言えば、ジョン・アーヴィングの『ホテル・ニューハンプシャー』に描かれるような家族）が、「サマーウォーズ」の家族像になっている。

　簡単に設定を説明しておくと、われらが主人公の小磯健二は、東京の高校に通う、物理部所属の２年生。引っ込み思案で内気な性格の理科系（かつ草食系）男子ですが、こう見えても数学に関してはけっこうすごい。数学オリンピックの予選大会にまで出場するが、あと一歩のところで日本代表の座を逃してしまう。

　がっくりきていたところに、憧あこがれの先輩である３年生の篠原夏希からアルバイトを頼まれ、舞い上がる健二。連れていかれた先は、長野にある夏希の田舎──室町時代から続く旧家、陣内家の本家だった。一族を束ねる現当主は、夏希の曾そう祖そ母ぼにあたる陣内栄。彼女の90歳の誕生日を祝うため、個性豊かな陣内ファミリーの27人が本家に集結していた。

　栄の前に連れ出され、はじめて〝アルバイト〟のほんとうの内容を知った健二は目を白黒。なんとか大役を果たそうとするのも束の間、夜中に携帯メールで送られてきた謎の数字列を徹夜で必死に解読したばかりに、とんでもない騒ぎに巻き込まれることに……。

　というわけで、一夜明けると地球を揺るがす大事件が勃ぼつ発ぱつするんですが、その舞台となるのが、全世界で10億人が参加する電子空間、ＯＺ。

　２００８年の日本ＳＦ大賞を受賞した磯光雄監督のＴＶアニメ「電脳コイル」は、日常生活の上に情報を追加する〝オーグメンテッド・リアリティ〟（ＡＲ＝拡張現実）が一般化した未来をご近所日常アニメとして描いた名作だが、「サマーウォーズ」のＯＺのほうは、どちらかというと、旧来のヴァーチャル・リアリティ（ＶＲ＝仮想現実）空間に近い。利用者が実際にどうやってアバターを操作してるのかを考えるとけっこう謎が多いものの、いまのネット環境の投影だと思えば、あなたやわたしも、たしかにこういう感じの生活を送っている。ヴァーナー・ヴィンジが電脳空間ものの先駆的な名作『マイクロチップの魔術師』（１９８１年）を書いてから30年近く経って、ＯＺのような仮想都市が読者にとって身近に感じられる時代になってきたわけだ。

　僕自身、仕事中はmixiとTwitterにつなぎっぱなしだし、本を買うのも切符をとるのも銀行振込みもネット経由。さらにはFacebookだのMySpaceだのTumblrだのいろんなサービスにいろんなアカウントがあって、使い分けが意外とめんどくさい。どうせならぜんぶ一個で済めばいいのに──と思っているものぐさな人のために生まれたオールインワンのネットワークサービスがＯＺなんですね。

　ＯＺはアバターを使うシステムなので、一見すると「セカンドライフ」風だが、実際はもっと実用度が高く、現実的なあらゆるサービスがＯＺを通じて提供される仕組みらしい。

　ここまでＯＺに一元化されると、現実にはちょっと怖いんじゃないかと思わなくもないが、Google的な〝20分後の未来〟からはそんなに遠くない。いまだって、検索はもちろん、メールの送受信やデータ管理はGmail、スケジュール管理はGoogleカレンダー、待ち合わせはGoogleマップ──と、生活の半分ぐらいをGoogleにまかせちゃってる知り合いはたくさんいるし、そうじゃなくても、携帯電話を通じていつもネットにつながっていないと落ち着かない人は多いだろう。iPhoneのヘビーユーザーなんか、生活のほぼすべてをiPhone１台で済ませることに熱中してますからね。ＯＺまではほんとにあと一歩かもしれない。

　もうひとつ、出番は少ないものの重要な役割を果たすのが、はるか遠い宇宙空間から地球の衛星軌道まで帰ってきた小惑星探査機〝あらわし〟。これは、小惑星イトカワを探査するため２００３年に打ち上げられた宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の探査機はやぶさがモデル。実在のはやぶさは、２００５年の夏、地球から３億２０００万キロメートル離れたイトカワとのランデブーに成功、通信途絶や燃料洩もれなど数々のトラブルにもめげず、採取試料容器を回収カプセルに格納して帰還の途につき、いまも少しずつ地球に近づいている。到着予定は２０１０年６月（はやぶさの現在地はＪＡＸＡのサイトで確認できる）。一方、この映画のあらわしが探査した（という設定の）マトガワは、〝宇宙教育の父〟とも言われる元ＪＡＸＡ宇宙教育センター長の的川泰宣氏にちなんで名づけられた実在の小惑星だ。

　あらわしを出すことで、電子空間が現実の宇宙空間と結びつけられ、一気に物語のスケールが広がり、話が立体的になる。

　それに加えて、夏の甲子園を目指す全国高校野球選手権大会長野大会というアウトドア・スポーツと、日本伝統のインドア・スポーツである花札が絶妙のかたちで物語にからんでくる。作中で展開するドラマと関係なく（いやまあ多少の関係はあるんですが）ひたすらテレビの高校野球中継に夢中になっているおばさんも笑えるが、いちばん感動したのは花札（こいこい）の使い方。いまや世界的な大企業に成長した任天堂も、もとをたどれば花札メーカーだったわけだから、日本製ゲームの原点とも言えるわけですが、まさか赤タン、青タン、猪いの鹿しか蝶ちよう、三さん光こうに四し光こう……なんて役を、劇場アニメの大画面で目にすることになろうとは。鉄火場の興奮が電脳空間できっちり再現されているのも心憎い。

　僕の子供時代も、正月や夏休み、両親に連れられて父親の田舎に行くと、十数人の従兄弟いとこたち（なぜか男ばかり）が勢ぞろいして、花札やトランプを手ほどきされたもんですが、そういう田舎の拡大家族の懐かしい雰囲気といまどきのケータイ文化とが無理なく自然に結びついている。

　とりわけすばらしいのが、陣内家第16代当主の、陣内栄。岡本喜八が監督した名作「大誘拐」（１９９１年／原作・天藤真）で北林谷栄が演じた柳川とし子刀と自じを彷ほう彿ふつとさせるモーレツおばあちゃんぶりだ。そう言えば、「大誘拐」におけるとし子と健次（風間トオル）の関係は、そのまま「サマーウォーズ」の栄と侘助の関係にも重なってくる。

　ちなみに、本作のもうひとつの原点である「デジモンアドベンチャー　ぼくらのウォーゲーム！」の元ネタは、史上初の本格的ハッカー映画、ジョン・バダム監督の「ウォー・ゲーム」（１９８３年）。人間が機械知性に最後の大勝負を挑むというこの映画のクライマックスは「サマーウォーズ」にも生かされている。

　こうした、まったくタイプの違う名作の長所を劇場アニメの世界でみごとに融合させた一大娯楽作がこの「サマーウォーズ」。アニメのみならず、日本映画を代表する一本になるだろう。劇場の大スクリーンで完成版を観るのが楽しみだ。




　最後になったが、本書は小説らしさをきちんとキープしながら、この映画の魅力をあますところなく忠実にテキスト化した作品。ノベライズにありがちな不自然さはなく、独立した小説としても成立している。映画を見た人ならあのシーンこのシーンが鮮やかに脳のう裡りに浮かんでくるだろうし、これから見る人にはハラハラドキドキのストーリーとともにビジュアルを想像する楽しみを与えてくれる。

　著者の岩井恭平は、「ムシウタ」シリーズで知られるライトノベルの人気作家。〝最高で最悪のボーイ・ミーツ・ガール〟というキャッチフレーズのもと、ＷＯＷＯＷでＴＶアニメ化もされたヒット作だからご存じの人も多いだろう。

　少年少女に寄生し、夢を喰くうことと引き換えに宿主に超常能力を与える〝虫〟の出現から10年。桜架東高校１年Ｄ組の薬屋大助は、杏本詩歌という少女と出会い、恋に落ちる。だが、詩歌は〝虫憑つき〟を収容する極秘施設からの逃亡者であり、特別環境保全事務局最強のエージェント〝かっこう〟に追われる身になるのだった……。

「サマーウォーズ」のほのぼのドキドキ恋愛にくらべると、こちらははるかに鮮烈というか、切なく激しいラブストーリーが軸になっている。本書ではじめて岩井恭平の実力に触れた人は、ぜひ「ムシウタ」をどうぞ。
















カバーイラスト：

　コンセプトレイアウト／貞本義行

　仕上げ／安部貴俊　背景／武重洋二

　ハーモニー／高屋法子

カバーデザイン：西村弘美

[image: ]2009 SUMMER WARS FILM PARTNERS

ＯＺキャラクター原案：岡崎能士 岡崎みな 浜田勝
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著／岩いわ井い恭きよう平へい

原作／細ほそ田だ 守まもる

マッドハウス・日につ本ぽんテレビ放ほう送そう網もう・角かど川かわ書しよ店てん
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